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prologue





　体裁も恥じらいもかなぐり捨てた、一世一代の求婚だった。

「後悔するなよ」

「しない。言っておくが、私はかなりあなたのことが好きだぞ」

　顔を上げた彼は、ふざけるな、と吐き捨てた。

「俺おれのほうが相当だ」

　ようやく引き出すことの叶かなった答え。否いや応おうなく心臓が高鳴り、セシリーは口くち許もとが緩むのを抑えられなかった。緊張からの解放に力が抜けて、危うく膝ひざから崩れ落ちそうになる。

　鼻先に彼、ルーク・エインズワースの顔があった。

　痩やせこけた頬ほおにわずかに煤すすを被かぶった黒髪。その前髪の隙すき間まから覗のぞく右目がゆらゆらと揺れて落ち着かないのは、重度の弱視により、一定の方向に焦点を合わせられないせいだろう。傍はた目めにも彼の状態は健康的なものとは言いがたかった。

　半面、久しぶりに見る顔は驚くほどセシリーを魅了してやまない。形の整った睫まつ毛げや縦にすっと通った鼻び梁りよう、本人の頑固さを象徴するように吊つり上がった目め尻じり。それらを、いつの間にかそうと気付かず見つめている自分がいる――

　そう、鼻先にルークの顔があるのだ。

　窓辺の椅い子すに腰かけた彼に、こちらは屋外から窓枠を越えて身を乗り出す形。

　つと、セシリーの視線はルークの口許に留まった。乾燥して荒れた唇。気まぐれに顔を寄せるだけであっさりと触れ合えてしまうほど無防備な距離に、それがある。視力をなくし距離感を掴つかめないルークは、そのことに気付いていない――

　思わず喉のどが鳴り、しかし直後にそんな自分に対して猛烈な羞しゆう恥ち心しんが押し寄せてきた。

「うぁ……」

　――わ、私は何を考えた!?

　急激に頭に血が上り、全身からどっと汗が噴き出した。

　はしたないにもほどがある、と己の思考を恥じると同時に、いや待てよ、とも思う。

　ルークはこちらの求婚を受けてくれた。つまり自分たちはこれから夫婦になるのだ。つまりつまりフーフならば……も、問題ないのではないか？　セップンのひとつやふたつ。

「おい」

「モンダイナイ」

「……？　おいッ」

「――はっ!?」

　妄想から正気を取り戻すと、正面にルークのしかめっ面があった。

「黙らないでくれ。こっちは目の前のお前が何をしているかもわからないんだ」

「あ、す、すまない」

「……俺おれと一緒になるというのは、こういうことだぞ」

　ルークの目が前髪に隠れ、

「周りの些さ細さいな変化にも気付けない。物はよく落とすし何てことのない段差や石にもつまずく。人に助けてもらってようやく食事ができるような体たらくだ。……何より、お前の身に何かがあっても守れない。きっと何度だって面倒をかける」

「…………そんなこと」

　――今さらじゃないか。

　浮ついていた気持ちが見る見るうちに萎しぼみ、セシリーは拳こぶしを握る。彼の伝えたいことはわかるし、引け目を感じてしまうのも仕方がないことだと思う、けれど。

　やっぱり今さらだ。

「私はあなたの苦労のすべてを知っているわけじゃない。でも、だからこそ私は」

「面倒はかけるだろうが、そのせいでお前の気が変わったとしても手遅れだからな」

　――え？

　言われた意味をすぐに理解できず、目を瞬しばたたいた。

「手遅れ……とは？」

「腹を括くくった、ということだ」

　不意にルークの手が上がり、それはセシリーの眼前で止まった。

「手を」

「あ、うん」

　促されたのでさして疑問も挟まず彼の手を取る。

　それを、ぎゅっと強く握り返された。

「え」

　反射的に強こわ張ばるこちらの手を、ルークはしかし固く掴つかんで逃さない。

　追い打ちをかけるように口にしてきた。

「もう我慢しない。何があっても――離さない」

　セシリーは卒倒するかと思った。

　どうやら自分の求婚は彼に火を点つけてしまったらしい。その熱がつないだ手を伝って流れ込んできたみたいに、全身がぽかぽかと火照り始めて思考が鈍る。幸福のあまり胸が痛いくらいだった。

「何か言ってくれ」

「え？　あ……えっと、私も……はな、離さない、ぞ」

　――お、おかしいな？

　攻守がまったく逆転していた。ついさっきまでの、こちらの求婚にルークが押されるという構図がそっくりそのままひっくり返り、“〝腹を括くくった”〟らしい彼の言動にこちらがたじたじになるばかりだ。

　もちろん嬉うれしい。嬉しいのだけど、自分はこういう空気に慣れていない。気恥ずかしさだったり喜びだったりがごちゃ混ぜになっていよいよ目まで回ってくる。かといってルークの手を離すのももったいなくて、セシリーはおろおろと視線をさまよわせるしかない。

　と。

　遅ればせながら、気付いた。

「…………リサ？」

　そう、この場にいるのは自分たちだけではなかった。ルークのいる母おも屋やの奥に、もうふたつの姿がある。ひとりは軍国出身の青年、ユーイン・ベンジャミン。彼は何ど処こか暖かな眼まな差ざしをしてこちらを見守ってくれていた。

　もうひとりはルークの唯一の弟子、リサだ。

　鍛か冶じ用の作業着を着た、小柄な少女。正体が悪魔であるためか、出会って一年近くになるが背丈は変わっていない。以前は腰に届くほどあったブロンドの髪は、先の『魔剣精製』の代償により肩ほどの長さになり、ずいぶんとすっきりしている。後頭部で括られたそれは何処か仔こ馬うまの尾のようで、親方のルークと同様、薄うつすらと煤すすを被かぶっていた。

　リサは大粒の涙をぼろぼろとこぼし、泣いていた。

　そのことに今の今まで気付かなかったのは、彼女が両手で口をふさいで嗚お咽えつをこらえていたからだ。恐らくはこちらの邪魔をしないように。

　こんなときにまで気を遣うような、お節介で心優しい少女。

「リサが、どうかしたのか？」

　ルークの問いに「うん」と頷うなずき、セシリーは空いているほうの手でリサに手招きした。

「おいで」

　リサは濡ぬれた瞳ひとみを大きく見開き――弾はじかれたように駆け出す。

　その勢いのまま、ルークの懐ふところに飛び込んだ。

「な、何だ!?」

「おめでどうございます！　おめでどうございます！」

　驚いてセシリーの手を離したルークは、飛び込んできたのがリサだとわかると、すぐに肩の力を抜いたようだ。彼女がきつく抱きついてくるのに任せ、その頭に手を置く。

「お前が泣くこともないだろう」

「だっで！　ずっど心じん配ばいだったんでずよ！」

「ああ、そうだな。悪かった」

「本ほん当どうでず！　まっだぐ！　おめでどうございます！」

　わっと泣き出すリサと、その頭を優しく撫なでるルーク。セシリーはそんなふたりの様子を目まの当あたりにして目頭が熱くなった。気付かれぬようにこっそりと涙を拭ぬぐう。

　リサはルーク・エインズワースの唯一の弟子であり、唯一の家族でもある。ルークの失明に誰だれよりも心を痛めていたのは他ほかならぬリサで、それでも彼女は弱音を吐かず健けな気げに彼を支え続けた。そんな彼女の存在はルークにとっても大きな助けになっていたはずだ。

　リサがいてくれたからこそ、ルークは目が見えないという逆境に挫くじけず心を保ち、そして自分の求めに応じてくれた。セシリーはそう思う。

　――感謝するよ、リサ。

　胸中で礼を述べた瞬間、まるでそれが聞こえたかのようにリサが顔を上げた。

　涙でぐしゃぐしゃの、泣き笑い。

「セシリーさんっ、本当にありがとうございました！」

「いや、礼を言うのは私――」

「これでおふたりは晴れて夫婦に、家族になるんですね！」



    

  
    
      



    

  
    
      　虚を突かれたが、セシリーは唇の端を上げた。

「違うよ」

「えっ？」

「私たちだけじゃない、君もだ。もっと言えば私の母やフィオ、アリアを含めた皆が家族になる。結婚とはそういうものだろう？」

　今度はリサのほうが虚を突かれたようだ。見開かれた瞳ひとみにまた涙が浮き、洟はなも出る。

「うう……わだじ、じあわぜすぎてごわいでず……」

「きっともっと幸せになるから覚悟しておくんだな」

「はいいぃ！」

　号泣しながら律儀に頷うなずく少女に微笑ほほえみ、セシリーはルークに向き直った。

　腰に帯びていた刀にそっと触れながら打ち明ける。

「ルーク。あなたに返さなければいけないものがある」

　それは以前、火山洞どう窟くつに閉じ込められたルークとユーインを救いに行く際、リサがセシリーに貸してくれた直刀である。今まで借りっぱなしになっていたのは直接自分の手でルークに返すよう、リサに言われていたからだ。なかなか会えずにいた――というか門前払いを食らっていた――から、彼に返すのもずいぶんと遅くなってしまった。

　セシリーが簡単にその経緯を説明すると、ルークは首を横に振った。

「まだ返さないでいい」

「……いいのか？」

「それは聖剣ができるまでの代刀だ。持っていろ」

「……わかった。でも、いずれ返す」

　聖剣と引き換えに――彼らが必ず聖剣を鍛錬すると信じて。

　この刀を預かるということは、いわばその信頼の証あかしとなる。

「では私は戻るよ。まだやらなくちゃいけないことがある」

「ああ。頼むぞ、街のこと」

「うん。ありがとう」

　セシリーは踵きびすを返し、工房アトリエ『リーザ』を後にした。

　他人によってはひどく淡白な別れ際に見えたかもしれない。婚約を決めたふたりにしては色気がない。だがこれでいいのだ。

『式も指輪もお祝いの御ご馳ち走そうもいらない――』

　その言葉に嘘うそはなかった。ただ彼に自分を受け入れてもらえさえすればよかった。その上でルークは「離さない」とまで言ってくれたのだ。釣りがくるくらいに十分だ。

　独立交易都市が置かれている状況は依然として芳かんばしいものではない。でも。

　――私たちは大丈夫。

　戦える。一片の絶望もない。ひとり頷うなずき、力強い足取りで市街地に戻った。

　そしてこの後――

　セシリーは市民たちの生暖かい視線に迎え入れられ、自分とルークの会話が市内全域に筒抜けになっていたことを知り、工房アトリエ『リーザ』にとんぼ返りした。その術式を解除するため、というよりは逃げ場所を求めて。





　その夜、リサはかすかな物音で目を覚ました。

　昼間の興奮のせいか眠りが浅かったらしい。鍛か冶じ作業の疲れで身体からだはまだ少し重かったが、変に頭が冴さえてしまっている。しばらくぼんやりと母おも屋やの暗くら闇やみを見上げていたが、ふと思い立ち、居間の片隅に広げていた簡易寝台から身を起こした。

　物音は屋外でしている――壁一枚を隔て、どす、どす、という腹に響くような音が断続的に聞こえてくる。リサはそうっと鎧よろい戸どを開けて外の様子を窺うかがった。

　月明かりの下の庭先で、ルークが白い息を吐きながら長柄の向むこう鎚づちを振り被かぶっていた。

　その鎚つちが叩たたくのは藁わらの塊である。藁と言っても層は厚く、鎚の衝撃に鈍く重い音を返す。ルークは黙々と向鎚を振り被り、藁の塊への打撃を繰り返している。

　それはしばしば藁を外れて地面を穿うがった。その度にルークは体勢を崩し、しかしまた構えを修正して打撃に戻る。ただその繰り返し。

「…………」

　リサはその様子を無言で見つめた。

　長い木の柄に鉄てつ鎚ついを取りつけた向鎚は、熱した鉄を叩き延ばすための鍛冶道具であり、かなりの重量がある。鍛冶作業においてはそれを頭上高くに掲げ、大きく振り落とすようにして鉄鎚を対象に叩きつけなければならない。命中位置の精確さやその調整、力加減など技術を要する動きで、ルークが今しているのはその練習である。リサも例に漏れず、最初のころは暇ひまさえあればあのような藁を相手に向鎚を振るっていた。

　最近、ルークはこれを行うようになった。

　視力を失った今の彼は鍛冶作業をすることができない。横からリサに指導するのが精一杯で、そもそもの話、鍛冶どころか衣食住といった生活全般が他人の手を借りなければ成り立たないような状態だ。鍛冶に参加できないルークに向鎚を振るう機会などない。彼は鍛冶の才能だけでなく戦闘の能力にも長たけていたが、それももはや問題外のことだ。

　にもかかわらず彼は毎日何かしらの修練に勤いそしむ。今のように向鎚を振るう練習だったり、別の日は刀の素振りだったり。目が見えないのだから当然生傷は絶えず、リサの一日は彼の怪け我がの手当てから始まるような始末だ。

　止めてもルークは聞く耳を持たなかった。じっとしていられない、というのが本当のところだっただろう。目の見えない己にも何かできることがないか、こうして手探りで探し続けている。想おもい人との婚約成立という、記念すべき日でも変わらずに。

　そのような親方の姿に、リサは考えずにはいられない。毎日のように考えている。

　――私にできることは何だろう？

　思い出すのは、何か月も前に軍国に赴いたときのこと。

　リサはそこで初めてルークの失われつつある視力のことを知り、そして彼に誓った。

『私は、あなたの目になります』

　リサの左目は元々ルークのものだ。だからいつかルークが右目の視力を失うときが来たとき、自分が彼の目になると――彼が失くした左目をそうやって返していくと約束した。

　今、ルークの目が見えなくなったことで“〝聖剣の鍛錬”〟という使命はリサの手に委ゆだねられた。この状況は図らずも軍国での誓いを果たしていることになるのかもしれない。でも。

　大陸の明暗を分ける『聖剣』を、鍛か冶じ師としても未熟な自分が鍛錬しなければいけないということ。途方もない重圧を感じるし、それ以外にも拭ぬぐいがたい感覚がある。

　――本当に私でいいんでしょうか。

　自分の役割は本当にそれなのか？

「…………」

　リサは鎧よろい戸どの隙すき間まから忍び込んだ冷気に身体からだを震わせる。寝台に戻り、藁わらを叩たたく音を聞きながら――答えの出ないことを取り留めもなく考えながら、いつしか眠りについた。







　独立交易都市は今、その成立以来最大の危機に見舞われていた。

　悪魔と人外兵器が大挙して押し寄せた都市への襲撃。火山活動の復活と地震の発生。帝政列集国による、大陸史上最悪の人外『ヴァルバニル』という存在の暴露、そして宣戦布告。畳みかけるような難事の連続に、都市の市民はかつてないほどの混乱に陥った。

　相次ぐ危機に、市長のヒューゴー・ハウスマンは軍国への移住計画を決断し、これを市民に説明。市民に選択肢などほとんど残っておらず、概おおむねが計画を受け入れるよりなかった。自らの意志で国外へ出奔する者も少なくなかったが、彼らのその後の行方は知られていない――



　時節は草木が目覚める春。

　大規模な移住計画が本格的に始動する。



    

  
    
      


第27話　老剣 Old Sword





　　　１



　移住計画と並行して、別の計画もまた実行されていた。

「……すごい光景ですね」

　白い息を吐くセシリーの前には、その計画の成果による壮大な景色が広がっていた。セシリーはある種の幽玄さを覚えて思わず呟つぶやいたのだが、隣の偉丈夫、独立交易都市公務員三番街自衛騎士団団長のハンニバル・クエイサーは異なる感想を口にした。

「まるで墓標のようだな」

　そこはブレア火山の奥深くに息づく、とある洞どう窟くつ。

“〝氷漬けの空間”〟である。

　熱波の充満する火山の内部にありながら、壁も地面も天井も一切が隈くまなく透明度の高い氷で封じられているのだ。洞窟を埋め尽くす氷の膜は凍えるような冷気を発し、セシリーたちの吐く息を白くさせている。簡易照明として専用の玉たま鋼はがねが複数個持ち込まれていたが、それの放つ光は氷に反射して空間全体に行き渡り、いっそ眩まばゆすぎるくらいだった。音も耳に痛いほど反響する。

　そして――

　この空間は今、無数の剣が床一面に刺さっていた。

　百は下らないであろう剣たちが、其そ処こ彼処かしこの床に無造作に突き刺さっている。その様はなるほど、ハンニバルの言う通り何かの墓標に見えなくもなかった。

　氷の正体は“〝封印の強化”〟である。この氷漬けの空間が“〝蓋ふた”〟になる形で、真下にヴァルバニルの本体を閉じ込めている――『聖剣』がしているヴァルバニルの封印を、ある魔剣の力によって補っているのだ。ある魔剣とは“〝キャンベル家の魔剣”〟、セシリーの祖父に当たる人物が悪魔契約によって悪魔化した得物である。

　先の地震は、『聖剣』の力が寿命を間近にし、このキャンベル家の魔剣だけでは封印を補助しきれなくなったことが原因だと見なされている。事態はあわやヴァルバニルの復活という事態にまで発展したが、そのぎりぎりのところでルークとリサが『魔剣精製』を敢行――キャンベル家の魔剣と同等の能力を有する『魔刀』を造り出し、それを用いることで事なきを得た。リサの頭髪の消耗はその代償である。

　聖剣による封印、キャンベル家の魔剣とルークたちの魔刀による封印強化。床一面に突き刺さった無数の剣は、それらの上にさらに封をするような働き、つまるところ封印の補助を補助する役割を担っていた。

「上う手まくいった……のでしょうか？」

　セシリーが訊たずねるとハンニバルは「さあな」と肩をすくめた。

「安定は保っているから、効果は表れているのかもしれん。とにかくこれは念には念を入れての処置だ。当面は様子見だろう」

　移住計画と並行して進められた別の計画、というのがこの“〝封印の再強化”〟だった。先の一件はルークとリサの機転によって最悪の事態を免まぬがれたが、それでもまだヴァルバニルの早期復活を不安視する声は多く、故ゆえにこそ実行が決断された作戦行動である。

　再強化のために用意されたのは、軍国の聖剣師が鍛錬した『聖剣』の模造刀レプリカ。当初は対人外戦を想定して“〝大おお太だ刀ち”〟が造られていたが、ルークの助言を受けて“〝直刀”〟が大量に鍛造された。これを独立交易都市に輸入、ハンニバルを中心とした独立交易都市の自衛騎士団と軍国兵の混合部隊が編成され、火山洞どう窟くつ内への運搬を行った。

　エインズワース家が継承する技術によって造られた刀は、“〝禍まが払はらい”〟の効果に長たけている。加えてルークはかつて聖剣師たちと技術交換を行うことで新たに『四し方ほう詰づめ』という鍛造法を見み出いだし、刀の質を向上させることに成功していた。これらを踏襲して造られた模造刀は『聖剣』にこそ敵かなわないものの、それに近い能力は有していると考えられている。

　この模造刀を大量に投入することで封印の再強化を行う――“〝無数の『聖剣』のレプリカでヴァルバニルに対抗する”〟という物量作戦そのものは、軍国がかねてから想定していたものだった。

　持ち込まれた模造刀の束は今、青い輝きを放つ魔剣と魔刀をそれぞれ包囲するようにして氷の地面に突き刺さり、“〝剣の墓標”〟を築いている。模造刀の能力が却かえって過干渉を生んでしまうのではないかという危き惧ぐもあったが、一本二本と試していくうちに魔剣と魔刀の青い光がより眩まばゆく、かつ安定していく様子が見て取れた以外に怪しい兆候はなかった。決して楽観視はできないが、ひとまずの目的は果たせたと考えていいだろう。

　現在は作業を終えて小休憩のときである。模造刀の運搬に使用した荷台がすべて空になったので、負傷者が優先的にそれに腰かけて手当てを受け、他ほかの者も荷台に寄りかかるなどして各おの々おの身体からだを休めている。セシリーとハンニバルは彼らを遠巻きに、氷漬けの空間を一望できる位置で肩を並べていた。

　無論――

　ブレア火山の洞窟はヴァルバニルの“〝手足”〟が徘はい徊かいする環境だ。ここまでの道のりは決して容易たやすくなかった。事実、その道程の厳しさを物語るように誰だれも彼もが大小の怪け我がをこさえている。戦闘の矢面に立っていたセシリーとハンニバルなどは重傷を負うことこそなかったものの、自衛騎士団の制服をあちこち引き裂かれ、全身に“〝手足”〟の返り血を浴びていた。当然体力の消耗も著しい。

　が、それでもなお、ひとりの死者も出さずに目的地にたどり着けたということは快挙と言っていい。

　思い出すな、とハンニバルが感慨深げに呟つぶやく。

「……『封印強化遠征』ですか？」

「ああ」

　セシリーも直接知っているわけではないが、過去にも同様の目的で『封印強化遠征』が行われたことがあったという。しかし結果は惨さん憺たんたるもの――遠征に同行していた初代ハウスマンが事故で死に、セシリーの父であるチェスター・キャンベルもまた悪魔契約に失敗して内臓器官を負傷。彼はその後遺症により一年ほど前に他界している。

　遠征そのものは失敗に終わったが、遠征を通してその有効性が再確認されたキャンベル家の魔剣は事後、大陸法委員会の下もとで管理され、対ヴァルバニル戦の切り札として持ち出しを禁じられていた。が、ヴァルバニルの復活を危ぶんだヒューゴーとハンニバルは、独断でキャンベル家の魔剣を贋にせ物ものとすり替え、それを秘密裏に封印強化に使用。遠征によって失ったものは少なくなかったが、その目的に関しては別の形で果たすことが叶かなった――というのが事の顛てん末まつらしい。

　此こ度たびの計画は『封印強化遠征』の失敗を教訓にしている。加えて、セシリーとハンニバルの二名を中心にした陣形や少数精鋭を基本とした編成などが上う手まく機能したようだ。これから負傷者を抱えての帰り道が待っているが、セシリーは元より他ほかの面子メンツにも悲愴感はこれっぽっちも見られない。

　当事者にとっては慰めにしかならないかもしれないが――

「過去の遠征は決して無駄ではなかった、ということでしょうか」

「……そうだな。そうだと、いい」

　そうであったならチェスターも浮かばれる――

　ハンニバルが呑のみ込んだ言葉を、セシリーはそのように深読みした。勝手な想像だが。

「休憩後は予定通りに？」

「うむ、変更はない。警報用の玉たま鋼はがねを設置する」

　最近、有事の際に可及的速やかに市民に情報を伝えることを目的として、軍国出身の学者であるユーイン・ベンジャミンが“〝音声を広域に伝達する”〟祈き祷とう契約を考案した。ハンニバルが今しがた口にした“〝警報用の玉鋼”〟とはこれに改良を加えたものだ。

　封印の補助に異変や不具合が起こったとき、そのことを市内に知らせるという機能。単純だがこれほど役立つものもない。ユーインの発案は恐らく本人が想定していたよりもずっと独立交易都市の治安に貢献していた。

「後は『聖剣』だ。ルークの失明は手痛いが、こればかりはなんとかしなければならん」

　険しい眼まな差ざしをしたハンニバル。ルークは己の目のことを周囲に秘密にしていたが、それはとある一件によって周知の事実になっている。セシリーは拳こぶしを握った。

　――リサ……。

　視力を失ってしまったルークに代わり、今はリサが『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』としての役目を負っている。模造刀レプリカとともに軍国の聖剣師たちも派遣されてきたとのことで、ふたりは彼らと協力して『聖剣』の鍛錬に挑んでいた。

　――信じているぞ。

　もしもできなかったら、などと無駄な妄想はしない。

　ふたりが見事大役を果たす、そのぎりぎりの瞬間まで自分は都市を守り続ける。

　セシリーがそう決意を新たにしたとき、荷台のほうから駆け寄ってくる人物があった。

　銀の短髪に褐色の肌をした、軍服の女――ドリスだ。

　旧帝国の出身でかつてはセシリーと剣を交えた相手でもあるが、現在は縁あって軍国の軍人職に就いている。独立交易都市に逗とう留りゆうしながら一都市一国間の橋渡し役を務め、今回の作戦では軍国側の遠征部隊の代表として参加。彼女も例に漏れず腕や太ふと股ももなどに包帯を巻いていた。

「お疲れさん。そっちの手当ては必要ないか？」

「ああ。私も団長も大きな傷は負っていない」

「それならいいけど……あの最前線でよく無事でいられたな」

　ドリスは感心を通り越して半ば呆あきれ顔で言ってくる。

　セシリーは腰に帯びた刀を掌てのひらで軽く叩たたきつつ、

「ルークの刀があるからな。私はこれがあれば概おおむね問題ない」

「そしてワシは最強だ」

「……ふたりとも冗談で言ってないところが恐ろしいんだよ……」

　何やらぼそぼそと呟つぶやいているがよく聞こえなかった。

　――これがあれば、か。

　自分で口にした言葉に、セシリーは苦い感情を禁じ得なかったのだ。

　ルークから借り受けたこの直刀は、元々はセシリー個人のために鍛錬されたものではない。もちろん優れた得物であることに偽りはないが、あくまで彼とリサが『聖剣』を完成させるまでの代用でしかない。

　それに、己の真の相棒は別にある。

　レイピアの魔剣『アリア』。

　どんな得物よりも手に馴な染じみ、どんな相手だろうと貫くことのできた剣。

　そしてセシリーが膝ひざを屈しそうなとき、頬ほおを叩たたいて立たせてくれた戦友。

　アリアは旧群集列国で傷つき、以後剣の状態で沈黙を続けている。そんな彼女のことを恋しく想おもう一方、彼女がいないという事実に次第に慣れつつある自分に気付いて愕がく然ぜんとすることがある。その度に己の薄情さにほとほと嫌気が差す。

　アリアは自身の異状に気付いている節があった。だから最後の力を振り絞る直前にセシリーに告げていた。『隕いん鉄てつ』というものが彼女を救う手がかりになるかもしれないと。

　隕鉄。

　大昔、旧群集列国に落ちた隕いん石せき群から採取された、特殊な物質のことを言うらしい。セシリーの同僚であり旧群集列国の出身でもあるヒルダ・キャヴェンディッシュによれば、その物質は彼女の祖先の生活に大きな恩恵をもたらすほどの力を秘めていた――が、あくまでもそれは大昔の話で、今の時代に『隕鉄』は残存していないとのことだった。

　正直、雲を掴つかむような話だ。在あり処かも形もわからない、現存しているかどうかも危ぶまれる過去の遺物を、この広い大陸の中から探し出さなければいけないのだ。そもそもそれが本当にアリアを救ってくれるという確証もなく。

　それでもセシリーはやるしかない。だって彼女と会えなくなってからずっと、言葉にならない心許なさが胸につきまとっている。半身が欠けたような頼りなさ。近ごろは都市のことでかかりきりになっているが、本心は今すぐにでも『隕鉄』を探しに行きたかった。

　――待っていてくれ、アリア。

　いつか必ず君を救うから。

「しかしセシリーは大変だな」

「……え？」

　物思いにふけっていた反動か、わずかに反応が遅れる。

　首を傾かしげるこちらに、ドリスはまた呆あきれたように言ってきた。

「忘れてるのかよ。戻ったら市民の質問攻めだぞ」

「…………ああ」

　途端、セシリーは憂ゆう鬱うつになって肩を落とす。彼女の指摘はずばり思い出したくないことだった。

　ハンニバルが陽気に笑う。

「なんだセシリー。嬉うれしくないのか？」

「あ、当たり前です！　あれは本意ではなかったですし、仕事も仕事になりません！」

「市民が皆、応援してくれてるんだぞ。堂々と胸を張れ」

「うう、他ひ人と事ごとだと思って……！」

「団長さんの言う通りだぜ。胸を張れよ」

　ニヤニヤ笑うドリスが皮肉げに口にした。

「何せお前は独立交易都市のヒーローなんだからな」





　一方――

　市内では自衛騎士団の指導の下もと、予定通り移住計画が進められていた。

　持ち出す家財の選別、軍国に到着するまでの食料の確保、それらを運ぶ荷車や馬の用意は当然のこと、独立交易都市に居残る自衛騎士団や軍国兵のために、炊き出しをしてくれる人材もある程度残しておかなければならない。他ほかにも、移住は一度にではなく複数回に分けて行われるので、市民の送り出す順序を調整する必要もある。

　自衛騎士団の団員は軍国から派遣されてきた兵士たちと協力して市内を駆けずり回り、市民への説明と指示、必要な物の調達などを行わなければならない。指示される市民もその準備で大わらわだ。ここ数日の独立交易都市は祭りさながらの騒ぎが続いていた。

　しかし差し当たって目立った問題もなく、計画が着々と進行していることは確かだった。帝政列集国の宣戦布告によって一時は暴動寸前にまで膨れ上がった剣けん呑のんな空気も、今は安定を取り戻しつつある。慌あわただしさはむしろ活気の表れだ。

　その混乱を抑えた、または市民の気を逸そらすことに一役買ったものがある。

　それはある一組の男女にまつわるゴシップ――

「あらヘイゼルちゃん。今日はあの人はお休みなのかい？」

「ハイ。セシリーさんは他の任務に出てるんですよー」

「それは残念ねぇ……いろいろお話を伺ってみたかったのに」

　ごめんねおばちゃん、とヘイゼルは声をかけてきた婦人に苦笑いで詫わびる。

「よぉヒルダ。今日はキャンベルさんは一緒じゃないのか？」

「別件の仕事だ」

「そりゃ残念。なぁ、あのふたりは今どんな感じなんだ？　同僚なら知ってるだろ？」

　知らん、とヒルダは気安く話しかけてきた男を邪険に追い払う。

　そうしているうちにも引っ切りなしに人は寄ってくる。辟へき易えきしたふたりはそそくさと路地裏に退避。物陰に身を潜ひそめ、他に人がいないことを確認してからため息をついた。

「まったく……こうも毎日邪魔をされては敵かなわないぞ」

　ヒルダは建物の壁にもたれかかりながら愚ぐ痴ちっぽく漏らす。

　ヘイゼル・キンバリーとヒルダ・キャヴェンディッシュはともに三番街自衛騎士団の新米団員である。ヘイゼルはにきびの目立つ、まだ歳とし若い少女騎士。上背の高さや健康的な短髪、利発そうな容よう貌ぼうなどから少年と間違えられやすい。ヒルダは黒目黒髪の女騎士で、元は旧群集列国出身の奴隷戦士という経歴の持ち主だ。

　自衛騎士団の職務において、ヘイゼル、ヒルダ、そしてセシリーは三人一組で行動することが多い。しかし今日はセシリーがブレア火山への出張のため、残ったヘイゼルとヒルダは彼女抜きで各家庭への訪問を兼ねた市内巡回の最中――だったのだが、人々はふたりを見かけたそばから質問攻めにしてくるので仕事が捗はかどらない。今日だけに限った話ではなく、セシリーの求婚が市内全域に公開されてから一事が万事このような調子だった。

　セシリーは以前、帝政列集国の襲撃事件の際に活躍したことで、市民の間でも知名度を上げつつあった女騎士だ。そのような時の人が、生死のかかった戦いを前にして熱烈なプロポーズを想おもい人にかましたのである。格好の話の種だ。難事が相次いでいる今だからこそ、女騎士と刀鍛冶ブラツクスミスのゴシップは強く人々の心を掴つかみ、陰気に落ち込んでいた気持ちを少なからず勇気づける方向に導いたらしかった。

　物陰から通りのほうを窺うかがいつつ、ヘイゼルが言った。

「今、女性から男性への逆プロポーズが流は行やっているらしいよ」

「あれを聞いて？　この都市の人間は酔狂な連中だな……」

　前々からくっつきそうでくっつかないふたりの微妙な関係を知っているヒルダとしては、ようやくかという感慨しか浮かばない。よりにもよってその求婚が市内中に響き渡ったときは笑いもしたが。

　市長のヒューゴー・ハウスマンなどは、市民の気持ちを前向きにさせたこのゴシップを大いに歓迎しているらしく、「市民からあのふたりのことを訊きかれたらできるだけ答えてあげてください」と積極的に情報を広めるよう団員たちに伝えている。調子のいい男だ。

「でも私はみんなの気持ちわかるなー。だってあのプロポーズ、すっごくカッコよかったもん。さすがセシリー様、惚ほれ直しました！」

「……まあ、アイツらしい求婚だとは思ったが」

　ともあれここで話していても埒らちが明かない。

　仕事に戻るぞ、とヒルダが相棒を促したとき。

「あ！　おねえちゃんだ！」

　と、路地裏の奥から甲かん高だかい声。ヒルダは誰だれかしらがまたセシリーのことを訊きに来たのかと思ってついつい眉み間けんに皺しわを寄せたが、振り返った先にいたのは見知った顔だった。

「何だ、お前たちか」

　こちらに駆け寄ってきたのはふたりの子どもたち。

「こんにちは！」と赤髪の女の子が元気に挨あい拶さつしてきた。

「……こんちは」と黒髪の男の子が控え目に頭を下げてきた。

　彼らとはごく最近、とある強盗事件で知り合った仲である。それぞれセシリーとルークをそのまま小さくしたような子どもたちで、瓜うり二つと言ってもいいくらいに容姿が似ているが、キャンベル家やエインズワース家と係わりのない、まったくの赤の他人とのこと。

「こんにちは！　久しぶりだねぇ！」

「うん、おねえさんも！」

　ヘイゼルと女の子が手を取り合うのを横目に、ヒルダは男の子に訊たずねた。

「デートか？」

「ちッ、ちげーよ！　そんなんじゃねーよお遣いだよ！」

　彼は真まっ赤かになって言い返してくる。いちいち反応が愛いガキだ。

「そっちこそサボりかよ」

「休憩中だ。今すぐにでも仕事に戻るさ。行くぞヘイゼル」

「……もー、ヒルダはせっかちだなぁ」

　ごめんね、じゃあね、とヘイゼルは小さな手を離す。名残惜しそうにしつつも無理に引き留めようとはしなかった女の子とは反対に、男の子が慌あわてたように前に出た。

「ま、待ってくれ！」

「ん？」

　三人が一斉に彼を見やる。

　男の子は一度口ごもった後、その躊ちゆう躇ちよを振り切るように大きく頭を下げた。

「街のこと、よろしくお願いします！」

　目を瞬しばたたくこちらに、彼は続ける。

「俺おれたちは力がないから一緒に戦うことができないけど……でも、信じてる。あんたらは絶対にこの街を守ってくれるって。俺の家を守ってくれたみたいに。だから――」

　ぼうっと見ていた女の子ははっと気付いたように彼の横に並び、一緒に頭を下げた。

「よろしくおねがいします！」

　――柄ではないな。

　ヒルダは苦笑する。不覚にも胸に来てしまった。

　ヘイゼルも目をわずかに潤ませている――どころか洟はなを垂らしていた。

「うん！　絶対に君たちがちゃんと帰って来れるように頑張るから！」

　少し前のヒルダなら、安請け合いをするなとヘイゼルを諌いさめていたかもしれない。でも今は違う。保証のない、勝算の少ないはずの将来に対して純粋な気持ちで“〝絶対”〟を誓うことができる。そうしたいと思うことができる。

　そんな心境を率直に明かすほど愛想のいい性格をしていなかったから、簡潔に告げた。

「留守は任せろ」

　子どもたちは顔を上げ、頷うなずいた。ヘイゼルと女の子はえへへと笑い合い、ヒルダと男の子はふっと笑い合う。何ど処こか気恥ずかしい空気。

　あれ、と女の子が声をあげた。きょろきょろと路地裏を見回して訊ねてくる。

「メイナシさんはいないの？」

　メイナシさん――クリスナイフの魔剣、通称『銘めい無なし』のことだ。

　セシリーやヒルダたちが以前、誘拐されたアリアを救いに旧群集列国に赴いた際に保護した女である。彼女は最初こそ己の正体を隠していたが、火山洞どう窟くつの一件を経へて自身が帝政列集国に所有されていた魔剣であることを明かすに至った。

　以後、銘めい無なしが独立交易都市の傘下に加わったかというとそうではなかった。帝政列集国を離れたのは何な故ぜなのか、何が目的で独立交易都市に滞在しているのか、といった疑問すら捨て置いたまま、彼女は自身の監視役であるヒルダを連れ回して都市のあちこちを観光するようになったのだ。協力的な姿勢らしい姿勢をまったく見せず、傍はた目めには自由気ままな生活を送っているだけである。

　人の姿を兼ねた魔剣たちは、自律した精神を持つ。つまり銘無しが自らの意志で協力しなければ他者が彼女の力を引き出すことはできない。故ゆえに銘無しがその真意を明らかにしない限り、都市としては様子見という形で彼女の身柄を保護するしかなかった。言わずもがな魔剣は貴重な戦力であり、放ほうっておくわけにもいかない。

　ヒルダは団長のハンニバルから銘無しの監視役兼世話係を命じられており、銘無しとは寮の同室で共同生活をしている。できるだけ同じ時間を過ごすように命じられているので、非番の間も勤務中も彼女には任意で同行してもらっていたのだが。

「銘無しなら今日は公務役所だ。こっちは移住計画の準備で忙しいんだ、いい加減個人の我がままに付き合っているゆとりもない。あいつのことは他ほかの奴やつに任せたよ」

　嘆たん息そくしたヒルダは、憐あわれみを込めて独りごちた。

「今ごろはさぞかし手を焼いていることだろうな……あの事務員」





　ヒルダの予想は的中していた。

「パティ・ボルドウィン。あなたには愛する人間がいますか？」

「へっ!?」

　唐突に投げかけられた質問に、パティは思わず間の抜けた声をあげてしまった。

　パティ・ボルドウィンは栗くり色いろの髪に分厚い眼鏡をかけた、小柄な女性である。非戦闘職の都市公務員で、有事の際には祈き祷とう契約による治ち癒ゆ業務も行っている。

　移住計画の準備が始まってからほとんどの事務員が詰所に泊まり込み、寸暇を惜しんで働いていた。何せこの計画は向こうに着いてしまえばそれで終わりというわけではない。移住先に建設された仮住まいへの各家庭の振り分け、軍国における食料事情や法規則の理解、職の斡あつ旋せんなど、事前に検討かつ対処しておかなければいけないことが山とある。

　現状、公務役所に勤める事務員に定時という概念はない。不測の事態に備えて公務役所は一日中開放されていたから、助けを求める声や新たな情報が切れ目なくやって来る。誰だれかしらが受付に控えていなければならなかったし、そうでなくても仕事は尽きない。

　パティも例によって書類の山に忙殺されていたのだが、自衛騎士団のヒルダ・キャヴェンディッシュから銘めい無なしという女性を預けられたのはそんなときだった。

『特に相手をする必要はないんだ。そばに置いておくだけでいいから』

　そう頼まれてつい引き受けてしまったが、やはり他人の世話を焼いている余裕などなかった。銘無し本人も別段気にした様子もなく、そばの椅い子すに腰かけて大人しくしてくれていたのでほっとしていた――ところに先の質問が繰り出されたのである。

「あなたに愛する人間はいますか？　パティ・ボルドウィン」

「ど、どどど、どうかしら」

　言いよどむこちらを、銘無しはじっと見つめてくる。

　パティの彼女に対する第一印象は――“〝人形のような女”〟。

　目鼻立ちが左右対称に整いすぎた顔面、作り物のように感情の希薄な瞳ひとみ、くすんだ白の長髪に青白い肌。彼女の容姿を作るパーツのひとつひとつに、およそ人の温ぬくもりというものが感じられない。銘無しは同居人のヒルダから借りたらしい衣服を着ていたが、着古されたその服のほうがよほど生きた匂においとやらを感じ取れた。

　無論、パティは彼女の正体が魔剣であることを知らされている。しかしなまじアリアという、人間のそれと遜そん色しよくない、豊かな感情を持った前例があるから、銘無しのような異質な魔剣と向かい合うと戸惑いが先立ってしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      「いないのですか？」

「あ、えっと……」

　率直に言えば、いる。いるのだが……。パティは横目で詰所の様子を窺うかがう。

　同僚たちは相変わらず忙しく作業を続けている。まるで銘めい無なしの言葉がこれっぽっちも聞こえなかったみたいに振る舞っているが、しかしパティにはわかる。彼らが皆、全神経を傾けて聞き耳を立てているだろうことが。

「な、なんでそんなことを？」

「セシリー・キャンベルの求婚を聞いて思うところがありました」

「セシリーの？」

「肯定します。人が人を愛するとはどういうことなのか、理解してみたいのです」

　意外な告白にパティは目を瞬しばたたいた。

「どうして」

　理由はわかりません、と銘無しは微動だにせず答えた。

「ただ、理解したいのです」

「…………」

　ただ理解したい。その一言にパティは真っ先に思う。

　――それはあなたが誰だれかを愛したいと思っているからじゃないの？

「故ゆえに参考にさせてください。あなたは愛する人間がいますか？」

「えっ」

　話が戻った。どうやら彼女が真面目まじめに訊たずねていることがわかり、はぐらかすのも忍びない。しかしパティはどうしても言いあぐねてしまう。だって心なしか同僚たちの立ち位置が先ほどよりも自分の席に接近しているような気がするのだ。

　答えはある。実は喉のど許もとまで出かかっているけれど――

　――こ、こんなところで言えるわけないじゃない！

「あ、あの、後でふたりきりになったときに……ね？」

「忙しいところ申し訳ない」

　そのとき詰所の受付にひとりの男が現れた。

　精せい悍かんな顔つきに筋肉の引き締まった体たい躯く、日に焼けた肌。独立交易都市公務員三番街自衛騎士団の副団長にしてハンニバル・クエイサーの片腕、レジナルド・ドラモンドだ。

　何を隠そう、パティの喉許まで出かかっていた名前の男である。

「パティ。この書類なんだが――」

「レジナルド!?　なんで今このタイミングなの!?」

「な、何だ？　駄目なのか？」

「否定します。問題ありません。参考例は多ければ多いほどいい」

　パティと同様の質問を投げかけられた誇り高き副団長殿は、迷わず回れ右をした。
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　そうして蜂はちの巣を突つついたような日々はあっという間に過ぎる。“〝封印再強化”〟が実行されてから十日も経過するころには、独立交易都市の全域を巻き込んでいた喧けん騒そうはかなりの落ち着きを取り戻していた。

　それもそのはず――つい先日、移住計画の第一陣が出しゆつ立たつしたばかりだった。

　移動の手段は徒歩による。軍国の兵士たちによる誘導と護衛の下もと、人々は蛇のように長い行列を作る。ある者は家族や仲間内で手分けして家財や食料を背負い、またある者はそれらを荷車で運びながら、第一陣の彼らは一路南を目指して出発していった。

　一方、人が減った分だけ市内には活気がなくなり、うら寂しさが漂い始めていた。第二陣以降の順番待ちで残った人々は、互いの心細さを紛まぎらわすため、用はなくても一定の箇所に集まる傾向があったので、閑古鳥の鳴く街角が其そ処こ彼処かしこに散見された。

　特に人が集まりやすかったのは独立交易都市の中心部。

　三番街を十字に走る二本の大通りにはまだ少なくない賑にぎわいがある。

　そこにその日、リサは買い出しに訪れていた。

　時間帯は昼過ぎだが、やはり開いている店よりも閉まっている店のほうが多く、開いていたとしても大方が暇ひま潰つぶしのようなそればかりで取り扱っている商品の数自体が少ない。

　しかし店の者のほとんどはリサの姿を認めると、奥から棚に並べていない商品を引っ張り出してきた。ルークの存在が『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』として人々に知られたことで、弟子のリサもまたその一員として認識されていたから、彼らはそれこそ独立交易都市の未来を託すように商品を無料で提供しようとする。

「応援してるから」「頑張っておくれ」「これも持っていってよ」

　その度にリサは恐縮し、何度も頭を下げるのだった。

「あっ、ありがとうございます！　でもその、どうかお金は受け取ってください。こちらこそこんなときにお店を開いてくれてすごく助かってるんですから――」

　どうにかこうにか代金を受け取ってもらって店を後にする。購入した日用品を背はい嚢のうに仕舞い、次の店へと向かいながらため息をついた。この後もこうしたやり取りを繰り返すのかもしれないと思うと、ちょっぴり気疲れしてしまう。

　――もちろんお気持ちは大変ありがたいのですが。

　でも自分たちだけが甘えるわけにはいきません、とリサは思う。だって頑張っているのはみんな一緒なのだ。市民も自衛騎士団もルークも等しくこの逆境と戦っていて、だから特定の誰だれかが贔ひい屓きされるというのはあまりいいことではない。

「……あ。そういえば小麦粉が減っていたはずです」

　工房アトリエ『リーザ』の食料事情を思い出し、足をそちらに向ける。帰ったらまた鍛か冶じ作業が待っているのであまり長居もしていられない――と思ったのだが。

　はたと立ち止まる。

「…………」

　実はこの大通りに入ってからずっと、気になっていたことがある。

　移住計画以前のような、溢あふれんばかりの人込みの中だったならば気付けなかったかもしれない。まさかと思ってなるべく気にしないふりをしていたけれど。

　――ひょっとしなくても私、付けられてませんか？

　リサは肩越しに後方を見やる。

　通りのど真ん中に、そいつはいた。

　ひどく目立つ女である。歳としは多く見積もっても三十代前半ほどか。黒々とした蓬ほう髪はつは野性味が強く、その眼光は獲物を狙ねらうようにぎらぎらとしている。筋骨隆々とした大柄の体たい躯くを包んでいるのは、独立交易都市では見られない種類の、純白の法ほう衣い。格好からして市外の人間だろう。一見、男と見み紛まごうような巨体だが、彼女が女性だとわかったのはゆったりとした法衣の下からでも明らかなほど大きな膨らみが胸にあったからだ。

　女は太い腕をがっちりと組み、大おお股またを開いて堂々と通りの中央に立っている。

　そして鋭い眼まな差ざしで、どう考えてもこちらをまじまじと見つめていた。

　視線を感じたのは大通りに入ってからだ。最初は気のせいかと思ったが、店で買い物を終えて外へ出ると必ず彼女の視線が自分を出迎える。何ど処こか威圧的な風体がとても近寄りがたい空気を放っていたけれど、いよいよ無視できない。

　リサは恐る恐る彼女のほうへと近寄り、訊たずねた。

「あのぅ……勘違いだったら申し訳ないんですけど……私に何か御用ですか？」

　大女は高い位置からこちらを見下ろし、ぴくりと片かた眉まゆを上げる。

　おもむろに口を開いて腹に響くような低い声を発した。

「用はないが、お前がとても気になった」

「はぁ……」

　気になった？　リサは小首を傾かしげる。

　このごろの自分は、日中は軍国の聖剣師たちとともに鍛冶に勤いそしみ、夜は彼らと聖剣を完成させるために何が必要かなどを話し合って過ごしている。ついつい身体からだを清めるのも忘れて作業や議論に没頭することがあるから、ひょっとしてほんの少し臭ってしまったりしたんだろうか。ちょっと自分で腋の下を嗅かいでみたりする。

「ええと、気になったっていうのは……どの辺りがでしょうか？」

「お前の身体が」

　――やっぱり臭うんですか!?

「娘。お前に聞きたいのだが」

「あ、はい」

「ここは何ど処こだ」

「え」

　女は見たところ市外の人間なので、なるほど迷子になっていたのかもしれない。このような危うい時期に独立交易都市を訪れたということに、多少引っかかりを覚えなくもなかったが。

「ここは三番街の大通りです。何処か行きたいところが？　良ければ案内しますよ」

「……問いを改めよう。この街は何だ？」

　質問の意味がわからず、リサは困惑した。

「何、とは……？」

「初めて見る。この景色、物、人間」

　女は大通りの街並みをぐるりと見回し、ある方角で視線を止める。

　そちらには都市の北側――灰はい被かぶりの森のさらに向こうに鎮座する、ブレア火山がある。

　火山は今なお噴煙を上げていた。吐き出される灰は火山の尾根を覆おおい隠すだけでは足らず都市の上空にまで及んでいたため、市内は日中にもかかわらず薄暗い天候が続いている。以前はせいぜいが森の上空までだった火山灰の雲が、地震の以後にその規模を広げたのだ。あたかも現在の大陸情勢の不穏さを象徴するように。

「変わらないのはあの山だけだ」

　女はそう呟つぶやき、懐かしむように目を細める。

　恐らく――

　彼女はかなり昔にこの土地に住んでいたことがあり、その頃ころと比べてずいぶんと様変わりした市内の様子に驚いてしまった……と考えるのが妥当なところなのだろう。その見立てはたぶん間違っていない。

　――でもそれだけじゃない。

　リサは予感した。誤魔化しようのない異質さを女から感じたのだ。

「特にお前のようなモノは珍しい。いくつ混ざっている？　一、二、三、四……五？　奇妙な気配を感じてつい後を追ってしまったが……中身に反して姿形は変哲もないな」

　彼女がおもむろに口にした内容で、予感は確信に変わる。

　この女は普通でない。

　リサはルークの幼おさな馴な染じみの少女、リーザ・オークウッドの悪魔契約によって生み出された悪魔であり、そしてその肉体は複数のモノから成っている。

　供物となる“〝リーザの肉”〟と、それを食らった“〝霊体”〟。

　契約の際に彼女が手にしていた、ルーク・エインズワースの処女作たる“〝刀の残ざん骸がい”〟。

　その刃やいばに付着していた“〝ヴァルバニルの血”〟。

　そしてまったくの事故で巻き込まれた“〝ルークの左眼球”〟――

　これらの内訳まではわからないまでも、少しばかり自分の外見を見ただけで“〝いくつなのか”〟を看破した相手は初めてだった。リサは固かた唾ずを呑のんで問う。

「お……お名前を伺ってもよろしいでしょうか」

「銘は忘れた」

　銘、と表現したということは。

「もしかしてあなたは……魔剣さんなのですか？」

　自分で口にした瞬間、違う、と思った。たとえ相手の正体が魔剣だったとしても、果たしてこちらの身体からだについて見抜くことなどできるのだろうか？

　今まで何本もの魔剣と出会ってきたが、少なくとも彼女らから“〝混ざっている”〟ことについて言及されたことは一度もなかった。銘めい無なしは同じ魔剣の気配を探ることができると聞くが、しかしリサは悪魔であって魔剣ではない。見抜けるとするならば、それとは別の、例えば魔剣よりももっと強力な存在だったりでないと。

　――いやいや、そんな馬ば鹿かな。

　リサは自分で自分の思考に苦笑してしまう。魔剣よりも強力な存在。そんなモノが本当にあったとして、まさかこんなところを普通に歩いているはずが――



    

  
    
      



    

  
    
      「魔剣ではない。しかしそれに類するモノではある」

　女は勿もつ体たいぶりもせず、しれっと述べた。

「手前は聖剣だ」

　厳いかめしい容よう貌ぼうのせいか不機嫌ともつかない表情。しかし淡々とした口調からして、これが彼女の素の顔なのだろう。

　ぽかんと口を開けて立ち尽くすリサをよそに、女はブレア火山の方角を指差す。

「今朝、あそこから下りてきた」



　　　３



　口約束ではあるが、セシリーは確かにルークと婚約を結んだ。証人は独立交易都市の全市民。そのせいで街を歩けばあらゆる人から祝福の声をかけられるが、とにかく結婚は約束された。リサにも言われたように自分たちはこれから夫婦になる。……なるのだけど、だからといってセシリーは具体的に彼との接し方を改めるつもりはなかった。

　周りの人間はやれ式だ、やれ指輪だ、やれ同居だと騒ぎ立てているが――

「全部断っているからな」

「……お前の徹底ぶりには感心する」

　言葉とは裏腹に、ルークの表情は露つゆほども感心していない。何ど処こか呆あきれた様子。

「皆が祝ってくれるのは嬉うれしいが、今はやるべきことを脇わき目めも振らずにやるべきだ。呑のん気きに祝い事をしている場合ではない」

「あの求婚は？」

「あ、あれは……必要だったんだ。覚悟するために」

「何を？」

「逃げないことと、前に進むこと」

　そしてあなたの力になること――これは胸のうちにとどめておく。

「あなたが私を受け入れてくれたことだけで、十分に前に進めた。だから形式上のことは何も要らないさ。少なくとも今はな」

「……俺おれも」

「え？」

「俺も、進めたように思う。お前のおかげで」

　不意打ちに胸が詰まる。セシリーは「うん」と、か細く答えるのが精一杯だった。

　もう我慢しない、という宣言通り、あれからルークは折に触れて素直な気持ちを語ってくれるようになった。その度にこちらは平静でいられなくなる。いつまでも慣れない。その“〝いつまでも慣れない”〟という感覚が妙に心地好い。

「まあ、お前が今まで通りにやりたいというのはわかった。浮かれている場合じゃないのは本当だしな。……だが、これは今まで通りじゃないと思うが」

　これ、とルークが示したのは、自分たちをつなぐもの。

　つないだ手と手。

　セシリーは耳まで赤くなって弁解した。

「だ、だってこうしないと上う手まく誘導できないからッ……意地悪を言わないでくれ！」

　落ち着けよ、とルークがおかしそうに笑う。この関係を築いて最初に実感したことは、彼には存外に子どもっぽいところがあるということ。少し前までの関係ではあまり見られなかった一面だ。

　セシリーは目の見えないルークの手を引いて、ある場所を目指していた。

　先の求婚で自分たちはずいぶんと有名になってしまったから、なるべく人と鉢はち合あわせしないような道――人通りの少ない小路やすでに移住が済んでいる区画を選んだ。多少遠回りになるが、他ほかの道を歩いて下へ手たに注目を集めるよりかはこちらのほうが早く着くことができるだろう。

　移住計画の第一陣が出しゆつ立たつしたことで自衛騎士団の仕事にも多少の余裕が生まれている。この日は昼過ぎの時間帯に少し長めの休憩をもらっており、セシリーが自衛騎士団の制服を着ているのはそのためだ。ルークのほうはリサが買い出しに出かけるということで鍛か冶じ作業を一時中断中。

　折よく互いの時間が空いたので、前々から約束していた目的を果たすため、こうして一緒に連れ立っている。いつかのようにふたりで、でもそのときとは違って手をつないで。

　セシリーは懐かしむように言った。

「去年の夏くらいだったか。こうして歩いたな……同じ場所に向かって」

「ああ」

「あのとき、私はあなたから大陸の真実を聞かされた」

「驚いたか」

　驚いたなんてものじゃなかったよ、と苦笑し、

「身体からだの調子は？　視力以外にも影響が出ているんだろう？」

「日常生活を送る分には問題はない。体力は落ちたが」

「鍛冶のほうは今どのような感じなんだ？」

「とりあえず軍国の聖剣師たちにはリサの呼吸を覚えてもらうよう、何本も試し打ちをさせている。監督はリサだからな、あいつの思い描く得物が再現できなければ話にならない。俺おれはもっぱらアドバイス役さ」

「……そうか」

　それで、肝心の聖剣はいつできるんだ？――

　思わないではなかったが訊きかなかった。そのためにルークやリサ、軍国の聖剣師たちが人事を尽くしている。自分は信じて待ち、そしてこの都市を守るのみ。

　ルークを誘導するような歩き方なのでずいぶんとゆったりとした道程だった。思い出したようにぽつりぽつりと言葉を交わし、時々沈黙する。肩かた肘ひじを張る必要のない、緩やかな時間。セシリーとルークは少しずつ歩を進め、やがてそこに足を踏み入れた。

　なだらかに傾斜する丘。この緩やかな勾こう配ばいを下った先に無数の墓標が並んでいる。市街地や居住区から外れた、都市の中でも端のほうに位置する六番街の共同墓地だ。

　道すがら摘んできた白い花――あいにく花屋はやっていなかった――を手に、セシリーとルークは三つの墓に参った。

『Chester Cambell』

『Basil Ainsworth』

『Lisa Oakwood』

　それぞれの墓標を掃除して花を飾ってから、セシリーはまず最初に自分の父親であるチェスター・キャンベルの墓前に立って語りかけた。いつもそうするように己を育ててくれたことへの感謝と、ひとりの偉大な騎士に対する敬意を込めながら。

「父上。私は結婚することになりました」

　祝い事も指輪も不要。だけどこれだけはどうしても済ませておきたかった。ルークに話すと彼もそのつもりでいたらしく、すぐに賛同してくれた。だからこの墓参は前々からふたりで計画していたことだったのだ。

「母上からおふたりの馴なれ初そめを聞きました。その……負けたくない、と思いました。父上と母上に負けないような夫婦になりたい、いえ、なります。だからどうか見守っていてください」

　ルークは横で黙ってこちらの話に耳を傾けている。セシリーは独り言に近いものを口にしているという照れ臭さが多少あったけれど、彼があくまで手を離さないでいてくれたおかげか不思議とつっかえることなく喋しやべることができた。

　父親への報告を終えると、今度はルークの父親であるバジル・エインズワースの墓へ。

「初めまして、でよろしいでしょうか。去年はろくに挨あい拶さつもできませんでしたから。私はセシリー・キャンベルと申します――」

　簡単な自己紹介と結婚の報告をし、そして結びに述べる。

「ルークのことは私とリサに任せてください」

　隣でふっと笑う気配。

「お前だけじゃないのか？」

「もちろん。今やリサなくしてエインズワース家は成り立たないだろう？」

「まったくその通りだな……言葉もない」

　最後はリーザ・オークウッドの墓標だ。

　幼おさな馴な染じみであるルークを守り、命を落とした女性。彼女の墓前に立った瞬間、セシリーはたくさんの想おもいが込み上げたけれど、しぼり出せたのはたった二言だった。

「御免。幸せにする」

　赦ゆるしてくれ、とは口が裂けても言わない。

　あなたが好きな人を奪ってしまう女を、赦す必要なんてない。

　――でも必ず幸せにするよ。

　決意を示すようにつないだ手をぎゅっと握る。ルークは同じ強さで握り返してくれた。

「……終わったか？」

「うん。私のほうは」

「じゃあ、帰るか」

「えっ？　あなたはもういいのか？」

　ルークはこちらのように声に出して語りかけるような真ま似ねはせず、いずれの墓標を前にしても終始黙ったままだった。墓参の仕方は人それぞれだとは思うが、それにしてもあっさりとしたものだ。

「前にリサにも言ったが、顔を見せるだけで十分だろう？」



    

  
    
      



    

  
    
      　それに、と柔らかい笑みで続ける。

「伝えたいことはお前が全部言ってくれた」

　――卑ひ怯きようだ。

　そのような優しい顔で言われたら何も言い返せない。もちろん彼が横着しているわけでなく本心から言っていることはわかったから、セシリーもそれ以上口を挟まなかった。

「うん。なら、戻ろう」

　促した瞬間、セシリーは少しよろめいた。

「ん？　――」

　足許を襲ったのは微弱な揺れ。それが何なのか瞬時に察したセシリーとルークは、申し合わせたように互いの肩を支え合い、その場にしゃがみ込んだ。

　にわかに本格的な地震が始まった。大地は一個の生命体が身震いをするように盛んに揺れ動き、共同墓地の景色をぐにゃぐにゃと歪ゆがませる。大地の軋きしむ音が激しく鳴り響き、奇妙な浮遊感が地上のセシリーたちを襲う。縦に横に身体からだの自由が持っていかれそうになるのを、セシリーたちは膝ひざをついて身体を密着させることで辛抱強く耐え凌しのいだ。

　地面はなおも揺動を続ける。

　が、セシリーの内面は慌あわてることなく据わっていた。

　――うろたえることはない。

　実のところ、先の火山洞どう窟くつでの一件以後も地震めいたものは何度も起こっていた。初めこそ地震の度に右往左往していたが、今は慣れたもので落ち着いて対処できるようになっていた。これはセシリーに限らず独立交易都市の市民全員に言える話だ。度重なる天災や逆境は人々を苦しめた半面、逞たくましくもしていたのだ。

　どれだけの時間が経過しただろうか。震動は徐々に静まっていき、やがては完全に終息した。それでもまだ足許が揺れているような感覚は身体に残っている。セシリーとルークは手を貸し合いながら立ち上がった。

　――慣れたことには慣れたのだが。

「今回のはいつもより大きな揺れだったな……」

「時間も長かったように感じた。お前は無事か？」

「うん、あなたのほうも。墓は――」

　とセシリーは墓地を見回す。ところどころ地面の割れている箇所が窺うかがえたが、墓標を壊すまでの被害はない。チェスター、バジル、リーザのそれも無事だ。

「大丈夫だ。大きい地震だったがいつも通り何でもな……い？」

　眉まゆをひそめ、ある方角に目を凝らす。

「……セシリー？　どうした。何かあったのか」

「いや、何か……変で」

　セシリーが目を留めたのは遠い彼方。

　六番街に位置する共同墓地から七番街の方角を望むと、農地の背景に火山灰を被かぶった広大な森が見える。その灰はい被かぶりの森を麓ふもとに置いてそびえ立っているのは、今しがたの地震の主因でもあるブレア火山。

　火山には草木や花といった植物がまったく存在しない。火山灰によって覆おおわれた頭頂部を除き、剥むき出だしになった側面――その裸の山肌は遠方からも望むことができる。

　だからこそセシリーははっきりと目撃できた。山肌の表面に、斑はん点てんのような赤い穴がいくつも生まれているのを。それはついさっきまではなかったはずの穴。

　理解はゆっくりと、恐怖を伴って満ちた。セシリーは愕がく然ぜんと呟つぶやく。

「…………大変だ」

「え？」

「大変だルーク――」

　こちらが見ているそばから、穴は何やら赤と黄に照り返す液体らしきものを吐き出し始めていた。時は夕刻に近く、そうでなくても火山の真上は灰の雲が日を遮っている。薄暗い視界の中、その液体の放つ眩まばゆい色は実によく目立った。

　目を疑うような出来事が今、あそこで起こっている。

「火山が噴火している！」

　ルークが息を呑のんだ。

　が。

「セシリー、行くぞ！」

　彼の切り替えは早かった。実際の光景が見えない分、セシリーよりも受けた衝撃が少なかったのかもしれない。動揺によって時間を消費することよりも行動することを選んだ。

　セシリーもはっと硬直から脱し、掌てのひらで己の頬ほおを数度叩たたいて活を入れる。そして。

「ルーク！　失礼するぞ！」

「えっ、おい？　――」

　婚約者の身体からだを背負い上げ、脇わき目めも振らず駆け出した。



　　　４



　一口に“〝噴火”〟と称しても、ブレア火山のそれは火口から岩漿マグマを猛烈に噴き上げるという爆発的なものではなく、もっと小規模な、地震の影響によって内部の溶岩が地表に流出するというものだった。

　無論、脅威であることに変わりはない。赤と黄の混じった、眩いほどの輝きを発する溶岩流――炎々と燃える液体はゆっくりと山肌を滑り落ち、刻一刻と灰被りの森や人里に迫りつつある。

　市長のヒューゴー・ハウスマンはただちに祈き祷とう契約を介し、市民に緊急事態を勧告。

　自衛騎士団の団員と非戦闘職の事務員、軍国の兵士たちは協力して火山の反対側――内陸側の正門よりさらに外に市民の避難誘導を始める。その中にはヒルダやヘイゼル、レジナルド、パティ、ドリスなどの姿もあった。

　相次ぐ地震によって天災というものに慣れつつあった市民もまた、無用な混乱に陥ることなく彼らの指示に従った。

　唯一、ある一組を除いて。





「工房アトリエのほうに向かってもらえないか。リサが帰っているかもしれない」

　と背中のルークに頼まれ、セシリーは工房『リーザ』へとひた走った。途中、折よく避難してきた聖剣師たちと鉢はち合あわせしたので、これ幸いと彼らにルークのことを頼んだ。

「すまないルーク。ここからは別行動だ」

「お前は？」

「私は行くところがある」

　短く告げ、セシリーは単身で灰はい被かぶりの森がある方角に駆ける。

　すると予想通り、森の手前で自衛騎士団の面子メンツと合流することができた。

「団長ッ」

「！　セシリーか」

　一同を率いているのはハンニバルと二番街の団長であるスタンレイ・ゴールドバーグだった。彼らは全員、火山灰から目を守るため専用のゴーグルを着用し、口くち許もとと首周りを長布で覆おおっていた。腰の帯に吊つっているのは『霊体酔い』防止用の玉たま鋼はがね。

　これから森の中に分け入り、火山へと向かうつもりなのだ。

「私も行きます！」

　頷うなずいたハンニバルは、セシリーに自分たちと同様の装備を渡すよう、他ほかの団員に命じた。

　灰被りの森はその名の通り、全体に火山灰を被った森林だ。草木は灰により表面を覆い尽くされ、少しの日差しすら浴びることもままならない。本来の生命ならば当の昔に枯れていてもおかしくないのだが――灰の中に多量に含まれる霊体が主要な養分の代用を果たしているため、死の気配を漂わせつつも豊富に生おい茂しげっていた。高濃度の霊体の影響か他では見られないような植物も混生している。

　一年を通し、どの季節であっても決して景観が変わらない、時間の止まった森。セシリーたちは剣や祈祷契約の刃やいばで道を切り開きながら真まっ直すぐに突き進んでいく。気が急せいているせいか皆、枝を切り捨てる動作が雑で、草を踏み歩く足も何ど処こか荒っぽい。

「ワシらの目的は火山周辺にいるタタラ職人の避難と、可能ならば溶岩を止めること」

　前進しつつハンニバルが確認した内容に、一同の緊張はさらに高まった。

　ブレア火山の麓ふもとには複数のタタラ工房が棟を構え、専門の職人たちが独立交易都市に卸す玉たま鋼はがねを精製している。彼らは限界まで都市に残る意を示しており、移住の順序も最後に割り振られていた。故ゆえに今、火山周辺には少なくない数の職人たちが残っている。

　ただし火山に関しては普段そこで暮らしている彼らのほうが精通しているだろう。よほどのことがなければ、こちらが手を貸さずとも自力で逃げおおせてくれるに違いない。もちろん捨て置きはしないが。

　肝心の問題は“〝溶岩流”〟だ。

「この灰はい被かぶりの森の木々が壁になり、ある程度流れを食い止めてくれるだろう。……が、それもあくまで時間稼ぎに過ぎない。せいぜい避難するまでの猶ゆう予よを作るのが限界だ。そもそも初代ハウスマンによればこの地域は高濃度の霊体によって力の巡りが安定していて、地震はおろか噴火も起こらないとのことだった。事実何十年も大きな天災は起こらなかったし、だからこそ火山の近辺になぞ都市を造ることができたんだが――最近はこの調子で何もかもが後手後手だ。奴やつの研究も肝心なところで当てにならん」

　愚ぐ痴ちになりかけていたことに気付いたのか、とにかく、とハンニバルは話を戻す。

「放置していれば溶岩は森を完全に呑のみ込み、やがては都市に到達する」

　その後は推して知るべし。語るまでもない。

　セシリーは訊たずねた。

「ではどうするのですか？」

「そこでワシらの出番じゃ」

　と言ったのはスタンレイである。

　鼻が高く白髪を生やし、面長の初老の小男。高齢ながら二番街の自衛騎士団の団長を務め、武器による対人戦よりも祈き祷とう契約による集団戦闘を得手としている。よくよく見れば行軍の顔ぶれには二番街の自衛騎士団に所属する者が多い。団長のスタンレイに倣い、二番街の自衛騎士団は祈祷契約の訓練を集中的に受けているとセシリーは聞く。

「祈祷契約による冷却、または爆破を行う。火山活動が停止でもしない限り流れを完全に止めることは無理じゃろうから、とにかく少しでも溶岩の進路を変え、都市への被害を減らす」

　減らす――つまりある程度の被害は覚悟しなければいけないということ。

　それが妥当なところか、とハンニバルが嘆たん息そくする。

　事態の深刻さを物語るようにスタンレイの眼まな差ざしは険しい。

「上う手まくいくかどうかは保証できんがな。付け焼刃で終わる可能性も否めない。正直に白状するが、ワシのまあまあ長い人生でも溶岩なんぞと対たい峙じするのは初めての経験だ。どうなるか想像もつかん」

「どうにかしてもらわないと困る。是が非でもな」

　ハンニバルの理不尽とも思える要求は、けれど一同の想おもいそのものだった。

　自衛騎士団や軍国の兵士といった戦う者を除いて、近々独立交易都市からはほとんどの人間がいなくなる。極論を言うと、たとえ都市が溶岩に呑のみ込まれても人々は無事でいられるのだから、移住の頃ころ合あいとしては適当だったのかもしれない。

　――でもそれじゃ駄目なんだ。

　セシリーたちが移住に参加せず都市に居残るのは“〝守る”〟ためである。市民がこの地に帰り、再び生活の根を下ろせるように。だからそのための場所を失うことは絶対に避けなくてはならない。正まさしく「是が非でも」だ。

　不安材料はもうひとつ――

「……ヴァルバニルの封印は大丈夫でしょうか？」

　それは溶岩が流出した時点からセシリーが懸念していたことである。ひょっとしてこの流出は聖剣、あるいは魔剣と魔刀、あるいは軍国の模造刀レプリカ――いずれかに何らかの障害が生じたことが原因なのではないか、と。

　しかしハンニバルはあっさりと答えた。

「それは問題ないだろう。少なくとも今は」

「今は……？」

「封印再強化の際に“〝警報用の玉たま鋼はがね”〟を仕掛けたのを覚えているな。今のところあれが異状を知らせてきたという報告はない。故障でもしていなければ封印そのものに問題はないだろう。これはあくまで地震が引き起こした噴火で間違いない。……しかし盲点だった」

　口惜しそうにぼやく。

「警報用の玉鋼を設置したことで気が緩んでいたことは事実だ。油断していたがために火山活動そのものへの対策を怠った――」

「反省は後にしろ、クエイサー。まずは目の前の問題だ」

「……ああ、頼んだぞ。スタンレイ」

　森を抜けて山道に入ってからも視界や足場の悪さは続いた。これまでの道のりと違って障害物となる草木は生えていなかったが、他方、灰の霧は相も変わらずそこいらに薄く漂っている。生なま温ぬるい空気は湿気を多く含んで呼吸を苦しくさせるし、大粒の石や岩がごろごろと転がった勾こう配ばいは逸はやる足を何度もつまずかせる。灰はい被かぶりの森と種類は違えど、悪路には変わりない。

　自然、一行の口数は減っていったが――

　それでも首尾よくタタラ工房の職人たちと鉢はち合あわせたときは、喜びの声が沸いた。

「無事だったか！」

　当たり前よ、と合流した職人のひとりが意気揚々と応じた。

「何せここいらは俺おれたちの縄張りだからな！」

　彼らの人数はぱっと見でも数十に及んでいる。どうやらブレア火山に点在するすべてのタタラ工房から職人が集まっているらしかった。聞けば彼らは誰だれよりも早く火山の異変に気付き、自主的に集まって避難を始めたのだという。危険と隣り合わせの土地に暮らしているからこそ非常時の行動の取り方は弁わきまえているのだ。

「こんなときでもないと俺たち職人が一堂に会することなんてないからなぁ。久しぶりの顔ばかりだから、途中から楽しくなっちまったよ」

　なんとものんびりした感想ではあったが、そんな陽気さがセシリーたちの沈みがちだった気持ちを慰めてくれた。他ほかの職人たちも灰に汚れた顔に、逃げてきたとは思えない快活な笑みを浮かべている。

　――そうだ、深刻ぶっている場合じゃないんだ。

　彼らの威勢が伝わってきたかのように、セシリーは身体からだの奥底から力が湧わき上がってくるのを感じた。こうして逞たくましく生きている人々がいる。だとすればそれを守る立場にある自分はもっともっと逞しく窮地に臨のぞまなければいけない。

「……行くのか？」

　職人の問いに、ハンニバルが「ああ」と頷うなずく。

「あの溶岩を止められるのか？」

「わからない。が、やれることはやるさ」

「……そうか。俺たちは自力で避難できる、そっちは構わず行ってくれ」

「すまんな」

　手短にやり取りを終え、自衛騎士団と職人の集団はすれ違う。

　去り際、職人の誰かがこちらの背中に叫んだ。

「死ぬなよ、セシリー・キャンベル！　婚約者が待ってるんだからな！」

「なっ!?」

　セシリーは慌あわてて振り返ったが、彼らは高らかな笑い声をあげながら脱だつ兎との如ごとく山道を駆け下りていった。その姿は見る見るうちに灰の幕の中に消える。

「有名人は大変じゃな」

　スタンレイが忍び笑いを漏らすと、一同の間にも笑い声が生まれた。

　ううぅ、と真まっ赤かになって唸うなるセシリーの肩を、ハンニバルが軽く叩たたく。

「慕われている証拠だ」

「からかわれているとしか思えませんッ」

「慕われているからこそ、からかわれるんだ。それよりも聞き逃してはいないな？」

「え？」

「死ぬな、と市民から言われたんだ。必ず果たせよ」

　無論です、とセシリーは頷うなずいた。婚約者が待っている――その通りだ。

　せっかく捕まえた想おもい人の手。こちらからむざむざ離すような真ま似ねはしない。

「行くぞ！」

　ハンニバルが一同を鼓舞するように叫び、呼応したセシリーたちは登山を再開した。

　そして――

　上向きになりつつあった彼らの気持ちは、脅威の実体を目まの当あたりにして脆もろくも吹き飛ぶことになる。





　布に染みが広がるように、そいつはじわじわと山肌を侵食しつつあった。

『溶岩』

　液体のような流動性を持ちつつも固体のような質感を持ち、表面には“〝炎の被膜”〟とも言うような気体をまとっている。その名が表す通りの“〝燃えながら溶け続ける岩”〟が、膨大な質量でもって大地の上に新たな大地を上塗りしていた。それこそ一個の巨大な化け物が一個の山を丸まる呑のみするかのように、ぐつぐつと煮えながら次々押し寄せてくる。

　遠目では赤と黄の色が目立っていたが、近場で見るとその二種の中に消し炭のような黒をいくつも浮かべているのがわかった。常時漂流している火山灰によって視界が悪かったことに加え、時間も日没を前にしていたので、そいつの帯びる揺らめきは薄い暗がりの中で皮肉なほど鮮明に映えている。

　それを傾斜の下方から望むセシリーたちは、まるで濁流の塊が圧のしかかってくるような圧迫感にたじろがざるを得なかった。そいつは己の強すぎる粘性のため、人が平地を歩くよりもやや速いくらいの速度で山の勾こう配ばいを滑り落ちてくる。その緩慢さが余計にそいつの化け物じみた印象を強めていた。

　セシリーはごくりと唾つばを呑み込む。

「これが溶岩……」

　溶岩の帯びる熱波はあらゆる生命の接近を阻む。セシリーたちはじりじりと後ずさりつつ、それと対たい峙じしなければいけなかった。彼ひ我がの距離はかなり開いていたが、一帯に充満する熱と緊張は尋常なものではなく、一同はあっという間に滴るほどの汗をかき、喉のどに渇きを覚えた。

　体力の無む為いな消耗は心に隙すきを作る。自衛騎士団の誰だれかが呟つぶやいた。

「こんなもの、本当にどうにかできるのか……？」

「どうにかするのだ!!」

　間かん髪はつを容いれず怒号をあげたのはハンニバル。

「臆おくするな、各おの々おの役目を果たせ！　――スタンレイ！」

「わかっておる」

　スタンレイが前に出、仰々しく右腕を掲げた。その手首には鎖につながれた玉たま鋼はがねの束。彼が祈き祷とう文言を唱え出してようやく、背後に控えていた団員たちが慌あわてて動き出した。彼らは初老の団長を取り巻くように陣形を組み、それぞれ玉鋼を手に唱和を始める。

　祈祷契約の連携術式。重なる文言に空気中の霊体が反応し、玉鋼を淡く輝かせた。

「……ひゃっ？」

　ひやりと首筋に冷気を感じ、セシリーは首をすくめる。

　水滴に打たれたかのような些さ細さいな感触。

　――雨？

　と思ったのも束つかの間ま、すぐにそうではないことを知る。はっとして見回せば辺りにはきらきらと光る雪の結晶がばらまかれていた。それは祈祷文言の唱和が進むにつれて際限なく数を増し、やがては風をまとって頭上で激しく渦うず巻まき始めた。

　一帯に立ち込めていた熱気を吹き払うほどの猛吹雪。セシリーは暴れる髪を押さえながら、いつの間にか個々の結晶が肥大して拳こぶし大ほどの雹ひようになっていることに気付いた。

　スタンレイの叫びが木こ霊だまする。

「――――放てッ！」

　ごう、と唸うなる突風。上空を好き勝手に乱舞していた無数の雹たちが、スタンレイが指し示す方角に怒ど涛とうの如ごとく降り注そそいだ。

　氷の礫つぶては火の膜を突き破って次々溶岩に着弾。直後、両者の気温差が猛烈な爆発を引き起こした。目が眩くらむほどの光が一瞬にして視界を埋め尽くし、大量の油の中に水をぶち込んだような蒸発音が鼓膜を滅多打ちにする。セシリーはたまらず目を瞑つぶり耳を覆おおった。

　どれくらいそうしていただろうか。薄目で爆発の余波が行き過ぎたのを確認してから、セシリーは恐々と面を上げた。ひどい耳鳴りと鼻を突くような刺激臭に眉まゆをひそめつつ周囲の様子を窺うかがう。

　辺りにはもうもうと煙が立っていて、一見、何がどうなったのかわからない。

　しかしいち早くそれに気付いた者が叫んだ。

「見ろ！」

　セシリーのそばにいた団員が彼方を指差している。

　一同が一斉にそちらを見やると、白煙に霞かすむ向こう側に何やら黒い影が横たわっているのがわかった。皆がさらに目を凝らしたちょうどそのとき、一陣の風が煙を払い、そこに転がっていたものを明らかにしてくれる。

　それは分厚い岩の絨じゆう毯たん。つい今しがたまで化け物のようににじり寄ってきていた溶岩の塊が、雹の雨に急冷されて黒々と凝固したものだった。固体化した溶岩は初めからそうだったように物言わぬ岩として沈黙していた。

　溶岩の流れを止めることに成功したのだ。おおおっ、と膨れ上がるように歓声があがる。セシリーも思わず拳こぶしを握り、ハンニバルを振り返った。

「団長ッ、これなら――」

　が、はたと言葉を切る。

　喜びに沸く団員たちをよそに、ハンニバルの表情は険しいままだった。

「……やはり駄目か」

「え？」

「どうにもならん。こればかりは」

　苦虫を噛かみ潰したような面でそう漏らす。

　セシリーがその言葉の意味を訊たずねるより早く、答えは目に映る形で提示された。

　方々から、嘘うそだろう、という悲鳴じみた声。釣られて顧みたセシリーも我が目を疑わざるを得なかった。凝固した溶岩の上から新たな溶岩が流れてくるところだったのだ。

　液体状の溶岩は見る見るうちに黒い絨じゆう毯たんを呑のみ込み、停滞していた侵食を再開した。改めてこちらの試みが無む為いに終わったことを思い知らせるように、先刻の祈き祷とう契約によって下がっていた気温がたちまち上昇する。セシリーたちは後退を余儀なくされた。

　考えてみれば当然のことで、火山は今も溶岩を吐き出し続けている。溶岩の一部分を凝固させたところで流れそのものを止められたわけではない。

　背走しつつセシリーがスタンレイを見やると、彼は首を横に振った。

「無理だ、物理的に溶岩の量が多すぎる。凍らせるにせよ軌道をずらすにせよ、相手の質量に対してこちらの火力が足りない。市内中の玉たま鋼はがねを持ち出してもどうにかできる気はせんよ。それでも多少の効果は期待していたんじゃが」

「で、では溶岩の漏れ出した穴を塞ふさぐというのは？」

　見ろ、とスタンレイは溶岩の波を振り仰ぐ。

「できると思うか？」

「…………」

　セシリーは口を噤つぐむしかなかった。己の無力さに。

　スタンレイとハンニバルが話し合う。

「クエイサー、どうする。もう少し抗あらがってみるか」

「……いや、意味はないだろう。一いつ旦たん退しりぞいて他ほかの対策を検討しよう」

　ハンニバルは深々と嘆たん息そくし、退避を一同に命じ――

　為なす術すべもなく、セシリーたちは暗あん澹たんたる心地で来た道を引き返した。





　再び灰はい被かぶりの森を抜けて独立交易都市の七番街に戻ると、そこにはセシリーたちを待ち受ける人々の姿があった。市長のヒューゴー・ハウスマンや副団長のレジナルド、各番街の団長陣を筆頭に自衛騎士団の面々とそして――

　彼らの中にユーインとルークの姿を見つけ、驚いたセシリーはそちらに駆け寄った。

「ふたりとも避難したんじゃなかったのか!?」

「僕は火山のことが気になったので。ルークさんもやることがあったみたいですよ」

　とユーインが答え、ルークのほうは肩をすくめる。

「俺おれの工房アトリエが溶岩に潰されるかどうかの境目なんだ。大事をとって鍛か冶じ道具や玉たま鋼はがねを安全な場所に移しておく必要があった」

　言われてみれば確かに、工房『リーザ』は灰被りの森のすぐそばに位置している。市内の何ど処こよりも先に溶岩の被害に遭う確率が高い。今後の鍛錬のため、予あらかじめ必要な物を害の及ばないところまで移動させておくのは必要な処置だ。

「とりあえず聖剣師や自衛騎士団に頼んで大方の物を市内のほうに運び出してもらった」

「それはわかったが……リサは？　工房には帰っていなかったのか？」

「ああ。まだ戻ってないとなると、買い出しの途中に避難勧告がされたから他ほかの市民と一緒に行動しているんじゃないかと思うんだが。そっちこそ溶岩のほうは……と聞くまでもないか」

　ルークはこちらの声こわ音ねでおおよそのことを察したようだ。それでなくても、この位置からでも溶岩流が山肌を這はう様子は見ることができる。セシリーたちの戻りが早かったことからも作戦がどのような按あん配ばいだったかは明白だった。

　向こうではヒューゴーやハンニバル、スタンレイなどを含めた団長陣が切迫した面持ちで話し合いをしている。それは溶岩の対策を検討するものなのか、“〝最後の手段”〟を取らざるを得ないことを説明するものなのか――溶岩の実際を見てしまったセシリーにはどちらとも言えなかった。

「ちょっと失礼します」

　不意にそばを離れたユーインがヒューゴーたちのほうに行き、あの、と切り出した。

「『爪つめ痕あと』を使うというのはどうでしょうか？」

　その場にいた全員が振り返る。

　一身に注目を引き受けたユーインは、しかし物もの怖おじしなかった。

「出しゃばってしまってすみません。でも有効な手段ではあると思うのです」

「いや構いません。……なるほど『爪痕』ですか」

　呟つぶやくヒューゴーにユーインは頷うなずき、

「あの谷ならば溶岩の受け皿になることができるはずです」

　灰被りの森の南方に位置する、断だん崖がいの絶壁――通称『爪痕』。

　一般には谷の形状を見立ててこの通称が生まれたと思われているが、それにはもっと別の、直接的な由来がある――何を隠そう大陸史上最悪の人外『ヴァルバニル』がかつてもたらした破壊の痕こん跡せきがこの谷間なのだった。大陸史研究の先哲である初代ハウスマンが遺した機密文書にも、そのことが記載されているらしい。

　確かに『爪つめ痕あと』ならば、とセシリーは目から鱗うろこが落ちる思いだった。

　件くだんの谷は深く、広い。実際に谷底に落ちたことのあるセシリーは自信を持ってユーインの提案に賛同できる。あの谷に溶岩を流すことができたなら、都市を救うことができるかもしれない――

　しかし、と口を挟んだのはスタンレイだった。

「どうやって溶岩の流れを変える？」

「難しいでしょうか？」

「できなくはない……が、それをするための時間がない」

　そのとき――

　ばちばちという、何かが爆はぜる音が遠方から響いてきた。

　セシリーたちははっとして火山の方角を顧みる。爆ぜる音は一度や二度で終わらず、その後も幾度となく轟とどろいて一同の心をざわつかせた。

　さらには、火山の麓ふもと付近から薄く煙が立ち上り始めるのも見えた。

「これは……」

「恐らく溶岩が灰はい被かぶりの森まで到達した」

　口にしたのはルークだ。

　目が見えないからこそ、彼は音というものに誰だれよりも敏感だった。

「溶岩が森の木を燃やし、破裂させた音だろう。……灰被りの森がある程度溶岩を食い止めてくれるのは確かだろうが、ひょっとしたら溶岩よりも火事のほうが先にここまでたどり着くかもしれない」

　一同が息を呑のむ中、スタンレイが低い声で言う。

「溶岩を爪痕に誘導するためには堀を掘らなければならない。あれだけの量の溶岩を溢あふれさせず、かつ爪痕まで通じる、深く長い堀をな。大工事だ。一か月かけても終わるかどうか怪しい。とても間に合わん――」

　しん、と場が静まり返った。

　このとききっと、誰の脳裏にも同じ言葉がよぎっていたに違いない。

“〝独立交易都市が終わるかもしれない”〟

　帝政列集国との戦いを待たずして、この都市は天災によって壊滅する――

　ふとハンニバルがルークに訊たずねた。

「念のため訊きくが、お前とリサの『魔剣精製』でも不可能だろうか？」

「……キャンベル家の魔剣を模も倣ほうした、あの『魔刀』のことか？　確かにあれを使えば一時的にせよ溶岩を“〝封じる”〟ことはできるかもしれないな」

　思わず――セシリーはルークの手を掴つかんでいた。

　それだけで言いたいことは伝わったようだ。ルークは困ったように笑う。

「ああ、お前の考えている通りだ。次の『魔剣精製』こそ俺おれの命に保証はない。リサが消費する“〝肉”〟も髪くらいじゃ済まないだろう」

　リサの悪魔としての能力『魔剣精製』は、魔剣にも比肩する強力な得物を生み出すことができるが、それには大きな代償を伴う。悪リ魔サは自身の“〝肉”〟を、術者ルークは自身の“〝魂”〟を消費しなければいけないのだ。

　魂の消費は確実にルークの身体からだを蝕むしばみ、今やその視力を奪うまでに至っている。このような状態でさらに『魔剣精製』を行えば、今度こそ彼は壊れてしまうかもしれない。リサだって無事では済まないだろう。

　――そんなのはイヤだ！

　セシリーはぎゅっと彼の手を掴む手に力を込める。

　わかっている、とハンニバルが嘆たん息そくした。

「あくまで確認しただけだ。どうせその『魔刀』も一本では足りないだろう？」

「ああ。やるんだったらそれこそ十本も二十本も必要になるだろうな」

「現実的でない。お前もリサもまだまだ我々には必要な存在なんだ、都市を守るためとはいえ犠牲を強しいるわけにはいかない。……銘めい無なしは今何ど処こにいる？」

　これにはレジナルドが答えた。

「先ほどヒルダとともに避難したところを確認しています」

　銘無しは今、独立交易都市に唯一ある魔剣だ。彼女は未いまだ協力的な姿勢を見せていなかったが、状況が状況である、事情を話せば力を貸してくれるかもしれない。

　が――

「銘無しでは無理だろう」

　そう断言したのは六番街の自衛騎士団を擁する団長、ゴードン・ホーキンズ。

　過去、さらわれたアリアを取り返すため、セシリーやヒルダを含む救出部隊の指揮を務めたのがゴードンだった。旧群集列国の辺境で、彼は実際にクリスナイフの魔剣――銘無しの正体だ――で武装した間者と戦闘を行った経験がある。

「強力な魔剣であることは認めるが、溶岩をどうにかできるような類たぐいのものではない。もちろん銘無しの力で何度も地面を掘り、堀を造るというのもできなくはないが、やはりスタンレイが言っていたように時間が足りないだろう」

「……そうか。ちなみに魔剣で思い出したのだが」

　ハンニバルが唐突に打ち明けた。

「ワシは悪魔契約を行うことができる」

　ちなみに、どころの発言ではなかった。

　仰天のあまり言葉を返せない一同に、ハンニバルは肩をすくめる。

「ずいぶん昔の封印強化遠征のときにな、偶然自分の死言を知った。……もしもワシが悪魔契約によって魔剣にでも変化したとしよう。かつて大陸最強と謳うたわれた男が魔剣になるんだぞ、それはそれは最強の魔剣が生まれそうじゃないか？」

「冗談にしても笑えんな」

　強こわ張ばった口調でゴードンが言う。

「刀鍛冶ブラツクスミスと同様、お前もこの都市に欠いてはならない男なんだぞ」

　その忠告に背を向け、ハンニバルは独立交易都市の市長を振り返った。

「決断してくれ、ヒューゴー。最終的な決定権はお前にある。時間がない」

「……選択肢なんてあってないようなものじゃないですか」

　促されたヒューゴーは天を仰ぎ、苦渋に満ちた声を漏らす。

　自分たちに都市を守る手段はない。だから選ぶべき選択肢はたったひとつしか――



「――――手前が力を貸そう」



　声をかけられるまで“〝彼女”〟のことに気付かなかったのは、セシリーたちが手の打ちようがない事態に茫ぼう然ぜんとしていたせいもあるだろう。ただし驚く一同の中、ルークだけは平静を保っていたので、彼は足音なり気配なりで気付いていたかもしれないが。

　いつの間にかすぐそばに、大柄の女が胸を張り腕を組んで立っていた。

　ぎらぎらと獲物を狙ねらうような獰どう猛もうな眼まな差ざし。堂々とした佇たたずまいからはふてぶてしさが際立つ。純白の法ほう衣いという出いで立たちも特徴的な人相も女にしては大きな体たい躯くも、どれもこれもが異様に映る大女だった。

　――誰だれだ？

　見知らぬ人物の闖ちん入にゆうにセシリーは眉まゆをひそめていたが。

「……あのう」

　と大女の背後から見知った少女が頭を覗のぞかせたので、素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。

「リサ!?」

　ルークが眉を動かし、

「おいセシリー。今はどういう状況なんだ？　リサの声がしたが」

「え、あ、うん。リサが来た。……誰かと一緒に」

「誰か？」

　誰かとしか言いようがない。見ればリサも困ったような顔をしている。彼女自身、何と説明したらいいのかわからないといった様子だった。

「この悪魔の娘にはここまでの案内を頼んだ。ご苦労だった」

「ど、どういたしまして……」

「悪魔の、だと？」

　過敏に反応したのはやはりルークだった。

「誰だれだ？　どうしてリサのことを知っているッ？」

「手前はせ――」

　待ってください、とリサが大女の袖そでを引いて止めた。

「詳しいことは後のほうが……皆さん、いきなりだと混乱してしまうと思うので……」

「ふむ？　それもそうか。時間が惜しいのは確かだ」

　何やら密談してから、大女は改めてこちらを振り返った。

「では、ひとまず手前については“〝魔剣に類するモノ”〟と伝えておこう」

「魔剣!?」

　一気に場がざわついた。赤の他人の介入に構っていられないと背を向けていたヒューゴーやハンニバルたちも、慌あわてて彼女のほうを顧みる。

　大女は注意を引けたことに満足そうに頷うなずき、凛りんと通る声で続けた。

「この噴火の責は手前にある。故ゆえに力を貸したく思う。悪魔の娘よ、かの獣が大地に刻んだ『爪つめ痕あと』は現代にも残っているか？」

「は、はい」

「ではそれを利用するとしよう」

　図らずもユーインがした提案と同じことを述べ、大女は次に一同の顔を見回す。

　そのひとりに目を留めて片かた眉まゆを上げた。

「……お前、妙な人間だな」

　セシリーは「へ？」と目を瞬しばたたく。

「わ、私か？」

「そうだ。心臓をおかしなもので縛られている。これは鎖か？」

　ぞっと背筋を凍らせたのはセシリーだけではなかっただろう。大女が指摘したのはどう受け取っても『聖剣の鞘さや』のことに違いなかったからだ。

　それを最初に課せられたのはセシリーの祖父に当たる人物。昔、初代ハウスマンが彼の『死言』に“〝悪魔契約を行えば強制的に剣の悪魔に変化する”〟という細工を施した。来たるべきヴァルバニル戦に万全を期すため、聖剣の再現が叶かなわなかったときの代用となるように。それこそがキャンベル家に課せられた、『聖剣の鞘』と呼ばれる役割だった。

　初代ハウスマンの仕組んだ術式は呪のろいの如ごとく、血とともに子へと受け継がれる。大女が口にした“〝鎖”〟とは、正まさにセシリーの心臓に引き継がれた細工を指していた。

　セシリーは反射的にリサを振り返ったが、彼女は慌あわてて首を横に振る。

「わ、私、言ってないです！」

　――ではこの大女は一目で見破ったというのか？

　にわかには信じがたかった。

「まあ、今はいい。それより――」

　大女はその件をあっさり脇わきに置き、今度はセシリーが腰に帯びていた剣に注目した。

「直刀だな。お前の得物か？」

「は、はい」

「ならばこれ以上の適役はいまい。当初は悪魔の娘に手前の刃やいばを任せるつもりだったが」

「や、やっぱりそうだったんですか？」

　眉まゆ尻じりを下げるリサに、大女はふっと笑う。

「うむ。その細腕で手前を上う手まく扱えるか、やはり不安を抱いていた。だからそこの女よ、ここで出会えたのはよい巡り合わせだ。お前にすべてを任せよう――ついて来るがいい」

　一方的に告げ、森のほうへと踵きびすを返そうとする。

　今の今まで彼女のペースに呑のまれていた一同だったが――

「待て！」

　とハンニバルが引き留めた。

　大女は鬱うつ陶とうしそうにそちらを見やる。

「何だ」

「何だはこちらのセリフだ！　説明が足らなすぎる！」

「してもいいが、果たしてその猶ゆう予よがあるだろうか」

　事実、こうしている間にも森の木々が破裂する音は続き、立ち昇る煙も増えつつある。

　ハンニバルは焦あせりの窺うかがえる口調で大女を問い質ただした。

「時間がないのはわかっている！　しかしどうするつもりだッ？」

「『爪つめ痕あと』を利用すると言ったはずだ」

「どう利用する？　方法は？」

「道を造る。溶岩を『爪痕』に導くための、長く底の深い道をな」

「たった一本の魔剣にそれができるのか!?」

「正しくは魔剣に類するモノだが……まあいい。答えは“〝手前ならばできる”〟だ。本来の力はすでに失われてしまったが、ただ何かを破壊するだけならば難しいことではない」

　迷いなく返された答えに、ハンニバルはぐっと詰まったが、なおも訊たずねた。

「……どうして今、現れた？」

「それも言った。手前に責があると。手前がここにいることとこの異変には因果がある」

　もういいだろう、と問答を打ち切った。

「脅威を退しりぞけた後にすべてを話してやろう。女、行くぞ」

　大女はこちらを促し、今度こそ踵きびすを返す。

　さしものハンニバルも判断に迷い、口を噤つぐんでしまっていた。

　セシリーは無言でふたりのやり取りを見ていたが――

「……リサはどう思う？」

　傍かたわらの少女に問うてみた。なんとなく彼女に訊きくのが適当だと思ったのだ。

「本当に彼女の力を借りれば、あの溶岩をなんとかできるだろうか？」

　わかりません、とリサは首を振ったが、すぐに付け加えてきた。

「でもあの人が魔剣以上の力を持った存在であることは確かです」

「そうか。うん」

　――それがわかれば十分だ。

　セシリーはハンニバルに視線を移し、己の決意を示すように彼を見つめた。

「団長。私は行ってみます」

　弾はじかれたようにこちらを振り返るハンニバルに頷うなずきかける。

「彼女が信用に足る者なのかはまだわかりませんが、私たちが手をこまねていたことは事実です。他ほかに手立てがなく、そして彼女に事態を解決できる力があると言うのならば、とりあえず試してみるのも無駄ではないと思います」

「む、むう……」

　唸うなるハンニバルに背を向け、セシリーはルークに言った。

「そういうわけだ。行ってくる」

「……まあ、そうなるだろうな」

　彼はこうなることがわかっていたみたいに小さく笑う。

「あまり遅くなるなよ」

　堅苦しさのない、ちょっとした外出を見送るような言葉。場違いなそれが却かえって彼が自分を信頼してくれていることの証明に思え、セシリーは唇の端を上げた。

「ああ、なるべく早く戻る！」

　言い捨てて駆け出す。すでに森に向かって歩いていた大女は、肩越しにこちらを確認すると一気に走り出した。セシリーはそれに離されないように速度を上げる。

「おい、部下が行ったぞ。クソジジイ」

「黙れクソガキ！」

　背中から聞こえてきたのはルークとハンニバルの短い会話。

　遅れ、ハンニバルも後を追ってきた。



　　　５



　急ぐ身にとって森に生おい茂しげる草木は結構な障害物だったが、大女は速度を落とすことなく驚くほど滑らかな身のこなしでそれをかわして進む。大きな体格には似合わず恐ろしく身体能力が優れている。セシリーとハンニバルは彼女を見失わないようについていくのがやっとだった。

　道を造る、と大女は言っていたが、それは先ほどスタンレイが述べていた“〝堀を掘る”〟と同じ意味だろう。つまりこれから彼女の“〝魔剣に類するモノ”〟の力を用いて何度も地面を掘削していくことになると思うのだが――

　――本当にできるのだろうか？

　試してみるのも無駄ではない、という言葉に偽りはなかったが、だからといってセシリーは彼女のことを全面的に信じたわけではなかった。あの途方もない量の溶岩流を少しも溢あふれさせることなく、『爪つめ痕あと』の谷底まで誘導させなければいけないのだ。そのような堀を短時間で作るなど可能なのか。やはりこの目で見ないことには何とも言えなかった。

　とにもかくにもセシリーは息を切らせながら大女の後を追う。しばらく無心に走っていたが――ふと気付いた。木々の隙すき間まから不意に覗のぞいた火山の見え方で、自分たちの現在位置を知ったのだ。

「あ、あのッ！　こっちでいいのか？」

「無論だ」

　背中で答える彼女に、しかし言わずにおれない。

「でもこっちは『爪痕』とは逆方向だぞッ？」

　セシリーはてっきり『爪痕』の崖がけっぷちから溶岩の流れに向かって堀を掘っていくものとばかり思っていた。しかし大女はこちらの言葉に耳を貸さずにどんどん前へと進んで行ってしまう。戸惑うセシリーは、自分に遅れて続くハンニバルと視線を見交わす。しかしここまで来たらついていくしかなかった。

　かなりの距離を休みなく走ったところで、大女は何の合図もなく立ち止まった。

　追いついたセシリーは肩で息をしながら訊たずねる。

「まさかここで……？」

「そうだ」

　周囲は今まで走ってきた場所と代わり映えのしない鬱うつ蒼そうとした森の中。セシリーの感覚が間違っていなければ、ここは森の西方――目的の谷とはやはり真逆の位置だ。

　この方向だ、と大女は彼方を指差す。恐らくそれは『爪痕』のある方角。

「この方向に真まっ直すぐ、女、お前がいつもしているように手前の刃やいばを突け。一度でいい。さすれば道はできるだろう」

「……正気で言っているのか？」

　こちらも息を荒らげながら、ハンニバルは胡う乱ろんげに問うた。

「ここから『爪つめ痕あと』までどれだけの距離があると思っている？　しかもたった一回で事足りるだと？　ワシらを担いでいるのではないだろうな」

　大女は「くどい」と吐き捨てた。

「今ここでそれを証明するのだろうが。禿はげめ」

「なっ……！」

　顔を引きつらせる彼には申し訳ないが、セシリーは危うく噴き出すところだった。

　大女はこちらに向き直る。

「準備はいいか、女よ」

　ハンニバルのように、セシリーも彼女には訊ききたいことがあった。本当にその方法で都市を救うことができるのか？　しかしぐっとこらえた。何にせよ今ここで証明すると言っているのだから、それを見てからでも遅くはないのだ。

　モノは試し、やってみなければわからない。セシリーは頷うなずいた。

「よし。では行くぞ」

　大女は瞳ひとみを開いたまま唱える。



「眠りを解け。獣を射よ。光明をこの地に。――――神を殺せ」



　それはセシリーの知るどの魔剣とも違い、ともすればひどく控え目にも感じられる変化だった。大女の身体からだから瞬いた閃せん光こうにセシリーたちは反射的に目を瞑つぶり、そして次に瞼まぶたを開いたときすでにそれは完了していたのだ。

　――え。

　セシリーは背筋が粟あわ立だつのを禁じ得なかった。

　大女に代わってそこに突き刺さっていたのは、見慣れた形状の剣だった。片刃の、直線を描く刀身。柄は拵こしらえのない、染料すら施されていない白木の物。正まさしくこれは。

「直刀の魔剣!?」

　思わずハンニバルと顔を見合わせるが、しかし互いに言葉が出てこなかった。“〝直刀の魔剣”〟――この事実ほど、大女の述べていた内容に信しん憑ぴよう性せいを与える要素があるだろうか。

　たちまち高鳴り出した鼓動の激しさで、セシリーは声を紡ぐことすらできない。

　吸い寄せられるように直刀に手が伸び、白木の柄に触れる。瞬間。

「あ」

　確信した。

　柄に触れる手を通して、理解し、直感した。この剣が持つ力の性質を――自分が今まで見てきたどの魔剣よりも遥はるかに強大で凶悪な得物であることを、確信させられた。

　あたかも洗脳でも施されたかのように、セシリーは妄信的に思う。

　こいつがあれば何でもできる、と。

「お、おい――セシリーっ？」

　どうしようもないくらいに血が騒ぎ、行き過ぎた興奮ゆえにハンニバルの呼びかけにも上う手まく応こたえられない。何とか「下がって」とかすれた声を絞り出し、地面から引き抜いた直刀を順手に構えた。

　ついさっき大女が指差していた方角に向き直り、

「――――」

　セシリーはほとんど無意識に虚こ空くうを突いていた。





　そのとき――

　独立交易都市の外にまで避難していた人々は“〝光の壁”〟を目撃した。

　灰はい被かぶりの森を西から東へ横切り、かつ天空に到達するほどの高さを誇る、長大な壁。

　未いまだかつて誰だれも目にしたことのない異変にして異物。しかしそのスケールの大きさに反し、壁の出現は非常に静かなものだった。それは前触れもなく無音で姿を現し、人々がわけもわからず見上げている間にやはり音もなく消えた。



    

  
    
      



    

  
    
      　どうやら“〝光の壁”〟は消失の際にそれが触れていた火山灰や雲も道ずれにしたらしい。

　壁の形に穿うがたれた巨大な雲間から、燦さん々さんと夕日が射さした。





　あれだけ自衛騎士団の頭を悩ませた溶岩は誰だれをも害することなく、“〝道”〟の中を緩やかに流れていた。その堀は幅広く、底深く、そして何ど処こまでも長く遠い向こう側まで続いている。先刻の“〝光の壁”〟は灰はい被かぶりの森に自生する草も木も花も土も宙に漂う火山灰でさえも切り開き――否、掻き消して、『爪つめ痕あと』まで届く堀を造ったのだった。

　堀に沿うようにできた直上の雲間から、夕焼けの赤い光が射し込んでいる。それは溶岩の持つ赤や黄の色と溶け合い、奇妙に幻想的な光景を生んでいた。

「ふむ。上々だな」

“〝道”〟を覗のぞき込んだ大女は満足げに頷うなずく。

　ハンニバルは唖あ然ぜんと立ち尽くし、セシリーは堀のそばで腰を抜かしていた。溶岩から都市を守ることに成功したのだから諸もろ手てを挙げて喜ぶべきなのだろうが、そのようなことは完全に頭から抜け落ちていた。

　――な、何だったのだ、今のは。

　声もなく、セシリーは胸中で自問する。直刀を手に取ってからの感覚がとても曖あい昧まいだった。記憶はもちろんある。己が大女の使い手となって“〝光の壁”〟を造り出し、一瞬にして堀を掘ったことを確かに覚えている。しかし実感がない。その威力が途方もなさ過ぎてまったく現実感を持てない。

　モノは試し、どころの破壊力ではなかった。

「さて約束だったな。手前のことを明かそう」

　大女はセシリーやハンニバルが正気を取り戻すのを待ってくれず、

「手前は聖剣だ。寿命ゆえ封印の力を失なくし、山を下りてきた」

　そしてさらにこちらの混乱を促すようなことを告げてきた。

「厳密には完全に失ったわけではない。本来であれば刃やいばが朽ち果てるまで、かの獣を封じているはずだった。しかし――お前たち、近い過去に“〝蓋ふた”〟に対して細工をしたな？　手前の封印を用いずとも、“〝蓋”〟のみでかの獣を抑え込むことに成功している。奇跡に相当するぞ。……無論その奇跡もわずかな期間に過ぎず、彼奴きやつの復活は時間の問題だが、御お陰かげで手前は役目から解放された」

　茫ぼう然ぜん自失の状態に陥っていたセシリーの耳には何もかもが右から左への内容だった。

　しかしハンニバルは辛抱強く理解に努めたらしい。確認するように問うた。

「……噴火の責任は自分にある、と言っていたな」

　如い何かにも、と大女は首肯し、

「手前の移動が火山活動を刺激してしまったらしい。故ゆえに尻しり拭ぬぐいをさせてもらった」

“〝移動した”〟だけで火山の活動に影響を与えてしまう――つまりそれだけ大女の持つ力が強大であるということ。実際に彼女を手にしたセシリーだからこそ理解できる事実だったが、それでも理性が呑のみ込むまでには時間を要する内容だった。

「率直に訊きこう。手前の次代となる聖剣は完成しているのか？」

　沈黙が答えとなる。

　大女は質問を変えた。

「では、刀鍛冶ブラツクスミスの血は続いているか？」

「あ、ああ……」

「では、彼はどのように剣を打つ？」

　――どのように？

　ハンニバルが回答を譲るようにこちらを一いち瞥べつする。セシリーは惑うが、大女の眼まな差ざしはじっとこちらを見つめて逃さない。どうにか記憶の奥からルークの言葉を拾い出した。

「折り返し鍛錬のこと……でしょうか。それとも四し方ほう詰づめ……？」

「前者はわかる。しかし後者のシホウヅメとやらは聞いたことがない。詳しく申せ」

　四方詰めとは刀の構造のことを指す。

　玉たま鋼はがねを材料にして鍛えられた計五つの部材――心しん鉄かね、刃は鉄かね、棟むね鉄かね、そしてふたつの皮かわ鉄かねを用いる。心鉄の四方を残りの部材で囲うという構造で、セシリーの知る限り、ルークとリサはこれを基礎として刀を鍛錬しているはずだった。専門の知識ではないのでつっかえつっかえの説明になったが、大女は問題なく把握したらしい。

「なるほど。呼び名は違うが、手前も似た構造をしていると聞く。では、剣の形は？」

「ちょ、直刀です。あなたと同じ……」

「あいわかった――お前たちが未いまだ聖剣を完成させていない理由がな」

　口から心臓が飛び出してもおかしくない。それはルークがずっと探し求めていたもの。

　このときばかりは目が覚め、セシリーは砕けた腰のまま身を乗り出した。

「り、理由とは!?」

「技術に関しては申し分ない。にもかかわらず聖剣の完成に至っていないということは、大方、必要な材料が何なのかわかっていないのだろう？」

　材料――？

　大女は左手を上げ、親指と人差し指を除いた三本の指を立てた。

「聖剣すなわち手前は、主に三つの材料から成る」

　中指を折り、

「ひとつは玉鋼」

　薬指を折り、

「ひとつは魔剣」

　小指を折る。

「ひとつは隕いん鉄てつ。以上だ」

　セシリーは眩暈めまいを覚えた。怒ど涛とうの如ごとくもたらされる情報の数々はどれもこれも自分の想像を超える内容で、中でも極めつけに意識を揺さぶってきたのは最後の一言。

“〝隕鉄”〟

　聖剣の材料にして、魔剣『アリア』を復元するために必要なもの。

「手前は近く潰ついえる。そしてかの獣の復活もまた近く起こる」

　大女は言う。何がおかしいのか、不敵に笑いさえしながら。

「手前を継ぐ聖剣の完成を急ぐがいい。――人間よ」



    

  
    
      


幕間　邪悪 Evil
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　火山の噴火という天変地異――独立交易都市の壊滅すら招き得た、極めて深刻な事態。それはしかし蓋ふたを開けてみれば非常に多くのことが好転する結果に着地した。

　流出した溶岩を退しりぞけることに成功したのはもちろんのこと、“〝現存する聖剣”〟という強力な得物を味方に引き入れ、そして彼女の口から様々な真実を知るに至った。今まで敵国に対しても天災に対してもヴァルバニルに対しても聖剣の鍛錬に対しても――何もかも後手に回っていた自分たちからすれば、飛躍的な進展と断言していい。

　しかしそのことを手放しに喜べないでいたのは、

　――あくまで自分たちの力でどうにかできなかったから、でしょうか。

　市長室にひとり、ヒューゴー・ハウスマンはいた。

　今は聖剣の力によって窮地を脱した、その深夜である。

　避難勧告が解かれたのはほとんど日が落ちてからのことだったので、自衛騎士団による市民の帰宅誘導は暗くら闇やみの中で行われた。つい先ほど、それがすべて落ち着いたところだ。

　ヒューゴーは書卓の椅い子すに身体からだを預け、ため息をこぼす。書卓の上に設しつらえられた玉たま鋼はがねが淡く光り、悔いのにじみ出た彼の表情をぼんやりと照らしていた。

　彼の胸中には拭ぬぐいようのない失意があった。多くのことが好転し、進展した。だからこそ自分たちが噴火という異変に対して何ど処こまでも無力だったことが許せない。

　――このような体たらくでいいはずがない。

　ヒューゴーはコップを取ろうとしてそれが空であることに気付き、水差しに手を伸ばした。コップに水を注つぎ足すのでなく、思いつきで注そそぎ口から直接水をあおって一気に飲み干す。こぼれた水滴を服の袖そで口ぐちで乱暴に拭った。

「切り替えましょう。これからやるべきことのために」

　己に言い聞かせるように、声に出して呟つぶやく。

　肝心の聖剣だが、彼女は自身についてセシリーとハンニバルに語って間もなく、

『久方ぶりに力を使ったので眠くなってきた。詳しい話はまた明日にするとしよう。手前の寝床は案内してくれた悪魔の娘に任せる』

　そう言い残して剣の姿に戻ってしまった。下へ手たなことをして機嫌を損ねられても困るので、要望通り今夜はリサが工房アトリエ『リーザ』で彼女を預かっている。

　あれだけの破壊を成したのだから、急な睡魔に襲われるぐらい消耗するのも当然のことに思われたが、あるいは“〝封印に関した能力が失われた”〟ということにも原因があるのかもしれない。本人の言の通り、聖剣の寿命が尽きる日は近いのか。

　急がなければ、とヒューゴーは思う。

　今回の騒動で、気持ちを持ち直していた市民が再び不安を抱いているだろうことは想像に難かたくない。これ以上人々を独立交易都市に留め置くことに利はなく、恐らく今後の移住計画は予定を前倒しして進められるだろう。

　そして旧聖剣の証言により、新しい聖剣の完成に現実味が生まれた。

　同様に、ヴァルバニル復活への危機感も増した。

　帝政列集国との来たるべき戦いにも備えなければならない。

　やることは山積みだ。

　――他ほかにも気がかりはありますが。

　ヒューゴーは自分の仕事机である書卓の上を見やる。そこはうずたかく積み上げられた書類の束で雑然としていた。

　初代ハウスマンが遺した研究資料である。以前にユーインが公務役所の書庫から引っ張り出してきた物を自分も借りたのだ。ずいぶんと昔に読み通したことのある文書だったが、帝政列集国の宣戦布告に対して思うところがあり、再度ひもといていた。

　ヒューゴーが引っかかっていたのは、宣戦布告の声明文にあった記名。

“〝シーグフリード・ハウスマン”〟

　長い間、シーグフリードの素性に関しては不明のままだった。

　わかっていることと言えば魔剣やその使い手、人外兵器などを構成員とした戦士団を彼が率いているということ。またルークによると先の都市襲撃の際に頸けい動どう脈みやくを断ったにもかかわらず絶命しなかったということ。せいぜいがこの程度で、後者の情報などは彼の正体をよけいにわからなくさせていた。

　しかしこの“〝ハウスマン”〟の姓が手がかりとなった。

　初代ハウスマンは祈き祷とう契約を見み出いだし、独立交易都市の基盤を築いた先哲として一般に知られているが、その功績の裏には人間の所業とは思えない実験の数々があった。

　公には、彼には血縁がなかったとされている。しかしそれは“〝子”〟を作らなかったというわけではなかった。必要に迫られれば、作ることがあったのだ。世間一般の常識には該当しない“〝子”〟を。日夜研究に明け暮れていた彼が必要とした“〝子”〟とは、人間にして家畜にも等しい扱いを受けた“〝仔こ”〟――いわば“〝実験材料”〟。

　――初代の死後、彼の姓を名乗る者が現れたとしたら、その正体は？

　ヒューゴーは一冊の書類の束を手に取り、そして胸むな糞くその悪い心地で口にする。初代の研究内容を知ってから何度も抱いてきた感想だが。

「……やはり悪魔のような男でしたね、初代は」

　恐らくこの研究資料の中に、シーグフリードがいる。



　　　２



　ノア・カートライトは特に秀でた能力を持たない凡庸な青年である。

　魔剣『ヴェロニカ』に見み初そめられ、数か月前に帝政列集国の騎士団から同国の戦士団に転属した。臆おく病びように過ぎる面があり、戦場に臨のぞむ人間としてはかなりの難がある。もっともその軟弱な性格のおかげで、ヴェロニカの個人的な嗜し好こうに引っかかったのだが。

　ノアは今、猛烈な緊張と困惑の中にいた。

「…………」

　旧帝国領の西、海岸に接する水都『帝都』、その主城。

　この日ノアが呼び出されたのは、主城のとある一室――

　戦士団の長、シーグフリードの私室だった。

　そこは調度品の少ない部屋である。そのくせ足の踏み場もないほど大量の書類があちこちにばらまかれている。中身を読んだ先から放ほうり投げていったような印象。ずいぶんと凝った意匠の剣が窓際に立てかけてあるが、あれはシーグフリードの愛剣か何かだろうか。

「どうした。座れ」

「…………はひ」

　部屋の主あるじに促され、ノアは部屋の片隅にあった椅い子すに腰かける。そしてがたがたと小刻みに震えた。椅子が傾いているのか、震えが床に伝わって騒々しいことこの上ない。

　シーグフリードはこちらと対面する形で長椅子にどっかりと腰を下ろした。

　銀髪の男だ。線の細い、それでいてしなやかさと逞たくましさを共存させた長身痩そう躯く。シャープな体たい躯くと威圧的な三白眼が放つ空気は、鋭利で冷たい刃物を連想させる。首から下には闇やみから直接剥はぎ取ったように深い、漆黒の衣をまとっていた。

　ノアはこのシーグフリードという男をよく知らない。一応は自分の上司に当たる人物なのだが、普段は何をしているのか滅多に人前に姿を見せないのだ。具体的な命令は彼の片腕である魔剣『フランシスカ』を介して伝えられるので、遠目にしか顔を見たことがないという者までいる。

　年齢も不詳。外見上は若いようにも見えるし、妙に老成しているようにも見える。独立交易都市に宣戦布告をした際の声明文で、彼が“〝ハウスマン”〟の姓を名乗っていることが知られ、なおさら謎なぞは深まった。

　そのような得体の知れない人物に急に呼び出されたわけだから、ノアが脅おびえるのも無理からぬことだった。しかもノアは余計なことだけは知っていたのでなおさらだ。

　余計なこと――シーグフリードが人間以外の何かであるということを。

「フランシスカからお前のことを聞いた」

　ノアはびくりと肩をすくめる。

　それだけでもう、呼び出された理由がおおよそわかってしまった。

「ノア・カートライトは稀まれに見るほどの臆おく病びよう者ものだとな」

「……ううう」

　いっそ泣き出したい気分だった。

　――やっぱりその話なんだ……。

　戦士団に転属後、ノアはある特別な訓練を受けることによって魔剣『ヴェロニカ』を制御できるようになった。そしてつい一か月ほど前に初の実戦を迎えた。相手は瀕ひん死しも同然の、黒髪の男。ノアは魔剣『ヴェロニカ』とともにそいつと交戦した。

　ヴェロニカの正体は人外兵器の形を模した“〝鎧よろい”〟であり、一騎当千に値する魔剣だと言われている。にもかかわらずノアはたった一撃、ヴェロニカの“〝鎧”〟の間かん隙げきを突かれただけで痛みにのたうち、戦意を喪失。黒髪の男に完敗した。

　以後、帝都に戻ってからは自主的に、同じ戦士団所属のホレーショー・ディズレーリに稽けい古こをつけてもらうようになった。しかしその成果も出ているのか出ていないのか判然としない。シーグフリードが言ったように、これはいよいよ業を煮やしたフランシスカが動き出した故ゆえの呼び出しだろう。

　何らかの刑罰が下るのか、それとも新たな“〝訓練”〟を命じられるのか。

　――あれはもう嫌だな……。

　ノアは以前に課せられた訓練を思い出してさらに気が重くなった。ヴェロニカを制御できるようになるため用意された特別な訓練。それは確かに“〝特別”〟ではあったけれど、とても単純で簡単なものだった。

　ヴェロニカをまとい、彼女を制御できるようになるまで、ひたすら無抵抗の人々を切り刻み続けるという、ただそれだけの訓練――

　ただそれだけ故に、己の心が麻ま痺ひするのも容易たやすかった。しかし麻痺してもなお、思う。

　許されるならばああいった訓練は二度としたくない。

「顔を上げろ」

　気が付かぬうちにノアはうなだれていた。はっとして身体からだを起こす。

「本来であればお前はお払い箱だ。役立たずを傍そばに置くほど俺おれは寛容じゃない」

　シーグフリードの表情は今ひとつ読めなかった。細められた目はどうでもいい虫けらを見ているようであり、長なが椅い子すの背もたれにだらしなく寄りかかる様はただ気だるげにしているだけのようでもある。

「だがヴェロニカがお前を選んだ。使い手を勝手に代えれば臍へそを曲げるだろう。そしてあれは貴重な魔剣だ、戦力として外せない。そうなればお前自身をどうにかするしかない。わかるな？」

「……はい」

「ノア・カートライト。お前は戦うことが怖いのか？」

　そんなことは、と否定しようとして咄とつ嗟さに口を噤つぐむ。

　三白眼がじっとこちらを見据えていた。刃物のような視線。ノアは心臓を直接鷲わし掴づかみにされているような感覚に囚とらわれ、だから言うしかなかった。

「……怖いです。特に痛いことが」

　シーグフリードが口角を上げる。初めて見せる表情の変化だった。

「己を弁わきまえている奴やつは嫌いじゃない。かといって開き直られるのも不愉快だが」

　匙さじ加減が難しい、ますます厄介な相手だ――絶対に口には出すまいが。

「痛みが苦手か。他人を傷つけることについてはどうだ」

「それはあまり。……訓練で、慣れました」

「あくまで自分自身の痛みを恐れていると」

「はい」

　どうも尋問じみてきたぞとノアが思ったとき。

　結論が出たな、とシーグフリードはいとも簡単に頷うなずいた。

「二度と傷つかなければいい」

　ノアは思わず目を瞬しばたたく。

　――この人は何を言っているんだ？

「あ、あの……？」

「不服か」

「いえ、い、意味が、わからなくて」

「なら、わかれ。お前には二択しか残っていない。その臆おく病びようで愚鈍な性格を矯正するか」

　シーグフリードは気だるそうに告げる。

「まったく傷つかずに勝利する――そういう戦い方を会得するか。この二択だ」

　無茶を言わないでください。相手がシーグフリードでなければ、ノアはそう反論しているところだった。

　だって自分のこの性格は骨の髄まで沁しみついてしまっている。矯正するなんてできるとは思えない。かといって“〝二度と傷つかない”〟なんていう戦い方はもっと不可能だ。たとえヴェロニカが一騎当千の魔剣だとしても、扱うのが自分である限り。

　どちらも、これっぽっちもできる気がしない。

「…………」

　が、ノアは是とも否とも言えず沈黙した。

　脳内は“〝できない”〟や“〝無理だ”〟といった言葉で埋め尽くされている。しかしそれらを正直に打ち明けても、駄々っ子の真ま似ね事ごとにしか思われないに決まっていた。だから何も言えない。顔をうつむけ、膝ひざの上で拳こぶしを握り、無様に震えるだけ。自分の気持ちを察しろと言わんばかりに。

「早く決めろ。俺おれは気が短い」

　――あ、まずい。

　殺される。

　そう、冗談でなく直感し、ノアは急激に血の気が引いていった。

　シーグフリードは特に何をしたわけでもない。長なが椅い子すにだらしなくもたれたまま、表情も声音も変えずにただ答えを催促したに過ぎない。

　でもノアにはわかってしまった。フランシスカの言うような“〝稀まれに見るほどの臆おく病びよう者もの”〟だからこそ――常に他人の顔色を窺うかがうような習性を持っていたからこそ、シーグフリードが極々薄く漂わせた殺意を見逃さなかった。

　この男は眉まゆひとつ動かさず、自分の息の根を止めることができるだろう。

　――ど、どうする？　どうすればこの状況を切り抜けられる？

　脂汗をかきながら目まぐるしく思考する。ここは平謝りするべきか？　いや、この人は「選べ」と言っているんだ。なのに選びもしないで謝罪するなんて駄目だ。却かえって逆げき鱗りんに触れる。じゃあ……抵抗するっていうのか。いやいや、絶対に無理だ。ヴェロニカがいるならまだしも、生身の自分に何ができる。帝政列集国を敵に回したいのか。この人の二択を覆くつがえせるほど弁が立つわけでもない。だったら、だとしたらもう――逃げるしかない。

　シーグフリードが自分に害を為なせないほど遠くに。

　そこで思考の渦うずがぴたりと止まった。無論、逃亡を決意したわけではない。

　気付いてしまったのだ。

「ようやくわかったか」

　こちらの表情で察したのか、シーグフリードが鼻を鳴らした。

「本当は二択なぞ存在しない。お前はひとつしか選べない――」

　臆病ゆえ、沁しみついた性格を矯正することなどできない。

　臆病だが、逃げるという行為に抵抗はない。

　こう考えると自ずと答えは決まる。

「これからは一切の傷を負わずに勝利しろ。その逃げ腰を活いかしてな」

　ノアは――

　肩を落とし、大きく息を吐き出した。いつの間にか浮かせていた腰を椅子に戻す。

「もういいぞ。行け」

「……はい」

　と頷うなずきはしたものの、ノアはすぐに立ち上がらなかった。

　それどころか――

「あの、お訊ききしてもよろしいでしょうか？」

「？　お前が俺おれにか」

　シーグフリードが片かた眉まゆを上げる。いつもならばこの反応であっさり怖おじ気けづくところなのだが、このときばかりは妙な疲労感が感覚を鈍らせていた。

「あなたは……僕たちと同じ人間ではないのですよね？」

　かなり踏み込んだ質問であることは承知している。

　だが興味が勝った。不思議な話、ここまで己の性質を見抜かれると却かえって心地よくすらあって、すると見抜いた相手に関心が湧わいた――生き方なり考え方なり、シーグフリードを表すものを何かひとつでも知りたいと思ったのだ。そしてノアが望む内容を最も引き出せそうな質問が、彼の正体を問うものだった。

　かつて、戦士団への入団志願者を試験するという出来事があった。

　そこでノアはホレーショーとともにシーグフリードと剣を交えている。ノアは魔剣『ヴェロニカ』を、ホレーショーは魔剣『フランシスカ』を携えての戦闘だったが、結果は惨敗。圧倒的な力によってぶちのめされた。しかもシーグフリードは自らが手にした魔剣『イライザ・イヴァ』の雷撃に半身を焦がしながら――常人ならばそれだけで失神死してもおかしくないような苦痛の中、戦っていたのである。

　とても人間にできる所業ではなく、事実、ホレーショーに問われて本人が答えていた。

『貴様は悪魔と人間……どっちなんだ？』

『両方だ』

　次にノアたちが姿を見かけたとき、シーグフリードは後遺症の類たぐいをまったく抱えていないようだった。体表の半分にも及ぶ火傷やけどを負ったにもかかわらず、自分たちとの戦闘などなかったみたいにきれいな面をしていた。

　それを見たときはぞっとするばかりで、その意味を深く考えることをしなかった。しかし今は恐れよりも知りたいという欲求のほうが上回っている――もっとも、どうせ自分のような者には話してもらえないだろうと高を括くくっていたのだけれど。

　案の定、シーグフリードは宙を睨にらむように眉み間けんに皺しわを寄せている。

　やはり駄目か。ノアは潔く諦あきらめて頭を下げた。

「すみません。出過ぎた質問で――」

「……いいだろう。戯たわむれに教えてやる。少々長くなるが」

　驚いて、下げたばかりの頭を跳ね上げた。

「よ、よろしいんですか？」

「隠し立てするような内容でもない」

　それに、と付け加えてくる。

「反応を見てみたくもある」

　邪悪な薄ら笑いがそこにあった。

　やぶ蛇だったかもしれない、とノアは早くも後悔した。
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　始めに、シーグフリードは確認してきた。

「初代ハウスマンのことは当然知っているな」

　ここで首を横に振る輩やからはいないだろう。その人物の名は大陸史における基礎中の基礎とも言うべき知識である。

　初代ハウスマンはおよそ四十五年前の終戦期、当時の帝国、軍国、群集列国のいずれにも属さない、独立交易都市の基盤を打ち立てた偉人だ。また大陸史研究の第一人者でもあった彼は、霊体を悪魔契約でなく祈き祷とう契約という形で利用する方法を見み出いだし、その契約術式は度重なる戦争で疲弊していた大陸の再興に貢献した。

　やはり“〝ハウスマン”〟の姓を公表していたことからも予想できる通り、シーグフリードは初代ハウスマンとの間に何らかの縁があるらしい。初代は最期まで血縁を持たなかったらしいが、だとすればどのような関係だったのか。

　シーグフリードはそれをすぐに説明するつもりはないようだった。前置きとして必要なのか、初代ハウスマンの話を続ける。

「知識欲の塊だったヤツは、その欲望を叶かなえるためならば何でもやった――」

　様々な功績で知られている初代ハウスマンだが、身近にいた者からすればあまり褒められた人間ではなかった。

　その最たるものが、彼の行っていた“〝悪魔契約の研究”〟である。

　研究材料は旧群集列国から大量に買い叩たたいた奴隷ども。麻酔効果のある祈祷契約を用いた上で、外科術式によって彼らの胸を切り開き、それぞれの心臓の上に刻まれた『死言』を書き写す。術後に薬物を投与して正気を失わせ、己の『死言』を唱えるよう誘導。それを繰り返すことで悪魔のサンプルを次々増やし、研究に活いかしていった――

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　茫ぼう然ぜんとしていたノアは慌あわてて止めに入る。

　シーグフリードは当たり前のように語るが、自分にとっては初めて聞く内容だった。

「あの初代ハウスマンが、禁止されていた悪魔契約をそのような非人道的な方法で私用していたのですか!?」

「悪魔契約を禁呪とした大陸法は、終戦の年に制定されたものだ。ヤツはそれ以前からこの研究を行っていた。もっとも、その後も隠れて続けていたがな。……大体ヤツはどうやって祈き祷とう契約を見み出いだしたのだと思う？」

　と訊きかれてもノアには答えようがない。自分は祈祷契約そのものに馴な染じみがないのだ。

　シーグフリードはこれまた何でもないように、

「悪魔契約の研究の一環で、たまたま霊体の別の使い道――祈祷契約を発見したに過ぎない。数えきれないほどの人間を犠牲にして手に入れた契約術式を、ほとんどの者がそうとは知らずにありがたがっているということさ。独立交易都市の一部の人間はその真実を知りつつヤツの研究を黙認してきた。傑作だろう？　そんな奴やつらが今、正義を語っているんだからな」

　くつくつと嗤わらうシーグフリードを、ノアは唖あ然ぜんとしながら見ている。

「ヤツはいつも研究のことだけを考えて生きていた。生粋の変人だったぜ」

　まるで友人のことを語るような口ぶりだ。

　ふとノアは思った。

　自分は初代ハウスマンの生没年を知らない。しかし四十五年近くも前になる大戦の、さらに以前から研究を行っていたと言うのだから、かなりの高齢だろう。

　シーグフリードはいつ、どのようにして彼と知り合ったのか。

「まあ、隠れて研究を続けていたといっても、戦後は祈祷契約以外に大した成果を出せなかったらしい。せいぜいが独立交易都市の連中の求めに応じてヴァルバニルに関する研究資料を渡したり、祈祷契約の新術式を公開したり、その程度だ。だからヤツは手慰みにある実験を始めることにした」

「手慰みに、ですか」

「ああ。退屈しのぎに悪魔と人間の交配実験を行った」

「交配……悪魔と人間のっ？」

　愕がく然ぜんとするこちらをよそに、シーグフリードは言う。

「ただしこの交配実験は初めての試みではなく、過去にも何度か試したことがあるものだった」

　そのときに行ったのは“〝人型の魔剣”〟と“〝人間の雄”〟の交配。人型の魔剣は魔剣の子を宿し、出産とともに絶命した。数例試したが結果は同様。

　これを受けて、人型の魔剣が等しく雌の形をしている理由やその機能の詳細などを類推することができた。しかし初代ハウスマンはこの結果にあまり面白味を感じなかったらしい。以後彼は交配実験から離れた。

「しかし終戦から二十年だったか三十年だったか。ヤツはそれを再開した」

「ど、どうしてでしょうか」

「言っただろう。手慰み――単なる退屈しのぎだ」

　ノアはもう、わけがわからなかった。

　退屈しのぎに人体実験をするという発想がまるで理解できない。

「ヤツはまず群集列国から女の奴隷たちを買い取り、そいつらに自分の子を産ませた」

「…………えっ!?」

　困惑する。悪魔と人間の交配実験ではなかったのか？

「この実験は別の検証も兼ねていたのさ。それは――」

　それは“〝年齢が悪魔契約に及ぼす影響”〟についての検証、である。

　死言は個人によって異なるため、実験のたびに胸を切り開いて直接それを確認しなければいけない。故ゆえに必要となる人材は外科術式に耐えられる肉体に限られ、初代ハウスマンは買い集める奴隷も成人を選ぶようにしていた。

　しかし此こ度たびの実験ではこの制限を緩めた。検証のため、言語能力が身につく年齢から人材を調達することを決めたのだ。とはいえさしもの奴隷大国も乳幼児の奴隷は扱っていない。そこいらからさらってくるのもリスクが高い。だから初代ハウスマンが至った結論は、自分で材料を作る――女の奴隷たちを片かたっ端ぱしから妊娠させるということだった。

　ノアは先ほどから気になっていたことを訊たずねた。

「初代ハウスマンには血縁がなかったと聞きますが……」

「公には、な。とても公表できる内容でないことはお前にもわかるだろう。それにあくまで“〝材料”〟としての扱いだ。ヤツは奴隷が産んだ子を血縁とは見なさなかった」

　――ひどすぎる。

　人を人とは思わない行い。正気の沙さ汰たとも思えなかった。

　そこでノアははっとなった。

「ま、まさか……その子どものひとりが……？」

「そう言うと思ったが、違う。その材料の中に俺おれはいない」

　あっさりと否定され、肩透かしを食らう。ではシーグフリードはいつになったら話に出てくるのだ？

　こちらの疑問には取り合わず、当の本人は先を続ける。

「とにかく、ヤツは奴隷たちに子を産ませた」

　生まれた子どもたちはそれぞれの母体となった奴隷に世話をさせ、材料の成長を待つ。おおよそ言語能力が身につき始める一歳児から実験を開始した。

　無論、実験は難航した。やはり一歳児には外科術式に耐えられる体力が備わっていなかったのだ。よしんば耐えられたとしても、成人と違って理性が未熟なせいか悪魔契約の制御に失敗し、暴走を引き起こすことがしばしばあった。何体か無駄にした後、初代ハウスマンは対象年齢の引き上げを決める。

　このようにして実験は繰り返された。

「……いちいち材料の成長を待たなければいけなかったから、気の長い実験だな。その困難さが却かえってヤツの研究心に火を点つけたらしいが」

　鼻で笑うシーグフリードだったが、ノアは別のことを考えていた。

　たった数年足らずで引き離されることが決められた母子。母親は異常な実験のために我が子を育てなければならない。その気持ちを想像し、背筋に冷たいものを覚えた。

　――どうしてそんなことができたんだ？　良心が痛むことはなかったのか？

　知識欲の塊。手慰み。退屈しのぎ。研究心。

　そんな言葉どもで済ませてもいいことなのか？

「実験はそのほとんどが失敗に終わった……が、一例だけ成功した」

　成功した――。その一言、というよりも声音そのものにノアは胸を突かれた。

　シーグフリードはこちらを見ていない。今の今まで気だるげな空気を保ち続けていた彼が、このときに限ってはその倦けん怠たい感かんすら打ち消し、仮面のような無表情になっていた。何らかの感情を押し殺すため。

　彼は訥とつ々とつと述べる。

「成功したのは四歳の女児。この娘は二度、悪魔契約を行った。一度目は腕を一本、霊体に捧ささげ、一振りの魔剣を生んだ。……魔剣の悪魔ができる条件を知っているな。術者が神に対して憎悪を抱きながら契約を行った場合、そいつは高い確率で魔剣を生む。たった四歳の娘が魔剣を造り出すほどの憎悪を抱いたわけだ」

　ノアはヴェロニカが魔剣に変化する際の呪じゆ文もんを思い出した。

『眠りを解け。罪に酔え。毒を獅し子しに。――――神を殺せ』

　――ヴェロニカを生んだ術者も、神様を恨んでいたんだろうか。

「二度目の悪魔契約では娘の肉片は残らなかった。制御し切れなかったのだろうな。娘は残った肉体をすべて捧げ、一体の悪魔を生んだ。……ここでようやく当初の目的が果たされる」

　当初の目的？　とノアは首を傾かしげたが、すぐに思い出した。

　交配実験だ。

「契約を行った術者の性別と、そいつが造り出す悪魔の性別に因果関係があるかどうかは未いまだに明かされていない。とりあえず今回の実験で生まれた悪魔が持っていたのは、男性器だった。だからヤツ――初代ハウスマンはその悪魔に女の奴隷を犯させた」

　もしも悪魔の持っていたのが男性器でなく女性器だったら？　と確認するまでもない。その場合も初代ハウスマンは両者の立場を入れ替え、奴隷のほうに悪魔を犯させていただろう。ノアは段々と彼の取りそうな行動がわかるようになっていた。

　とにかく――

　以前の交配実験は“〝人型の魔剣”〟と“〝人間の雄”〟だったが。

　今回の交配実験は“〝悪魔”〟と“〝人間の雌”〟が選ばれたということ。

「これも失敗が続いた。大概の悪魔は人間のような思考力を持っていない。何十人もの奴隷が悪魔の餌え食じきになった。それでもヤツは薬物の投与や祈き祷とう契約によって悪魔を抑制し、ようやくひとり、奴隷を犯させることに成功した」

　ノアはごくりと喉のどを鳴らす。

「結果は……」

「胎はらんださ。産んだ際のショックで母体は死んだがな」

「……」

　しかしこれによって悪魔と人間の両方の血を引く子が生まれたことになる。かなりの年数を要しただろうが、一連の交配実験は一応の成果をあげた――かのように見えた。

　しかしシーグフリードは昏くらい笑みを浮かべて言った。

「ところがこの子どもがとんだ欠陥品だった」

「え？」

「姿形は人間の幼児。しかしそいつには肝心の生殖機能がなかった」

　人間と悪魔の異種交配はやはり異端の生命だったのだ。

　生まれた子は自身の血を連綿とつなぐことができず、一代限りの命として終わる。

　そして――ようやくノアはわかった。

「それでも長い時間をかけてたどり着いた実験結果だ、ヤツも処分するのは惜しかったのだろう。そいつの身体からだを好き勝手に弄いじり回しては何かしらの情報を引き出そうと躍起になっていた。何の役にも立たない情報を後生大事に保存してな。滑こつ稽けいな話だ」

　彼が昏い笑みを浮かべるわけ。

　わからないわけがなかった。

「…………それが、あなたなんですね」

　口にしてすぐ、失態に気付いた。己の声に一抹の同情が覗のぞいてしまったこと。

　シーグフリードは不機嫌そうに鼻を鳴らす。

　まるで幼い子どもが拗すねたように見えたのは、きっとノアの気のせいだ。
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　疑問はまだあった。

　初代ハウスマンが件くだんの交配実験を開始したのは戦後二十年か三十年くらいとのことだったが、さらに悪魔と奴隷の子が生まれるまでには少なくない年月を要している。

　今年は戦後四十五年。ということは――

「あなたの歳としは……いくつなのですか」

　気付いたか、とシーグフリードは唇の端を上げた。

「お前の想像通りだ。俺おれは十にも満たない」

「じゅっ……」

　すなわち一ひと桁けたの年齢だ。さすがに三歳やそこらということはないと思うが、どちらにせよまったく身体からだと釣り合っていない。元々歳のわかりにくい容姿ではあったが、例えば三十代と本人に言われていれば頭から信じただろう。

「悪魔の血のせいか成長が異常に早くてな。近ちか頃ごろはこの状態で落ち着いているようだが」

「はあ……じゃあ傷の治りとかが早いのも」

「同じ理由だろうな」

　これでようやく火傷やけどの跡が残らなかったことにも合点が入った。

　それにしても、とノアは重い息をついた。

　非常に感想に迷う内容だった。あまりに残酷な実験の数々。聞いているだけでもずいぶんと体力を奪われたように思う。この疲労感そのものが感想だと言ってもいい。

　と、シーグフリードがあっさりと口にした。

「特に感想は要らないぞ」

「え？」

「お前のその面で十分だ」

　一瞬、何を言われたのかわからなかった。

　否、わからないふりをしようとしたのだ。

　実のところノアは、初代ハウスマンの悪逆非道な所業に怒りを覚えているわけでも、恐れを抱いて青ざめているわけでもなかった。言葉や態度では反発の意思を表示していても、その表情だけは本音を隠せていない。

　紅潮した頬ほお、広がった鼻の孔あな、緩んだ口くち許もと――すべてが雄弁に語っている。

　ノアはシーグフリードの話を聞いて、すこぶる興奮していた。

　初代ハウスマンの、私欲のために他人を道具扱いする残虐性と独善性。己にはない感覚、己にはできない行動に、不覚にも憧あこがれに似た思いを抱いてしまったのだ。そのような自分を不謹慎に思う気持ちも恥じる気持ちもありはしたが、やはり前者のほうが気持ちの量は勝っている。

「ヴェ、ヴェロニカに毒されたんでしょうか」

　あの加虐主義サデイストと行動をともにしていれば少しくらいは影響を受けてもおかしくはないのかもしれない。ノアは自分に言い聞かせるようにそう思ったけれど。

　違う、とシーグフリードはばっさり切り捨てた。

「お前も根本はこちら側の人間ということだ」

　人間でありながら、生来がヴェロニカやシーグフリードたちと同類。喜べばいいのか落胆すればいいのかわからなかった。

　――どっちでもいいけどさ。

　もう自分はこの世界にどっぷりと浸つかってしまっている。

　何をどう思おうが手遅れなのだ。

「……でも、どうして僕にこの話を？」

　戯たわむれに話すにしては重すぎる内容だった。さして親しくもない、シーグフリードにとってはひとつの駒こまにしか過ぎないだろう自分にわざわざ時間を割いたのは何な故ぜなのか。

　シーグフリードは片かた膝ひざの上に頬ほお杖づえを突き、にやりと笑った。

　この質問を待っていたみたいに。

「お前とヴェロニカはふたり合わせて初めて一体の魔剣となる。いわばお前はヴェロニカの部品だ。欠ければ魔剣『ヴェロニカ』は機能しない」

　そんな今さらのようなことを言い、

「そしてお前は知ったな。お前の主人がどういった存在か――俺おれにどんな人間の血が流れているか」

　初代ハウスマンの血。

　人を人とも思わない、狂人の血族。

「もう逃げる気さえも起こらないだろう？　俺から」

　ああ、とノアは把握した。要するに釘くぎを刺すためだったのだ。

　――僕はどうしようもなく臆おく病びようだ。

　気が弱く、痛みというものを極度に恐れる。自分で言うのもなんだが、いつ何時戦場から逃げ出してもおかしくないような男だ。

　そのように心の弱い人間とヴェロニカを組ませるのには不安がある。だからシーグフリードは釘を刺した。ノア・カートライトの主人がどれだけ恐ろしいモノなのかを思い知らせ、それこそ“〝逃げる気さえも起こらない”〟ようにするために。

　ノアは胸のうちで嘆たん息そく交じりに呟つぶやく。

　――すべてあなたの思おも惑わく通りですよ。

　心はとうにシーグフリードに屈服し、服従していた。

「話は終わりだ」

「はい。ありがとうございました」

　思わぬ長居となった。ノアは今度こそ席を立つ。

　扉の前まで来たところで、聞き忘れていたことを思い出して振り返った。

「あの」

「……何だ」

「あなたはどうやって初代ハウスマンの許を逃げ出したんですか？」

　不意に、ノアは室内の温度が急激に下がったような錯覚に見舞われた。

　そして飛び出しそうになった悲鳴をなんとか呑のみ込む。

　殺意と怒気を充満させて、三白眼の眼まな差ざしが自分を射抜いていたのだ。

「どうして俺おれが“〝逃げ出した”〟のだと思った」

「え？　いえ、あの……ひどい実験を受けていたと、聞きましたから……」

　言葉は尻しりすぼみになる。ノアはほとんど涙目だった。

　主人の視線はこちらの身体からだを串くし刺ざしにし、わずかに目を逸そらすことも許さない。

「……封印強化遠征を知っているか」

「きっ、聞いたことがあります。フラ、フランシスカさんから」

「ヤツはその遠征で死んだ。ヴァルバニルの“〝手足”〟にやられてな。それで俺は自由の身になった」

「な、なるほど」

　相あい槌づちを打ちつつも、つい思わないではいられなかった。

　初代ハウスマンが死んだのは本当にヴァルバニルのせいなのですか？

「早く行け。目め障ざわりだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「し！　失礼しました！」

　慌あわてて退室した。廊下に転がり出た途端、腰が砕ける。それでも這はいずるようにしてシーグフリードの私室から離れた。普通に立って歩けるようになるまでには少し時間が要った。

「…………あ」

　とぼとぼと廊下を歩きながら、ノアはまたしても訊きき忘れていたことを思い出した。しかしさして大事なことでもないだろう、また下へ手たに刺激して怒らせてはたまらない、と思い直して自分の中に留とどめておくことにした。

　女児の片腕が生んだ魔剣は今何処いずこに？　という問いを。





　ノア・カートライトが退室した直後――

　突如、黒い炎の柱が立ち昇る。それは床に散らばっていた書類の束を一瞬にして灰に変えたが、不思議とそれ以上燃え広がることはなかった。柱は数秒足らずで掻かき消え、それが焦がした床の上にひとりの女を残す。

　黒ずくめの貴婦人だ。髪も目も、枯れ木を思わせる細長い肢体を包むドレスも何もかもが黒く、対照的にその肌が病的に白い。表情に温度というものが感じられない、妙に生気の薄い女。

　フランベルジュの魔剣『エヴァドニ』である。

　ノアとエヴァドニは互いに面識があったが、一方でノアはエヴァドニの剣の姿を見たことがない。だから彼とシーグフリードの会話に聞き耳を立てている彼女のことにも最後まで気付かなかった。

　人の姿に変化したエヴァドニは長なが椅い子すのほうを振り返る。

「あなたにしては饒じよう舌ぜつでしたね」

「……」

「ノア・カートライトは昔のあなたに似ています。一部ですが」

「……折るぞ」

　鬱うつ屈くつとした声で脅し、シーグフリードは首を後ろに倒して天井を仰いだ。

　ノアに話した内容が脳裏をよぎる。

『悪魔の血のせいか成長が異常に早くてな。近ちか頃ごろはこの状態で落ち着いているようだが』

　あの臆おく病びような男は気付かなかったらしい。

　成長が早いということは、通常の人間よりも寿命が短いということ。

　その成長が停滞したということは――すでに死期が近いということ。

　だからシーグフリードは急ぐ必要があった。

　この身が朽ち果てるまでに、望みを全うしなければいけない。

「みんな、くたばっちまえ」

　何ど処こか子どもじみた独り言に、エヴァドニは沈黙を返すだけだった。



    

  
    
      


第28話　聖剣 Sacred Sword





　　　１



　食卓の上には所狭しと料理と食材が並べられていた。

　豚の骨で出だ汁しを取ったスープ、窯かまで焼いた小麦のパン、塩漬けの肉、蒸かした芋、調味料で簡単に味付けされた羊肉と野菜の煮込み、瑞みず々みずしい果物類、水洗いした野菜をそのまま山のように盛った籠かごもある。

　それらを巌いわおのような大女――『聖剣』がものすごい勢いで食らっていた。

　スープはスプーンを使わず、器の縁に直接口をつけて飲み干す。フォークが彼女の腕力に耐えられず折れてしまうと、やおら素手で食材を鷲わし掴づかみ。何の調理も施されていない、ただ水洗いしただけの野菜はどうするのかと見ていたらそのまま大きく口を開いて丸まる齧かじりにしていた。食事の作法なんて何ど処こへやら、せっかくの純白の法ほう衣いも襟元や袖そで口ぐちからどんどん汚れていく。食べ方がまるで幼児のそれだった。

「ふむ。少々肉が足らんな」

「我慢してください。時期が時期なので食材があんまり集まらないんです」

「ふむ。まあいい。油っ気は少ないが味付けは悪くない。この茶も霊体が非常に豊富で、実に刃やいばに効く」

「あ、それは灰はい被かぶりの森で採った野草で淹いれたものでして……」

　差し出されたコップに茶を注つぎ直しながら、リサが説明している。聖剣はそれを聞いているのかいないのか、まったくペースを変えずに次々器を空にしていく。

　そんな様子を――

「…………」

　大の大人たちが揃そろいも揃って、黙って見守っていた。

　セシリー・キャンベル、ヒューゴー・ハウスマン、ハンニバル・クエイサー、ヒルダ・キャヴェンディッシュ、ヘイゼル・キンバリー、銘めい無なし、ユーイン・ベンジャミン、軍国の聖剣師たち、そして窓際の椅い子すにはルーク・エインズワース。決して広いとは言いがたい工房アトリエ『リーザ』の母おも屋やの中に、これだけの人数がぎゅうぎゅう詰めになっていた。

　溶岩の騒動の翌日である。朝というには遅く、昼というには早い時間帯。

　昨夕、聖剣は“〝眠いから詳しい話は次の日に”〟というようなことを告げてすぐ、剣の姿に変化してしまった。だからセシリーたちは色々と聞き出したいのをぐっと我慢して引き下がり、しかし中途半端にもたらされた情報のせいで眠れぬ夜を過ごす破目になった。

　一夜明けて集まった者たちはそのほとんどが目を赤く充血させている。今すぐにでも昨夕の続きを聞きたいのだが、肝心の聖剣殿は睡眠欲の次は食欲を満たすことにしたらしい。こちらのことなど気にしたふうもなく、リサの用意した料理や食材を貪むさぼり食っていた。

　空気を察したのだろう、聖剣は誰だれに訊きかれたわけでもないのに言った。

「自覚はないが、お前たちの話によると手前は数百年もあの火山の中にいたというじゃないか。それでは腹が空すくのも当然だ。長い役目を終えて奇跡的に帰って来れたのだし、物を食べる時間くらい待ってくれるのが人情というやつだろう」

　セシリーは昨日の会話から薄々わかっていたが、この聖剣、かなり勝手気ままな性格をしている。雰囲気は皆に見守られているというより集団に監視されているといったほうが近いが、それでもこのように居丈高な態度で食事ができるというのは、神経が太いというか怖いもの知らずというか――とにかく肝が据わっている。

「…………むぅ」

　ハンニバルなどは特に苛いら々いらしているようで、先ほどからぴくぴくと眉まゆ尻じりをひくつかせていた。彼にしては珍しく落ち着きがない。ひょっとして聖剣に禿はげ呼ばわりされたことを未いまだに気にしているのでは、とセシリーは邪推した。実際、自衛騎士団の中であのように団長の頭部について言及できる者はいない。

　――しかしよく食べるな。

　聖剣の豪快な食べっぷりに、セシリーはいっそ感心するくらいだった。

　剣の悪魔とは基本的に大食らいなのだろうか。身近な例を挙げれば、アリアも結構な健けん啖たん家かだった。またヒルダによれば銘めい無なしもよく食べるらしい。食費に関しては経費が出るので問題ないが、頻ひん繁ぱんに外食に付き合わされるヒルダは近ごろ腹回りを気にしていた。

　そういえば、とセシリーは隣で暇ひまそうにしていた彼女に小声で訊たずねた。

「どうしてヒルダたちもいるんだ？」

「ん？　ああ、銘無し様の御所望さ。噂うわさの聖剣を一目見ておきたいんだと」

　肩をすくめて答える彼女のさらに横では、ヘイゼルと銘無しが肩を並べて立っていた。ヘイゼルは物珍しそうに母おも屋やの内装を見回し、銘無しは何ど処こかぼうっとした眼まな差ざしで、聖剣が果物にかぶりつく様子を眺めている。

　セシリーはヒルダとヘイゼルの三人一組で騎士団の仕事を行うことが多い。銘無しの監視役を任されているヒルダは職務の間もできるだけ彼女を同行させていたので、自ずとセシリーも彼女と過ごす時間が増えていた――のだけど、それでも銘無しの考えていることはどうにも掴つかめずにいる。

　人の姿を兼ねながら固有の銘を持たないという、正体がクリスナイフの魔剣。かつて火山洞どう窟くつの中で自身の正体を明かしたとき、彼女はこうも言っていた。

『私はあなたたち、ひとりと一振りの行く末を見届けたい』

　セシリーとアリアの未来を見届けたい――

　その言葉に込められた意味を、しかし銘めい無なしは未いまだに語ろうとしない。

　アリアとの出会いが彼女に何らかの影響を与えたことは確からしいが、そのアリアとどのような会話を交わし、どのようなことを思ったのか、具体的なことについては何ひとつ教えてくれないのだ。少しでも追及しようものなら彼女は頑かたくなに口を閉ざしてしまう。自分たちの未来を見届けるんじゃなかったのかとセシリーは戸惑うばかりだった。

　銘無しは現状、他愛たわいのない日常を送っている。特に有力な情報をもたらすでも協力的な姿勢を見せるでもなく、時間を見つけてはヒルダを連れ回して市内のあちこちを歩き回っていた。傍はた目めには観光に明け暮れているようにしか見えない。ヘイゼルとヒルダはある強盗事件を通し、一度だけ彼女の力を借りたことがあったみたいだが、それも銘無しの中では個人的な貸し借りの範はん疇ちゆうに過ぎないらしい。

　とにもかくにも今日に至るまで、銘無しは核心に触れることを避け続けてきた。

　――その彼女が何な故ぜ、聖剣に会いたがったのか。

　ただの興味本位なのか、それとも何か目的があってのことなのか――

　と、そこで豪快なげっぷ音が響き渡った。視線を戻したセシリーはぎょっとする。少し目を離していた隙すきに、食卓の上にあった料理や食材がすべて平らげられていたのだ。

　聖剣は汚れた口くち許もとを手の甲で拭ぬぐい、緩く息をつく。

「馳ち走そうだった。まあ、腹三分目といったところだな」

　――底無しか！

　セシリーは心の中で叫んだ。

　聖剣は一同の不安そうな顔を見回し、にやりと笑う。

「安心しろ。これ以上待たせはせん」

　誰だれからともなく安あん堵どの息が漏れた。

　ヒューゴーが前に出る。

「それでは、まずお訊ききしたいのが――」

「先に申しておくが、重大なことは昨日におおよそ伝えたつもりだ」

　先制するように言われ、ヒューゴーのみならず居合わせた全員が虚を突かれた。

「質問攻めにされるのは敵かなわん。情報は伝えたのだから後は実践的なところだろう」

「実践……？」

　いかにも、と聖剣は席を立って促してきた。

「さあ、何を案か山か子しのように突っ立っている。手前の次代に足るものか、お前たちの刀を鑑定してやると言っているのだ。とっとと用意せよ」





　外は麗うららかな陽気と日差しでぽかぽかと暖かく、きらきらと輝いていた。最近の独立交易都市では久しく見られなかった、実に春らしい天気。それもそのはず、つい昨夕の“〝光の壁”〟は分厚い火山灰の雲を真っ二つに割り、大きな雲間を残していったのだった。

　日中の今、その隙すき間まからは青々とした空が顔を覗のぞかせ、温かな陽光が舞台照明のように市内を照らしている。屋内にいるのがもったいなく思えるほどの晴天だ。

　そのような陽春の下もと、聖剣を始めとした一同はぞろぞろと母おも屋やから鍛か冶じ場のほうへ移動する。セシリーはルークに手を貸しながら皆の後に続いた。

　ここにいる全員を収容するのに鍛冶場の広さではとても足りない。なのでリサと聖剣師の職人たちは手分けして何本もの刀を屋外に運び出し、それらを鍛冶場の外壁に立てかけていった。すべて拵こしらえのない裸の直刀である。

　セシリーは皆の肩越しに、並べられた刀たちを覗き込む。

　――あれがリサの打った刀か。

　ルークが視力を失ったことで工房アトリエ『リーザ』の鍛冶態勢は大きく変わった。

　弟子のリサが刀工として鍛冶の監督をし、軍国の聖剣師たちがその相あい鎚づち役を務めるという形。ルークいわく、鍛錬の作業において刀工と相鎚の呼吸を合わせることは非常に重要なことで、最初のうちはやはりその点で苦労したらしい。

　しかし最近では彼らの呼吸も合うようになり、おかげで一定以上の質を保った刀を鍛錬することができているとのことだった。中でもリサの上達は目覚ましく、熟練の鍛冶師である聖剣師たちも舌を巻くほどだという。

　新しい聖剣の完成にはまだ遠いにしても、一歩ずつ確実に近付いてはいるはず――

「話にならない」

　そのような淡い期待を、しかし聖剣はばっさりと斬きり捨てた。

　彼女は刀を手に取ることすらしなかった。ざっと見ただけで評価を下し、まなじりを決してリサたちを振り返る。その眼光はあからさまな怒気を帯びていた。

「鍛錬法は間違っていないが、それをするための腕がまったく足りていない。この凡剣どもは何かの戯たわむれのつもりか？　まさか手前の目を試そうという魂胆か？」

「そんなわけがないだろう」

　反論したのはリサでも聖剣師でもなく、ルークだった。

　近ごろの彼はかなり言葉を選ぶようになってきたとセシリーは思う。集団でいるときは特にそうで、ここぞというときにしか口を開かない。目が見えなくなった分、常に他人との間合いや己を取り巻く空気などを探りながら過ごさなければいけないから、自然と発言も慎重になるのだろう。さっきだって、前までの彼なら食事中の聖剣に対して文句のひとつも垂れていたところだが、それもなかった。

　しかしこのときばかりはルークも言葉を選んでいられなかったのかもしれない。

　たまらずといったようにまくし立てる。

「これが今の俺おれたちの精一杯だ。これでもぎりぎりでやっている。そりゃ、まだまだ聖剣には程遠いのかもしれないが、いずれ、そのうち――」

　そばにいたセシリーは訝いぶかしく思わずにはいられなかった。らしくない、と。このように言い訳がましい弁解はルークらしくない。事実、彼の声音には強い焦あせりが覗のぞいていた。

　聖剣は「ならば」と言い返す。

　突き放すように低い声で。

「いずれそのうち、滅ぼされるがいい」

　横柄な面が目立ちつつも、セシリーはどうしてか彼女に対して憎めなさを感じていた。相手があの『聖剣』なのだと知ったときは反射的に身構えてしまったが、それから自由奔放な気性で周囲を振り回すところや子どものように料理を貪むさぼり食べる様子を見ているうち、段々と親近感を覚えていったのだ。それでいて何ど処こか超然とした雰囲気。出会って丸一日と経たっていないにもかかわらず、セシリーは不思議と彼女に魅力を感じ始めていた。

　しかしそれも彼女のほんの一面に過ぎない。

　その強こわ面もてに憤怒を露あらわにした聖剣は、炯けい々けいたる眼でルークを睨にらみ据えていた。

「思い知れ。“〝今”〟成せなければ“〝いずれ”〟も“〝そのうち”〟も成せん。昨日のこと、よもや忘れたとは言わせないぞ。お前たちは確かに手前の力に度肝を抜かれていた。そこの女などは腰を抜かしておったな」

「えっ」

　突然こちらを指差して暴露してきた。思わぬ方向からの攻撃にセシリーは赤くなる。

　聖剣はなおも辛しん辣らつに一同に言葉を浴びせた。

「少なくとも手前のような力を擁さねば、かの獣の封印は成せないのだ。たかが溶岩にすら慌あわてふためいていたお前たちに、それを成すだけの備えが“〝今”〟できているのか？」

　答えられる者はいなかった。リサは口惜しげに唇を噛かみ、聖剣師たちは己らの不ふ甲が斐いなさにうつむき、ヒルダとヘイゼルは居心地が悪そうに互いに視線を交わし合い、銘めい無なしは相変わらず何を考えているのかさっぱりわからない無表情で成り行きを傍観し、ユーインは拳こぶしを握って足許を見つめ、ハンニバルやヒューゴーでさえも言葉もなく沈黙している。もちろんセシリーだってこの空気をどうしたらいいのかわからない。

　でも、やはりルークだけは違った。

　彼はむきになったように聖剣の立つ方向に食ってかかる。

「それでも俺たちはやらなきゃいけない！」

「心意気は結構だがな。大声を出して聖剣ができるのならば刀鍛冶ブラツクスミスは要らん。……そもそも小僧、お前の体臭はどうにも鼻につくのだが。何か悪いモノでも食ったか？」

「ッ！　安い挑発を――」

「ルーク！　待ってください！」

　リサの制する声に、ルークは踏み止とどまる。

　セシリーも彼の手を取り、耳許で囁ささやいた。

「落ち着けルーク。どうしたんだ、あなたらしくないぞ……」

「…………すまん」

　ルークは小さく詫わびてこちらから顔を背けてしまう。追及を拒むような動きに、セシリーはそれ以上声をかけることができなかった。

　そうしている間にもリサは聖剣の許に歩み寄り、彼女に言った。

「あなたにそう言われちゃうことはわかっていました。私、まだまだ未熟ですから」

「……何だと？」

　聖剣が驚いたように漏らす。

「悪魔の娘よ、これらはお前が打った物なのか？」

　リサは頷うなずいて認める。

「ではお前が現代の刀鍛冶なのか？」

「いいえ。正式にはその弟子です。……セシリーさん、今持っている剣をお借りしてもいいですか？」

　借りるも何も、これは自分のほうこそが借りていた代物だ。セシリーは腰に帯びていた直刀を鞘さやごと取り外してリサに手渡した。リサはそれを聖剣に差し出す。

　聖剣は眉まゆをひそめつつも無言で受け取り、鞘から刀身を覗のぞかせた。

　瞬間――

　日差しを受けた刃やいばが強い反射光を返す。

　片目を瞑つぶった聖剣は、完全に抜刀したそれをためつすがめつ眺めた。

「…………ふむ。こちらは存外に悪くない。手入れも行き届いている」

　定期的に油を注さしておいてよかった。セシリーはこっそり胸を撫なで下ろす。

「これを打ったのは？」

「ルーク・エインズワース。正統な『聖剣の刀鍛冶』の継承者ですよ」

　リサはそう言って聖剣にルークを紹介した。当の本人は先ほど食ってかかったばかりでばつが悪いのか、彼女の立ち位置とは別の方向を向いている。

　聖剣が首を傾かしげた。

「エインズワース？　手前の知っている刀鍛冶の家系と違うな」

　一瞬、セシリーはこの場の時間が停滞したように錯覚した。

　じわじわと彼女の言葉の意味が理解され、一同は一斉に叫ぶ。

「ええええええ!?」

　エインズワース家が刀鍛冶ブラツクスミスの家系ではないっ？――

　それが本当ならば、ヴァルバニルを封印するだとか聖剣を鍛錬するだとかの話どころではなくなってしまう。あまりのことに脳天から卒倒しそうになるヒューゴーを、こちらも顔面を蒼そう白はくにしたハンニバルが辛うじて支えた。

　あれ、とセシリーは気付く。

「……技術というか鍛錬の方法自体は間違っていないんですよね？」

「いかにも。それは昨日確認した通りだ。だからこそ解げせないのだ。刀鍛冶の技術は一子相伝のものであるはずだぞ」

　大したことじゃない、と未いまだにそっぽを向いたままのルークが言った。

「技術は継承されてきたが、血は継承されなかったということだろう」

「ふむ？　小僧、先を述べよ」

　ルークは小僧呼ばわりが気に食わない様子だったが、舌打ちして続ける。

「技術もそうだが、何百年も同じ血統をつないでいくというのは言うほど簡単じゃない。子を生なせなくて養子を取ることもあれば、血のつながっていない弟子に技術と家名をまとめて継承させることもあっただろう。そして何らかの理由でそういった対処ができなかったということもな。……そもそも一子相伝という伝授法そのものが眉まゆ唾つば物ものなんだよ。現に軍国にも似たような『本ほん三さん枚まい』という技術が伝わっていたし、エインズワース家に伝わっていたのも『甲こう伏ぶせ』という技術だった。『四し方ほう詰づめ』はそれらを参考に俺おれが改良したものだ。一子相伝なんてしょせん建前上のもので、実際には技術の流出が起こっていたし、さらに個々の鍛か冶じ師によって様々な手法に改良されていった――これが真実だ。俺はこの辺りの変遷については興味がないからどうでもいい」

「ぼ、僕はあります。その変遷は大陸史にも大きく係わっていそうなので」

　ユーインが恐る恐るといったように口を挟んだが、やむなく無視された。ちなみに先ほど卒倒しかけたヒューゴーはハンニバルに肩を借りてなんとか立っている有り様だ。問題がないとわかったことへの安あん堵どで、却かえって力が抜けてしまったらしい。ヘイゼルとヒルダなどは退屈したのか立ち話に興じている。意外に肝の太い後輩たちである。

　聖剣はルークの言葉を吟味するように腕を組んでいたが、やがて頷うなずく。

「悪くない推測だ。では小僧、お前はエインズワース家とやらに伝わっていた技術を独自に改良し、この直刀に至ったというわけか。大したものだ、実に。……故ゆえにこそ惜しい」

　わずかに消沈したように声の調子を落とす。

「先ほどから気にはなっていたが……目か」

「ああ」

「確かに鍛か冶じ師の中には失明する者が少なくない」

「俺おれの場合は少々特殊だがな」

「ふむ？　後で聞こう」

　次いで聖剣はリサのほうを見たので、リサは頷うなずきを返す。

「そういうわけで弟子の私がやるしかないんです」

「……合点が入った。技術の件は一度脇わきに置こう。今ここで改善策を見み出いだすことは困難だとわかった」

　早くも先行きに暗雲が立ち込めていた。

　誰だれもが薄々わかっていたことだが、聖剣本体の目利きによってリサの腕がルークのそれに遠く及ばないことがはっきりと判定されてしまった。それでも彼女が彼の代役を務めなければいけない状況に変わりはなく、希望はとても薄い。“〝聖剣の下山”〟という出来事で一同の期待値が上がっていただけに、その反動は重く圧のしかかってきた。

　セシリーはそっと息を吐く。

　――しかしこれが私たちの現実だ。

　自分たちはこの現実と向き合った上で戦っていかなければいけない。

　いちいち落ち込んでいる場合ではないのだ――そう己に言い聞かせたとき。

　聖剣がそれを切り出した。

「材料の件だが……」

　途端、セシリーの意識は一気にそちらに向いた。

　今の今まで考えていた内容など頭から飛び、詰め寄ってしまう。

「聖剣殿は『隕いん鉄てつ』が採掘できるような場所をご存じないでしょうか!?」

　もうひとつの、自分たちにとって重大な課題――『隕鉄』の入手。

　それは聖剣の鍛錬に欠かせないらしい材料であり、そしてセシリーが相棒を取り戻すために必要な物でもあった。本当はいの一番に訊たずねたかったことだ。

「当時の刀鍛冶ブラツクスミスは何ど処こでそれを採掘していたのか、ご存知でしたら教えてください！」

　聖剣は眉まゆをひそめた。

「採掘していた……場所？　知らぬわけではないが、それこそ数百年が経過しているのだろう。手前の知識や記憶など古すぎて役に立たない」

「でも手がかりにはなるかもしれません！　せめて隕鉄を採取することのできた地方だけでもわかれば、今すぐにでもそこに赴いて――」

「手前には何が何だかわからないが、冷静になれ」

　彼女はこちらの肩に手を置き、

「不確かな情報を頼りに大陸中を回るつもりか？　かの獣の復活は一刻の猶ゆう予よもない。恐らく数か月かそこらで、ひょっとすればもっと早い時期に“〝蓋ふた”〟を破るやもしれん。とても間に合わないぞ。大体そんなことをせずとも――」

「それでは！」

　と不意にユーインが割り込んできた。

「あなたを使うことはできないでしょうかっ？」

　セシリーははっとする。それはきっと誰だれもが発想していたことで、しかし口にするのが憚はばかられていた内容だ。見ればユーインも緊張した面持ちで聖剣に向き合っている。

　しかし聖剣は心得ていたように頷うなずいた。

「言うだろうと思った。手前を溶かして新たな聖剣に再利用できないか、だろう？」

「……はい」

「残念だが、封印の力は失われている。手前の中の鉄はすでに死んだも同然。万物には等しく終わりが待っており、それは力ある聖剣でも変わらない」

　ユーインだけでなく他ほかの者たちも落胆したように肩を落とした。

「じゃあ、今のお前はセシリーの『聖剣の鞘さや』を解くこともできないのか」

　ルークが何気なく口にした内容に、当のセシリーはどきりとさせられる。

　キャンベル家に課せられた『聖剣の鞘』の役割。悪魔契約を行えば強制的に魔剣に変化するという、呪のろいの如ごとき術式だが、それはしかし『聖剣』の力によって解くことができるらしかった。“〝鞘”〟という隠語にはそうした意味も込められている。

　聖剣本体が現れたとき、セシリーはもちろんそのことを思い出していた。

　けれど深くは考えないようにしていた。

『俺おれはお前を救うぞ』

　ルークの鍛錬する聖剣が自分を救ってくれる――

　彼が誓ってくれたその約束に、どうしても未練があったから。

「鞘？　それはもしやこの娘の心臓を縛る鎖のことか？　よくよく視ると奇妙な文字列の集合のようだが」

「聖剣の力を使えばそれを破壊することができるはずなんだが」

「確かにできるだろう。封印の力が残っていればな」

「……駄目、か」

　ルークは残念そうに呟つぶやく。

　まったく、と聖剣がこぼした。

「お前たちは少し手前を当てにしすぎだ。言っておくが昨日のような力の行使もそう頻ひん繁ぱんにできることではないぞ。残りわずかな寿命の間に手前にできることは、お前たちに可能な限り多くの情報を伝えることくらいだ。現代の問題は現代の人間がなんとかせよ」

　もっともな意見にセシリーたちは何も言い返せない。

「何にせよ、問題は隕いん鉄てつをどう手に入れるかですよね……」

　ユーインが難しい顔でそう呟つぶやくと、聖剣は呆あきれたように口にした。

「お前たちは本当に気付いていないのだな」

「え？」

「隕いん鉄てつならばすでにあるではないか」

　ぽかん、と――

　一同は呆ほうけてしまった。

「……え？　いや、……え？」

　セシリーが左右を見回すと、皆、自分と同じように混乱した表情をしていた。

「材料については手前もどうしたものかと悩んでいたが、とんだ無駄骨だったぞ」

「せ、聖剣殿？　何の話をしているんですか？」

「そいつのことだ」

　と彼女が指差した相手を見やり、セシリーたちは一様に言葉を失った。

　それは人形然とした無表情の女――

「…………なるほど。私が造られたのはこのためだったのですね」

　銘めい無なしはぼそぼそと独り言を呟いてから前に出る。

　銘を忘れた『聖剣』と銘の無い『魔剣』が向かい合わせになり、対話を始めた。

「お前は魔剣だな？」

「肯定します」

「お前の中には隕鉄があるな？　匂においを感じるぞ」

「肯定します」

「ならば話は早い。お前と玉たま鋼はがねがあれば聖剣の材料は足りる。無論、反対はすまい？」

「肯定します。しかし一点、条件があります」

　銘無しは淡々とそれを告げた。

　この瞬間のみ、セシリーのほうを向いて。

「聖剣の材料には魔剣『アリア』も用いていただきたい」



　　　２



　セシリー・キャンベルとふたりきりで話がしたい――

　という銘無しの希望により、話し合いの場は一いつ旦たん解散となった。

　より具体的な『聖剣』の鍛錬作業について煮詰めるため、ルークとリサ、聖剣師たちは聖剣を交えて鍛か冶じ場の中に籠こもった。ヒューゴーとハンニバルは公務役所に戻り、ユーインは別件で席を外していたドリスに今回の顛てん末まつを報告しに行った。

　ヒルダとヘイゼルは通常任務である市内巡回へ。

　ふたりは別れ際、それぞれ銘めい無なしに言葉を残していく。

「後で必ず詳しく聞かせろ。同居人のワタシが知らないというのは納得がいかない」

「それを言うなら私だって。せっかく、その、やっと仲良くなりかけてたんだから」

　そうして――

　セシリーと銘無しはあっという間にふたりきりになった。

「話をする場所だが、どうする」

「魔剣『アリア』のあるところへ連れていってもらえますか」

　これから話す内容次第では彼女が必要不可欠となる。セシリーは銘無しを連れ、七番街の一画に仮設されたバラック、キャンベル家の人々が仮住まいとしている家に着いた。

　ただいま、と玄関の扉を開けたセシリーは、

「すまないフィオ、ちょっと客が――」

　はたと言葉を切る。

　どたんばたん！　と家の奥から騒々しい音がしたのだ。もしや強盗かと総毛立ったが、それは早とちりだったらしい。使用人のフィオ・アトキンズが何食わぬ顔で奥の一室から出てきたのだ。

　彼女はこちらを見てぎこちなく手を挙げた。

「お、おう、誰だれだと思ったらセシリーじゃないか。ずいぶんと早い帰りだな」



    

  
    
      



    

  
    
      「フィオ、何かあったのか？　騒がしい音がしていたけれど」

「んんー？　気のせいじゃないかなぁ」

「……今あなたが出てきたのは母の寝室だが」

「え!?　あ、いやあ掃除しててさあ！　セシリーが聞いたのもその音に違いねえ！」

　なんだか非常に怪しい。セシリーはじと目になった。

　フィオは引っ詰めにした茶髪に、簡素なエプロンドレスを着た女性である。キャンベル家専属の使用人であり年齢もひと回り上だが、性格に姉あね御ご肌はだな面が強いせいか、セシリーとは姉妹のような関係を築いている。

　彼女は近ごろ万事がこのような調子だった。こそこそとこちらに隠れて何かをしており、それには母親のルーシー・キャンベルまで荷担しているらしかった。問い詰めても今のように毎度の如ごとくはぐらかされるので、セシリーはしつこく追及することをやめていた。

「……とにかく客を連れてきた。しばらく私の部屋で話すから、フィオは何か飲み物を持ってきてくれないか」

「あいよ――って待った！」

　行こうとした自分の手首を、フィオが掴つかんだ。

「な、何だ？」

「ちょいと頼みがあってさ。空けといてほしい日があるんだけど」

　そう言ってフィオが指定したのは少し先の日付だった。

　前々からなんとなく察しがついていたセシリーは、半ば諦あきらめつつも告げておく。

「……式の類たぐいは不要と伝えたはずだぞ？」

「な、なななななな何を言ってやがる！　わかか、わかってらぁ！」

　嘘うその下へ手たな使用人である。彼女の性格上、仕方がないとは思うけれど。

　――母上が移住の順番を後半に回したのもそのためだろうな。

　セシリーは都市に居残るが、ルーシーと彼女の世話をしなければいけないフィオは軍国への移住が決定済みだ。その概要が知らされてすぐ、ルーシーはキャンベル家の順番を後回しにするよう希望していた。自分たちは自衛騎士団の家族なのだから当然の処置です、まずは一般の市民を優先させなさい、とそのときは言っていたが。

　先ほどフィオが指定した日付は彼女とルーシーが移住する直前に当たる。ルーシーの述べた理由にも偽りはなかっただろうが、娘の結婚式を準備する時間を稼ぎたかった、というのもあったに違いない。

　ここまでされるとセシリーもさすがに無下にはできなかった。この分だとルークやリサのほうにも何かしらの連絡が行っているだろう。意地を張って断り続けるのもそろそろ限界なのかもしれない。

「まあ……考えておくよ」

　セシリーはフィオに生返事をし、とにもかくにも銘めい無なしを自分の部屋に招き入れた。





　銘無しを先に部屋の中に通してから、セシリーは居間のほうに戻る。そこには吊つり棚に丁重に飾られたレイピア――えんじ色の鞘さやに収まった魔剣『アリア』があり、それは地震などで落ちたりしないよう鎖で固定されていた。鎖を外し、剣を持って再び部屋に戻る。

　部屋では銘無しが何をするでもなく無言で待っていた。フィオの用意してくれたコップを手に、妙に背筋の立った姿勢で椅い子すに座っている。

　セシリーは寝台の中央にそっと剣を横たえ、自身は寝台の縁に浅く腰かけた。

「……では、早速話してもらえるだろうか」

「私は元々人間に変化することのできない、自我を持たない魔剣でした」

　前置きを一切用いず、銘無しは単刀直入に切り出してきた。

「そして一度は寿命を迎え、滅びました。しかし帝政列集国が実験を行い、私だった物を『隕いん鉄てつ』とかけ合わせて再鍛錬することでクリスナイフの魔剣として復元したのです」

「実験……？」

「肯定します。それは後の話につながります」

　ひょっとしたら彼女はこうして打ち明ける機会をずっと窺うかがい、準備してきたのかもしれない。淡々としつつも流りゆう暢ちように先を続ける。

「ところで先ほど刀鍛冶ブラツクスミスが推測を述べていましたが、軍国の聖剣師や独立交易都市のエインズワース家にそれぞれの形で技術が伝わっていたように、旧帝国にもそれに類するものが伝わっていたとは考えられないでしょうか」

　セシリーははっとした。ルークの述べていた推測――“〝刀鍛冶の技術の流出”〟が本当に起こっていたとすれば、それは必ずしも軍国や独立交易都市に限って言えるものではない。銘無しの指摘する通り、同様の流出はその他ほかの国にも起こり得たのだ。

　しかし。

「旧帝国にも旧群集列国にも、刀の鍛造法は伝わっていないと聞くが……」

　この一年近くの間でも、そのせいで鍛造法にまつわる諍いさかいが何度かあった。

　セシリーが一度だけ参加した三国一都市会議ではその技術を巡って議論が起こっていたし、シャーロット・フィーロビッシャーがシーグフリードに唆そそのかされて秘密裏にルークを連れ去ろうとする出来事もあった。

　だから、かの国に鍛造法が伝わっていないことは確かなはずだ。

「肯定します。伝わっていたのは“〝技術”〟ではありません」

「え？」

「彼らが継承していたのはもっと別のもの――聖剣を鍛錬するためにはどのような材料を要するのかという“〝知識”〟と、その“〝材料”〟そのもの」

　まさか、とセシリーは目を見開く。

「君が――」

「肯定します。私という存在がこの推測の根拠です。彼らは自国に伝わる聖剣の材料、魔剣と隕いん鉄てつをかけ合わせることで何が生まれるのかを実験した――。私自身も知らされていなかった事実ですが、先ほどの刀鍛冶ブラツクスミスの話を聞いてこのように推測しました」

「……」

　だとするとセシリーは疑問に思わずにはいられない。

「じゃあ、どうして君はここにいる？」

　それだけ重要な実験の産物である銘めい無なしを、帝政列集国がそう易やす々やすと手放すようには思えなかった。

「ルークが戦った帝政列集国の戦士なりフランシスカなりが、火山洞どう窟くつで君が私たちと行動をともにしているところを目撃しているはずだ。今ごろ躍起になって取り返そうとしていてもおかしくない」

「しかしそのような動きは見られない。つまり彼らにとって、危険を冒してまで取り返すほどの価値が私にはないのだということだと推察されます」

　価値がない――。銘無しの口調は先ほどから少しも変わらなかったのに、セシリーはどうしてか自虐的な響きを感じた。

「隕鉄を混ぜると魔剣が復元し、威力を増した――言ってしまえば実験の成果はただそれだけでした。聖剣の持つ力の片へん鱗りんすら見み出いだすことはできず、以後の私は他ほかの魔剣と同様、数多あまたある武器のひとつとして様々な作戦行動の際に用いられるようになりました。これは極々最近の話ですが、彼らは聖剣に固執すること自体を取り止めたようです」

　止めた？　眉まゆをひそめるセシリーに、銘無しは「私も詳しくは知りません」と言い、

「しかし聖剣による封印とは別の方法を用い、ヴァルバニルを制する心積もりであることは確かかと。あるいはその一環が、近年に見られる大量の魔剣収集につながっているのかもしれません。私という一本を失っても問題がないほど、彼らは現在多くの魔剣を所有していますから」

　聖剣とは別の方法でヴァルバニルを制する？　大量の魔剣で？

　セシリーには見当もつかなかったが、とにかくこれらの情報は漏らさずヒューゴーやハンニバルに伝えなければいけないことはわかった。今まで銘無しが頑かたくなに口を閉ざしていたのが恨めしく思えるくらい、彼女の話はどれもこれも有力なものばかりだった。

　ふと、ある質問がセシリーの口を突いて出た。

　これまで開示された情報の中になかったもの。

「君が私たちの許にやって来たのは、何な故ぜなんだ？」

　そもそも銘めい無なしと出会ったのは、旧群集列国で“〝身許不詳の女性”〟としてセシリーが保護したのがきっかけである。正体を明かしてからも彼女は何か大きな行動を起こすでもなく、ヒルダを連れ回しては独立交易都市の観光に明け暮れていた。他国の内偵ではないかと疑われたこともあったが、それにしては呑のん気きに過ぎる内偵だ。

『私はあなたたち、ひとりと一振りの行く末を見届けたい』

　その言葉の真意とは、何だ？

　よどみなく話していたこれまでと違い、銘無しはすぐに答えを返さなかった。

　言うべき言葉を選んでいる――セシリーはなんとなくそんなふうに感じた。

「……私は魔剣『アリア』に憧あこがれたのだと、思われます」

　大事な想おもいを吐き出すように、銘無しはようやっと口を開く。

　強引に先を促すような無粋はせず、セシリーは黙って続きを待った。

「私は心無き魔剣、意思無き道具です。他者を攻撃することを存在意義とした凶器です。そのような私の目に、魔剣『アリア』の言動はとても人間的に映りました。人間のように怒り、悲しみ、そしてあなたのためにその命をなげうってみせた。……だから私は知りたかったのです。何が彼女にそこまでさせたのか、彼女はどのような暮らしを送っていたのか、彼女を取り巻いていた環境、そこで彼女が感じ、思っていたこと。可能な限り知りたいと思い、だから私はあなたに保護してもらったのです」

　訥とつ々とつと語る銘無しを見て、セシリーは思った。

　――銘無しは昔のアリアだ。

　自分が“〝誰だれかを傷つける剣”〟でしかないと嘆いていたころの相棒。

　そしてその嘆きを乗り越えて“〝誰かを守る剣”〟として生まれ変わった彼女を知っていたから、セシリーははっきりと断言できた。

「君に心がないなんて嘘うそだ」

「……なるほど、確かにあなたたちは密接な間柄だったようです」

　銘無しは指摘の内容については否定も肯定もせず、

「人間の感覚的な言葉を用いれば“〝気心の知れた仲”〟と言うのでしょうか。あなたと同じことを魔剣『アリア』も言っていました」

　セシリーはふっと笑った。さすが自分の相棒だ。

　銘無しは続ける。

「ヒルダにはとても“〝感謝し”〟ています。ここでの生活は彼女にとても助けられました。ヘイゼルも少しずつ私に“〝気を許し”〟てくれるようになったと思います。他ほかにも“〝面白い”〟子どもたちと出会うことができました。“〝美お味いしい”〟ものをたくさん食べました。今まで見たことのなかった“〝美しい”〟景色をたくさん見ました。たくさんの“〝思い出”〟ができました。……今一度教えてください、セシリー・キャンベル」

　相変わらずの無表情で“〝人間の感覚的な言葉”〟をつらつらと並べて。

「私には心があるのでしょうか？」

「肯定するよ」

　認められたことが嬉うれしかったのか、はたまた己の口癖を真ま似ねられたことがおかしかったのか、無表情だった銘めい無なしがわずかに眉まゆを弓の形にしたのを、セシリーは見逃さなかった。

「心があるのだとしたら、それは魔剣『アリア』がくれたものです。彼女がきっかけを作ったから私は心を得ることができた。故ゆえに今度は私の番。彼女がくれたものを私は返さなければいけない。そうしたいと――彼女の力になりたいと私の“〝心”〟が述べています。私の中にある『隕いん鉄てつ』にそれができるのならば、喜んで差し出したいと考えます」

　それが銘無しの望み。

　聖剣に指示されたからではない、誰だれに命じられるでもなく自分の心で望んだ願い。

「しかし私の『隕鉄』は新たな聖剣の材料としても使われなければいけません」

「……聖剣の材料になることは構わないのか？」

「肯定します。魔剣『アリア』の力になりたいと思うように、私はヒルダやヘイゼルといった都市の人々の力にもなりたいと思っています。だからそのどちらも叶かなえられる方法として先ほどの条件を提示しました」

　聖剣の材料には魔剣『アリア』も用いていただきたい――

　本来であれば銘無しだけで事足りるのだ。何な故ぜなら彼女は“〝隕鉄を含んだ魔剣”〟であり、聖剣を鍛錬するために必要な三つの材料のうち、ふたつを満たしているのだから。

　しかしその上で銘無しは、材料にもうひとつの魔剣を加えることを望んだ。

　都市の人間だけでなく、アリアをも救うために。

“〝すべてを救う”〟

　セシリーが何度も唱えてきたことを、銘無しは正まさに体現しようとしているのだ。

「……君は自分が犠牲になることを厭いとわないんだな」

　それはセシリーが大きく懸念していたことだが。

　否定します、と銘無しは答えた。

「アリアとひとつの聖剣になれるということは、私の価値観では犠牲に当たりません」

「そ、そうなのか」

「何故なら、あなたに使ってもらえる」

　セシリーはきょとんとした。

「え……？」

「あなたに使われていた魔剣『アリア』は誇りに満ち溢あふれていたように思います。私もあなたに使われることで、そうなれるように“〝期待”〟しています」

　――ひとりの剣士としてこれほど嬉しいことがあるだろうか。

　得物そのものに使い手であることを望まれる喜び。アリアがこの手を離れて以来、久しく忘れていた感覚だ。セシリーは否いや応おうなしに胸を熱くさせられた。

　精一杯の感謝を込めて頭を下げる。

「ありがとう！　――」

「ただし問題がないわけではありません」

　え、とセシリーは顔を上げた。

「例えば私と魔剣『アリア』、そして玉たま鋼はがね――この三者を用いて新しい聖剣を鍛錬したとしましょう。そのとき予想される事態は、新しい聖剣に備わる自我が、私でもアリアでもないものになるかもしれないということです」

　完全に寝耳に水だった。予想もしなかった事実。

「……別の人格になっているかもしれない、ということか？」

「肯定します。この私がその実例です。『隕いん鉄てつ』は寿命を迎えて朽ち果てた私を復元させ、さらに人の姿と自我を与えました。しかし一方で、固有の銘はもたらしませんでした。私が『銘めい無なし』と呼称されるゆえんです。『隕鉄』は不確定な要素の多い物質であり、それが魔剣『アリア』の人格にどのような影響を与えるのか、私にもわかりません」

　アリアがアリアでなくなるかもしれない。

　セシリーは茫ぼう然ぜんと固まってしまったが、すぐに気付いて訊たずねた。

「このことをアリアは……知っていたのか？」

「肯定します。私が教えました」

「ならば、構わない」

　それを自分に託したのは、アリア本人だ。

　己の人格を失うかもしれないということを知った上で、それでも相棒の自分にすべて任せて『隕鉄』のことを託してくれたのだ。他ほかに彼女を救う手立てがないのであれば、セシリーはこの覚悟に応こたえたい。彼女の戦友として応えなければならない。

「話してくれて感謝する、銘無し殿。改めてアリアのことを頼む」

「……本当に、ですか？」

「？　ああ、本当だ」

「本当によろしいのですか？」

　執しつ拗ように繰り返される確認に、戸惑う。目の前には銘無しの人形のような無表情。

　感情のない表情はしかし、何かをこちらに強く訴え、伝えようとしていた。

　見つめ返すセシリーは――気付く。

　ようやく、今さら、気付いてしまう。

「…………君もそうだが、アリアが聖剣になったらどうなる……？」

「当初の役割を果たすでしょう。つまりヴァルバニルを再封印します。先例を参考にすれば、ブレア火山の奥底で何百年という長きに亘って」

　たとえアリアが復活し、再会を果たしたとしても、自分たちはすぐにまた別れることになる。何な故ぜなら聖剣として生まれ変わる彼女はやはり、聖剣としての役割を果たさなければいけないのだから。

　誰だれとも触れ合えない、ひとりぼっちの暗くら闇やみの中で、その刃やいばが朽ちるときまで。

「わかりませんか？　だから私はあなたとふたりきりになることを希望したのです」

　今度こそ茫ぼう然ぜん自失の体に陥るセシリーに、しかし銘めい無なしは無慈悲に迫る。

「私は魔剣『アリア』とともに新しい聖剣の材料になることを希望します。しかし彼女が他ほかならぬあなたに託したように、私もあなたに最終的な決断を委ゆだねたいと思っています」

　彼女はまず、ふたつの選択肢を挙げた。

　ひとつ――銘無しとアリアと玉たま鋼はがねで、聖剣を鍛錬するか。

　ふたつ――銘無しと玉鋼で、聖剣を鍛錬するか。

　いずれの場合も聖剣は完成する。少なくとも材料の条件は満たしている。

　後者の場合はアリアに聖剣としての役割を背負わせずに済むが、その代わりセシリーは大陸中を探し回って他の『隕いん鉄てつ』を見つけなければならない。それを見つけられるという保証がないまま――すなわち、アリアの刃を復元できるという保証もないまま。

「付しておきますが、私の刃から『隕鉄』のみを取り出すことは不可能です。それだけ私とそれは一体化してしまっている。だから私の『隕鉄』を用い、魔剣『アリア』の復元と聖剣の鍛錬を個別に行うことはできません」

　銘無しはそして、三つ目の選択肢を提示する。

　ないも同然の選択肢を。

「聖剣の鍛錬を捨て、私と彼女だけがひとつになる。魔剣『アリア』はヴァルバニル封印という大役なしに復活することができます。これもひとつの選択ですが、しかし他の人間が許さないでしょう。それをすれば、いよいよ聖剣の鍛錬が絶望的になりますから。私が聖剣の材料になることはもはや決定事項です」

　だから結局、選べるのは先のふたつ。

　否――

　選べる、ではない。

「セシリー・キャンベル。今一度問います」

　選ばなければいけない。

「あなたはあなたの戦友に、聖剣としての役割を背負わせることができますか？」



　　　３



　聖剣との話し合いが中断され、一同が解散した後――

　公務役所の市長室に戻ってきたヒューゴーとハンニバルは、一時の休息に浸っていた。

「なんだか生きた心地のしない話ばかりでしたね……」

「ああ……ワシはあの聖剣が苦手だ。どうにも相性が悪い」

　ふたりして愚ぐ痴ちっぽく漏らし、ため息をつく。ヒューゴーは書卓の上でだらしなく頬ほお杖づえを突き、ハンニバルも力なく肩を落としながら窓枠に腰かけている。

　こうしている間も考えなければいけない課題は枚挙にいとまがないのだが、彼らは聖剣の自由奔放な言動にすっかりペースを崩されていた。妙な脱力感が残っている。ふたりが独立交易都市を支える立場にあったからこその心労とも言えた。

　そのとき、失礼しますと断って入室する人物があった。

「……？　どうしたのですか、おふたりとも」

　彼、レジナルド・ドラモンドは上司たちの様子を見て眉まゆをひそめる。

　市長と団長が一度に役所を留守にするということで、何かあったときのために諸々の業務を副団長のレジナルドに一任していたのだ。そのことを思い出し、ヒューゴーとハンニバルは崩れがちだった姿勢を慌あわてて正した。

「な、何でもありませんよ。私たちの不在の間に何かありましたか？」

「特に報告することはありません……と言いたいところなのですが」

　とレジナルドは扉のほうを振り返り、どうぞ、と声をかけた。

　それに応じて入ってきたのは、ふたり。

「お邪魔します」

　ユーインと軍国の女軍人――ドリスだった。

　ドリスは軍国と独立交易都市の橋渡し役を務めている女性だ。本当は先ほどの話し合いには彼女も顔を出すはずだったが、別件の用事が入ったということで欠席していた。ユーインが一緒にいるのは、ちょうど彼女への報告を終えたところなのだろう。

　ドリスは手短に挨あい拶さつを述べてから、早速用件を切り出した。

「お疲れのところ申し訳ないのですが、ゼノビア様からの書簡をお届けに参りました」

「少女王からの？」

　片眉を上げるヒューゴーに、ドリスは書簡の入った筒を差し出す。

「『二国一都市会議』を提案したい、とのことです」

　二国一都市会議――かつての名は『三国一都市会議』。大陸法委員会の査察官が議長となり、各国と独立交易都市の代表者が話し合う席のことだ。

　ヒューゴーとハンニバルは互いに顔を見合わせ、同時に首を傾かしげた。

　ドリスのほうを見て訊たずねる。

「この期ごに及んで彼らと何を話し合うと言うのですか」

「おっしゃる通りです。だから話し合いはしませんよ。するのは――宣戦布告です」

「宣戦布告っ？」

　ふたりは思わず素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。レジナルドとユーインが目立った反応を示さなかったのは、すでに彼女から内容を聞かされていたからだろう。

「帝政列集国が書状で宣戦布告をしたように、こちらからも宣戦布告をしてやろうじゃないか、っていうのが少女王からの提案です」

「そ、それこそ何の意味があるというのですか」

「あります。未来への布石として」

　ドリスは皆の顔を見渡し、続ける。

「正々堂々と受けて立つ、自分たちは絶対に屈しない――そういう姿勢を事前に示しておくことが肝要だとゼノビア様は考えておいでです。この戦いの後、人々に我々についてきてもらうために。……わかりますよね？　うちのゼノビア様はこれっぽっちも奴やつらに負けてやるつもりはないんですよ。俺おれもさっきベンジャミンさんから話を聞きました。結構きつい内容もありましたけど、でもやっぱり足を止めてる暇ひまなんてないですよ、市長さん」

　彼女の言葉を介して、ヒューゴーは垣かい間ま見みたような気がした。一国を束ねる王というのがどういうものなのか――どれだけの胆力を秘めているのかを思い知らされる。

　ドリスは書簡の筒を書卓の上に置いた。

「それではご検討のほど、よろしくお願いいたします」





　一方、工房アトリエ『リーザ』では。

「一から見せてもらう」

　と断りを入れた聖剣が鍛か冶じ場の物色を始めていた。

　気になった鍛冶道具を片かたっ端ぱしから手に取り、「これは何だ」「あれはどのような用途を持っている」と質問を投げかけ、リサがひとつひとつの問いに答えると大きな反応を見せるでもなく「そうか」と短く頷うなずくだけ。道具だけでなく鍛錬の工程についてもいくつか訊ねてきた。

　ひと通り確認作業を終えてから、彼女は結論を述べる。

「基礎的なものはおおよそ変わっていないが、それでも手前が鍛錬されたころよりは道具の種類が増えたように思う。昔よりも便利になった、というところか。……しかし」

　聖剣は掌てのひらの上に一個の玉たま鋼はがねを載せ、

「玉鋼は手前のころより質が落ちているな。決して粗悪とは言わないが」

　彼女が持っているのは第一タタラ工房で精製された一級品である。独立交易都市に現存する玉たま鋼はがねの中で最も質の優れたもの。だから“〝質が落ちている”〟という評価を下されたことに、リサや聖剣師たちは驚きを隠せなかった。

「大量生産の弊害だろうな」

　とルーク。彼は鍛か冶じ場の隅に置いた椅い子すに腰かけている。

「今の玉鋼は昔と違い、鍛冶だけでなく祈き祷とう契約にも用いられる。祈祷契約は独立交易都市の市民が生活するにあたって欠かせない契約術式だ。その触媒となる玉鋼は大量生産が必要だし、数を優先させれば質が落ちるのはやむを得ないことだろう」

「確かに手前の時代には祈祷契約なるものは存在しなかった。……なるほど、しかしこうも考えられるな。小僧、お前はこの玉鋼であれだけの業わざ物ものを鍛錬した。称賛に値する」

　ルークは鼻を鳴らす。リサの目によれば、これは照れ隠しだ。

　聖剣は掌てのひらの玉鋼をぎゅっと握り込んだ。

「なおさらお前の腕が惜しいぞ。失明の原因とは何だ？　特殊な例と申していたが」

「……『魔剣精製』の代償だ」

　魔剣精製とはリサの悪魔としての能力。リサの生み出す簡易炉を用いることで、術者は短時間で一振りの剣を鍛錬することができる。その剣は彼の過去の鍛錬経験をなぞることで精製され、さらに以前キャンベル家の魔剣を模も倣ほうしたように様々な効果を付加することができる。鍛錬経験を再現できる回数は一振りにつき一度のみ。

　今や周知の事実だが、この能力は代償を要する。

　悪リ魔サは自身の“〝肉”〟を消費し、術者ルークは自身の“〝魂”〟を消費する。悪魔の“〝肉”〟が剣の形を維持する接着剤としての役割を果たし、術者の“〝魂”〟は剣に付加される様々な効果として還元されるのだ。

“〝共に失っていく”〟――ふたりが過去に交わした約束のように。

「ほう、そのようなものがあるのか。……今ひとつ解げせないな」

　聖剣は眉み間けんに皺しわをよせ、リサのほうを振り返る。

　リサはぱちぱちと瞬まばたきを繰り返した。

「え？　私ですか？」

「そうだ。魔剣以外に“〝人型の悪魔”〟というものを手前はついぞ知らない。そしてその混成された肉体……お前は一体何なのだ？」

　――本当に聡さとい方です。

　彼女の視界に入れば、それだけで何もかも見抜かれてしまうのではないだろうか。

　リサはルークを見やる。

「私が話してよろしいですか？」

「……俺おれでもいいが」

「いいえ。私が、話したいんです」

　頷うなずくルーク。許しを得て、リサは語り始めた。

　それはもうすぐ四年も前になる出来事だ。

　ルークと彼の幼おさな馴な染じみであるリーザ・オークウッドがブレア火山の洞どう窟くつに迷い込んだこと。そこでヴァルバニルの“〝肉の壁”〟と遭遇したこと。助けに来たルークの父親が殺され、リーザも瀕ひん死しの状態に陥ったこと。リーザが今いま際わの際に“〝肉の壁”〟から知らされた死言を唱え、悪魔契約を行ったこと――

　彼女の悪魔契約はそばにあったものを次々取り込んだ。彼女自身の肉や霊体はもちろんのこと、ルークが初めて打った刀、その刃やいばに付着していたヴァルバニルの血、不用意に近付いてしまったルークの左眼球までも巻き込み、そして“〝少女の悪魔”〟を生み出した。

　ルークはその“〝少女の悪魔”〟を連れ、辛くも逃げおおせた。

「その悪魔が私です。リーザさんの、ルークを想おもう気持ちが私という存在を作ったんです。彼女が亡くなった後もルークが笑えるように、ルークのお手伝いができるように。だから私はこういう形をしていて、『魔剣精製』という能力を持っているんです」

「……その辺りの理屈は想像の域を出ないがな」

　苦笑交じりにルークが付け足したが、リサはこっそり胸中で否定する。

　――いいえルーク、本当にそうなんですよ。

　自分はかつて、ある夢を見たことがある。その夢は正まさに、たった今皆に話した出来事を再現していた。この“〝ルークの左眼球”〟が見て記憶していたものを、リサは夢の中で幻視し、当時のルークの心の動きやリーザの真意を知るに至った。

　そして彼女の想いを確かに継いだのだ。

　――要らないものまで知っちゃいましたが。

　とにかくこれはリサにとって大切な秘密だ。

「なんと壮絶な……」

　聖剣師のひとりが呟つぶやく。ルークの過去について、その概要くらいは知っていただろう彼らも、ここまで詳しく聞くのは初めてのはずだ。一様に固かた唾ずを飲んでいた。

「……以上です。たぶん、これで聖剣さんの疑問には答えられたと思うのですが」

　とリサは聖剣のほうを窺うかがう。

　話している間、聖剣は別段相あい槌づちも打たず、腕を組んで黙り込んでいた。瞑めい想そうでもするように瞼まぶたを閉じている。それはこちらの話に神妙に聞き入っているようであり、その上で何かを吟味しているようでもあった。

　話が終わってからも、彼女はしばらく身動きをしなかった。

　まさか寝ているのでは、と一同が不安に思い始めた矢先――かっと両目を見開く。

「喉のどが渇いた」

「……えっ!?」

　今の今まで真面目まじめな話をしていたところにこの発言だったので、全員が仰天した。

　聖剣はそんな彼らに構わず、がっしとリサの腕を掴つかんで拘束する。

「また頼むぞ、悪魔の娘。お前の淹いれる茶は美味だからな。小休憩だ」

「え、ええええ？」

　呆あつ気けに取られているルークや聖剣師を尻しり目めに、リサは鍛か冶じ場の外へと引きずられ――

　あっという間に母おも屋やに連れ込まれ、ふたりきりになった。

　腕を解放されたリサは、もー、と少し投げやりに息をつく。

「強引なんですから……ちょっと待っててくださいね。すぐ用意しますので」

「ああ。だがそれは後でいい」

「え」

　炊事場に向かいかけていたところで、リサは、つと肩越しに振り返る。

　聖剣が真上からこちらを見下ろしていた。

「良い手を思いついた」

「い、いい手？」

「如い何かにも。悪魔の娘、お前の左眼球は元々あの小僧のものなのだな？」

　戸惑いつつも頷うなずく。

「ならば、それを元の場所に返せば小僧は視力を取り戻すのではないか？」

　何を言われたのか、わからなかった。

　こちらが二の句を継げないでいる間にも彼女は能天気に続ける。

「お前も片目を失ってしまうが、なあに、目などひとつあれば十分だ」

　リサはようやく声をしぼり出した。

「そ、そんなこと、できるはずが……」

「普通ならばな。そこで訊たずねたい」

　ずい、と聖剣の顔面が迫ってきた。

「先ほどの話。お前、何か隠していただろう？」

　――本当に目め聡ざとい！

　心のうちをすべて読まれているような気分だった。さっきまでは単純に彼女の観察眼に感心していたが、今やそれはそっくりそのまま畏い怖ふにすり替わっている。

「どうして……」

「まるで実際に見てきたかのように語っていたからだ。お前が生まれる以前のことまで、仔し細さいにな。それに手前が元々剣の悪魔だったことも関係しているだろう。同種同士、その機微も人間よりわかりやすい」

　この方の前では嘘うそがつけない。リサは諦あきらめたように肩を落とした。

「はい……確かに私はひとつ、隠し事をしてました」

「申せ」

「…………ルークの死言です」

　あの日、リーザ・オークウッドが“〝肉の壁”〟から強制的に死言を知らされたように、ルーク・エインズワースもまた自身の死言を知らされていた。

　本来、死言は各個人によって異なり、かつそれを刻まれた本人にしか判読することはできない。人為的な判読手段の一例としては、外科術式によって胸を切り開き、心臓の表面に刻まれたそれを紙に書き写して術後に本人に読ませるという方法があるが――いずれにせよ人間は他者の死言を認識し、唱えることはできないということ。死言とはそれを刻まれた本人の精神にだけ訴えかける、ヴァルバニルの呪のろいなのだ。

　しかしリサの場合は違った。

　リサはルークの左眼球が見た記憶を介し、彼の過去を知った。彼の見ていたもの、感じていたことを知った――つまりあの夢の中でのみリサはルークと感覚を共有し、彼の過去を追体験したのだ。だからルークが“〝肉の壁”〟によって知らされた彼の死言を、リサは認識することができた。できてしまった。

「でも私、深い意味があって内緒にしてたわけじゃないんです……」

　他人の、しかもルークの死言というものに不吉なものを感じてしまったから、あえて思い出さないようにしていた。彼の過去を覗のぞき見してしまったことへの後ろめたさもある。

　隠していたことを暴かれたせいか、リサは叱しかられたみたいにうなだれてしまった。

　が――

「でかしたぞ悪魔の娘。それがあれば何とかなるやもしれん」

　心臓が跳ねた。え、とリサは面を上げる。

「ただし相当の苦痛を伴う。お前も、あの小僧もな」

　聖剣はにやりと口くち許もとを歪ゆがませ、そう言った。

“〝聖なる”〟にはほど遠い、それこそ悪魔のように意地悪な笑みで。
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　銘めい無なしからもたらされた情報は、その日の午後に、漏らすことなくハンニバルとヒューゴーに報告した。

　彼らは苦い顔をしながらも言った。

「辛い選択だろうが……結論は早いうちに出してほしい」

「はい。今日中に」

　その足で今度は工房アトリエ『リーザ』に向かう。屋外に卓と椅い子すを並べ、呑のん気きに茶を嗜たしなんでいる大女――聖剣を見つけたので話しかけてみた。ハンニバルたちに伝えたように、彼女にも銘めい無なしの話を伝える。

　ひと通り聞き終えたところで、聖剣は訊たずねてきた。

「そも、何な故ぜ魔剣が聖剣の材料として適しているか、わかるか」

「いいえ」

「単純明快だ。神への憎悪を刃やいばに代えた剣――かの獣を戒める封印の“〝芯しん”〟として実に相応ふさわしい要素だろう。しかし考えれば考えるほど皮肉なものだな……かの獣は人間への呪のろいとして悪魔契約を生み出したが、その悪魔契約こそが己の生存を妨げるものを生み出すのだから、これほど皮肉なこともない」

「……あなたは魔剣のときの記憶を残していますか？」

「まったく。……何だ、その情けない面は。望む答えでなくて悪かったな。参考にはならんだろうが、少なくとも手前はそれを不便だと思ったことはないぞ。魔剣から聖剣として生まれ変わったことにも悔いはない。大陸の存命を左右するような力を手に入れたのだ、どうして悔いることがあろうか。もっとも他ほかに聖剣がいたとして、そいつはどう思うか知らんが」

　聖剣は相好を崩す。子どもじみた無邪気さを思わせる笑い方だった。

　どうして、と訊きかずにはいられなかった。

「どうしてそんなに……楽しそうにしていられるのですか？」

　近く潰ついえる運命なのに。

「近く潰えるからこそ、だ。今は降って湧わいた余生を楽しんでいる」

　迷いのない、明快な回答。

　ああ、と胸中で嘆く。自分にもこれくらいの思い切りの良さがあれば。

　――思い切りの良さがあったら、どうすると言うんだ私は。

　心がどろどろとした感情で埋め尽くされる。それが表に出てしまうのを恐れ、聖剣に礼を述べて足早にその場を後にした。

　次に足が向かったのは――工房アトリエ『リーザ』の母おも屋や。

　ルークがいた。窓辺の席に腰かけ、蓋ふたの開いた鎧よろい戸どから吹き込む風に瞼まぶたを閉じている。足音で誰だれがやって来たのかわかったのか、それとも聖剣との会話が彼のところまで漏れ聞こえていたのか――さして驚いた様子もなく「お前か」とこちらを振り向いた。

「銘無しの話は終わったのか」

「うん。……ひとりか？」

「ああ。聖剣師たちは鍛か冶じ場だ。リサは……そういえばさっきから姿を見ないな。外にいなかったか？　あの大女にせがまれて茶を淹いれていたはずだが」

　駄目だ、と――

　セシリーは思った。自分は本当に駄目な人間だ。

　心が弱っているときに彼の顔を見ると、それだけで泣きそうになってしまう。

「で、銘めい無なしは何て言ってたんだ。それを伝えに来たんだろう？」

「……二択だと伝えられた。私に選んでほしいと」

「お前が、選ぶ？」

「聖剣の材料にアリアも用いるか否か、を」

　ルークが口を閉ざした。聖剣の材料に魔剣『アリア』を用いるということ。のろまな自分と違い、彼はきっと銘無しが己を材料とする条件としてアリアの名を挙げた時点でこの意味に気付いていただろう。

　それをすれば、アリアがどうなってしまうか。

『あなたはあなたの戦友に、聖剣としての役割を背負わせることができますか？』

　――どうして私は気付かなかった。

　恐らく目が眩くらんでいた。戦友を取り戻せるかもしれないという餌えさに釣られ、その意味を深く追求しようとしなかった。銘無しには平静を装いつつ、その実、内心では胸が躍っていた。

　なんと底の浅い人間だろうか。

「これしかアリアを救う手立てがない。でもそうしたら彼女は聖剣としてヴァルバニルを封印し続けなければいけなくなる。その刃やいばが潰ついえる何百年も先まで、暗い火山の中に置き去りにされて――」

　そして金輪際、自分はアリアと会えなくなる。そんなことは絶対に耐えられない。

　だとすれば彼女を聖剣の材料に用いるという選択はできない――のだが。

「……でもやっぱり私は会いたいんだよ。アリアに」

　銘無しや聖剣は、この大陸の何ど処こかから『隕いん鉄てつ』を見つけることはほぼ不可能だろうと述べている。それが事実なら、セシリーがアリアと再び会うためには、やはり彼女にも新しい聖剣の一部になってもらわなくてはならない。

“〝聖剣の材料にアリアを使うか否か”〟

　セシリーにとってこの二択は――

“〝アリアに会いたいという即物的な気持ちを優先させるか”〟

　という非常に利己的な二択に言い換えることもできた。

　だから、セシリーは選べない。

「だから、わからないんだ……」

　――この迷いをルークに伝えてはいけない。

　それはわかっているつもりだった。言えば彼にも背負わせてしまう。己が決めるべき選択肢に彼を巻き込んでしまう。だから絶対に伝えてはいけない――そう思いはするけれど。

　セシリーは弱音がこぼれ出すのを止められない。

「私はどうしたらいいのか――」

「…………俺おれが」

　ルークは何かを言いかけ、しかしすぐに口を噤つぐんでしまった。

　膝ひざの上で握り拳こぶしを作り、何かに耐えるように唇を引き結んでいる。

　――ああ、背負わせてしまった。

　きっともう手遅れだったが、セシリーはせめてこれだけは言わなければいけなかった。

「……御免、ルーク。わからないなんて嘘うそだ。本当は答えなんて決まっているんだ」

　決まっている――はず。

　ヴァルバニルの封印という過酷な運命をアリアに委ゆだねられないのならば、銘めい無なしの申し出はきっぱり断るしかない。そして自分はアリアのために他ほかの『隕いん鉄てつ』を探し求める旅に出ればいい。それで決まりのはずだ。

　もしも『隕鉄』を見つけられなかったら？　などと考えてはいけない。

　そうするしかない、のだ。

「後は私が決断すればいいだけなんだ――」





　――そう、答えなんて決まってるんです。

　答えはとっくの昔に決まっていて、後は自分が決断すればいいだけ。

　母おも屋やの壁は薄い。外壁に背をくっつけて聞き耳を立てれば、中の話し声は容易に聞き取ることができる――リサはそうやってセシリーの告白を聞いていた。

　聖剣に茶を淹いれた後、リサは灰はい被かぶりの森に出かけた。それはひとりきりになって考えるためだったが、結局はルークに相談するしかないという結論に至り、踵きびすを返して戻ってきた――ちょうどそのときに、セシリーが母屋に入るところが目に入ったのだ。

　立ち聞きは失礼だと思ったけど、聞き逃すことなんてできなかった。

『私はどうしたらいいのか――』

『…………俺が』

　このときルークが言わんとしていたことが、リサには完全にわかった。でもそれを言えるだけの“〝資格”〟が彼にないから口に出せなかったことも。伊だ達てにルーク・エインズワースの弟子はやっていない。

　だから、リサは、決断する。

　――ためらっている場合じゃないんだ。

　母屋の壁から背中を離し、外で茶を嗜たしなんでいる聖剣の許へ駆け寄って頭を下げる。

「聖剣さん、決めました。よろしくお願いします」

「うむ。話は早ければ早いほどいい」
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　リサは聖剣を連れ、再び灰はい被かぶりの森へと舞い戻った。

　時間帯は昼と夕方の中間であり、森の上空には昨日“〝光の壁”〟が穿うがった雲の間かん隙げきがある。されどそれでも森の中は鬱うつ蒼そうとして薄暗い――漂流する灰や生おい茂しげる木々が日を遮り、日没前のような暗さを演出していた。

　その暗がりの中、小さな悪魔と大きな聖剣は互いに向かい合う。

　リサの目の前に立ちはだかる大女は、朗々とした声で恐るべきことを口にする。

「では、お前の左眼球を摘出する」

　対するリサは身体からだの震えを誤魔化すように思い切り叫んだ。

「ハイ！　いつでもどうぞです！」

　左眼球の摘出。これを迷った理由は当然苦痛を恐れたから――ではない。

　躊ちゆう躇ちよはもっと別の、個人的な事情ゆえだ。

　ルークが視力を失ったことで聖剣を鍛錬する使命はリサに託された。しかし自分にそれを成すほどの才はなく、結果、ルークや周りの人々を失望させてしまった。聖剣によって“〝良い手”〟が提示されたのはそんな矢先のこと。

　それは一見、希望や救いに見えた。

　でも同時に、リサの矜きよう持じをずたずたに切り裂いた。

　彼女の言う“〝良い手”〟を採用すれば、きっと聖剣は完成するだろう。しかしそれはリサの力によってではない。自分は親方から託された『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』の役割を放棄しなければいけない――つまるところ“〝逃げる”〟のだ。

　だから躊躇し、葛かつ藤とうした。

　――私は本当にそれでいいの？

　ひとりの鍛か冶じ師として本当にそれでいいのか、と。

　その自問への答えはもう出ている。セシリーの告白を聞いたとき、ルークがあることを言いあぐねたとき、葛藤は晴れた。もはやちっぽけな誇りに構ってなどいられない。

　――ルークがルークであるために。

　――セシリーさんがもう迷わずにいられるように。

　私はプライドなんて棄ててやるんだ。

「お、お、お願いします！」

　震えの止まらない下半身。歯の根は合わず、がちがちと不快な音を奏でる。

　それでも、リサは目を見開くことだけはやめなかった。

「悪魔の娘。お前の勇敢さには率直に感服する。だから」

　聖剣は右半身を引く。

「必ず耐え抜けよ」

　そして、あ、と思う間もなくリサの眼前に影が出現し、その視界を覆おおった。

　聖剣の右手らしきものが、疾風迅雷の貫手がリサの左眼がん窩かを打、――――。

「…………ッ!?」

　一瞬、明らかに意識が断絶し、記憶が飛んだのがわかる。気が付けばリサは四つん這ばいになって地面に突っ伏していた。悲鳴は出なかった。舌を噛かんだからだ。

　左目が燃えている――そうとしか表現しようのない激痛が顔面の左側で起こっていた。眼窩に直接火かき棒でも突っ込まれたような、烈火の如ごとく燃え盛る激痛。正常な意識も今しがた決めたばかりの覚悟も何もかも消し飛び、リサは悶もん絶ぜつしかけた。

「まだ終わりではないぞ、悪魔の娘」

　頭上から聖剣の声がした。

「お前は苦痛に耐えつつ正気を保たなければいけない」

　無理デス。真っ先にそんな言葉が脳裏をよぎる。舌がもつれて声も出ない。顔面の左側を押さえる手がどろりとした液体で濡ぬれていた。血か、汗か、涙か、それら以外の体液か。

「まず、これを見よ。無事に取れたぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      　突っ伏すこちらの顔の前に、大きな掌てのひらが差し伸べられた。

　掌の上に載っていたのは、丸いモノ。赤い液体に汚れ、糸くずのような紐ひもが何本もまとわりついている。涙でぐちゃぐちゃに濡ぬれた視界でもそれが何かはわかった。

　たった今、聖剣がこちらの眼がん窩かから摘出した『左眼球』だ。

　一体どのような方法でやったのかまるでわからない。できれば一生知りたくない。

「…………」

　取り出された左目を残った右目で見ている、という冗談みたいな状況。

　隻せき眼がんになったことで物の見え方に劇的な変化が訪れていた。位置関係は何も変わっていないのに、それの見える角度だけがずれてしまったような、奇妙な違和感。目の前に差し出された『左眼球』との距離感も上う手まく掴つかめない。

　朦もう朧ろうとした意識の中、気を失わないよう心を保つので精一杯だった。

「しっかりしろ、悪魔の娘よ。お前はやり遂げるのではなかったのか」

　――やり遂げる。そうだ。

　リサはわずかに理性を取り戻す。

　とにかくアレを唱えさえすればいいのだ。この火あぶりのような責め苦に意識を手放すのはその後。やれ、一息に唱えてしまえ――ダメ。今唱えたらきっと失敗する。心が、とてもあの契約術式を維持できるような状態じゃない。

「ぁ、の……」

　せめてこの痛みが治まってからでも――

「心に隙すきを許すな。この“〝肉”〟が生きているうちにお前は事を成さなければいけない」

　――そうでした。

　それは事前に確認していたこと。リサは朦朧としながらも思い出した。

　摘出された『左眼球』が腐る前に――もっと言えば鮮度を保っているうちに事を成せなければ、すべてが無駄になってしまう。痛みに耐え切り、できるだけ早く目的を果たさなければいけないのだ。

　祈き祷とう契約で痛みを緩和しながら、という手段もないではなかったが。

「耐えるしかない。その痛みには祈祷契約とやらも効かないだろうからな」

　そう、恐らく祈祷契約は効果をあげない。

　何な故ぜならリサの『左眼球』は『魔剣精製』における簡易炉の出入り口としての役割も担っており、通常の人間のような神経組織ではつながっていない。今リサを襲っている激痛はもっと別の要素から来る、祈祷契約で癒いやすことのできないもの。

　肉体の痛みではなく――魂の悲鳴。

　想おもい人の肉を奪われたことに対する、リーザ・オークウッドの悲痛だ。

　喪失感が、悶もん絶ぜつするような苦痛をリサにもたらしているのだ。

　――だから、私は負けちゃダメなんです。

　リサは歯を食いしばる。だって自分はあの夢を見たとき、リーザに言われたのだ。

　ルークを守れ、救え、と。約束を違たがえたら赦ゆるさない、と。

　この痛みに屈してしまえば、リサはルークを助けられない。そしてルークはセシリーを救うことができない。自分はリーザに託された想おもいを裏切ることになってしまう。

　図らずも彼女自身の想いの強さに足を引っ張られて、誰だれも幸せになれないのだ。

　――そんなのッ、絶対ッ、許しませんッ!!

「あ、あ、あ、あ、あ！」

　喉のどが干上がるような声で吼ほえ、次いでリサは勢いよく歯で唇を噛かみ切った。

　弾はじける血潮。もちろんその程度で眼がん窩かの激痛を誤魔化せるわけがない。が、それでいいのだ。気絶をもたらすほど途方もない痛みよりも、こうした些さ細さいでちっぽけな痛みのほうがより現実的で――多少ながら正気を取り戻してくれる。

　リサは右目を見開きながら――

「―――――――――――――――。」

　死言を唱えて悪魔契約を開始した。

　術式を開始する“〝鍵かぎ”〟は、ルーク・エインズワースの死言。

　霊体に献上する“〝肉”〟は、眼前の『左眼球』。

　どちらも本来はルーク・エインズワースのもの。しかしリサは夢の中で彼の死言を認識するに至り、そしてこの『左眼球』に関しては今は自分の肉体の一部。

　だからこの契約術式は成立する。リサという異色の悪魔だからこそ成立させられる。

　――絶対に成功させる！

　リサが死言を唱える直前、聖剣は『左眼球』を手放していた。

　落下する『左眼球』はその途中、小さな正円によって黒い穴を穿うがたれた。ぼす、という音を発しつつ、正円は次々虚こ空くうに出現しては『左眼球』を穿ち、それの肉を奪う――

「悪魔が悪魔契約を行うなど大陸史上初の試みだろうな」

　聖剣が感慨深げに呟つぶやくのも、リサは聞いていない。

　ただただ全身全霊を懸けて願っていた。望んでいた。命じていた。

　己の生み出したい、生み出すべき悪魔を。

　――――あなたはルークのところに帰るの。

　――――そして彼が失った光を取り戻すの。

　――――そして彼の戦いを手伝ってあげて。

　――――彼が全力を注そそぐための力になって。

　――――彼がこれからもルーク・エインズワースであり続けるために！

　終わりはあっさりとしたものだった。『左眼球』を完全に食い尽くした正円は、しゃぼん玉が割れるみたいに音もなく弾はじけ、真下の草むらに小さな何かを落とした。

　聖剣が草むらの中からそれをつまみ上げる。

　白い球体である。大きさは元の『左眼球』とあまり変わらない。

　ふむ、と彼女は頷うなずく。

「さながら『魔眼』といったところか」

　力尽きたようにうなだれるリサは、それでも達成感に口くち許もとを綻ほころばせた。





　ルークは窓辺の椅い子すに腰かけたまま、みじろぎもせず無む為いな時間を過ごしていた。

　――何も言えなかった。

　セシリーが己の迷いを吐露してきたとき、ルークは彼女にかけてやる言葉を持たなかった。本当は言いたいことがあった。心の底から伝えたいことがあった。しかし今の自分にそれを言う資格はないから言えなかった。以前の自分ならば言えたはずなのに。

　結局――

『……ありがとう。話を聞いてもらうだけでよかったんだ』

　取り繕ったような声でそう言い残し、セシリーは母おも屋やを出て行った。ルークは縛りつけられたように椅子から動けず、足音が遠ざかるのを聞いていた。

　彼女の気休めにもなれなかった。

「くそったれ……」

　力なく毒づく。さっきのように、ルークが無力を実感しない日などなかった。

　他人の手を借りなければ日常生活すら成立しない。リサや聖剣師たちの鍛か冶じに助言することしかできない。それらを仕方ないと割り切ることもできず、果ては己の不ふ甲が斐いなさを棚に上げて聖剣に当たるような始末だ。

　――俺おれはこれからもずっとこうなのか？

　そう自問する度、いやこんな自分にもできることがあるはずだと必死に模索する。何度も何度も。そうしないととても心の平静を保っていられないから。

　そんなふうに――いつものように、ルークは思考に没していた。

　だから普段ならば勘付くはずの足音に気付かず、扉の開く音にはっとさせられた。

「ただいま、です」

　――リサか。

　ルークは意識的に表情を殺した。心配性の弟子に要らぬ気遣いをさせないよう、何でもないふうを装う――肘ひじ掛かけに頬ほお杖づえを突き、努めて無愛想に「おう」と応じた。

　が、その安い演技は容易たやすく崩れた。

　耳が荒い息遣いを拾ったからだ。

「……リサ？　おい、どうした。何があった!?」

　思わず腰を浮かす。それは“〝走ってきたから”〟などという理由では説明できないような、危険な響きを伴う息遣いだった。視力を失い、大部分を聴覚に頼る生活を送ってきたからこそ敏感に違いを聞き分けることができる。

　しかしリサの声はあっさりと言う。

「大丈夫です。寝れば治ります。死にはしません」

「死には、って」

　とたとたと駆け寄ってくる音。彼女の気配はこちらの目の前で止まった。

「ルーク。約束を、覚えていますか？」

　苦しげに息継ぎをしながら、唐突に訊たずねてくる。

「約束……？」

「はい。あなたが右目を失うことがあれば、私はあなたの目になるって。そうやってあなたの左目を返していくって……約束、しましたよね？」

　よく覚えている。それは軍国に赴いたときにした話だ。

　こちらの視力の低下について初めて知ったとき、リサが誓ってくれた約束。

「ちょっと想像とは違いましたけど、その約束、ちゃんと果たしますね」

「え？」

　リサが何を言っているのか、何をしようとしているのかまったくわからなかった。

　彼女の気配はさらにこちらに接近し――

「じっとして」

　何かが優しく頬ほおに触れた。リサの手だ、と思った直後、左の眼がん窩かに風を感じた。

　そこにはまっていた義眼を抜かれたのだ。

「お、おい？　一体何を」

「ちょっぴり痛いと思いますけど、我慢してくださいね」

「我慢って――」

　それはいきなりやって来た。

　顔面の左側を衝撃が襲い、為なす術すべもないルークは仰のけ反ぞって椅い子すから転げ落ちた。

　最初は鈍器で殴られたのかと思ったが、違う。そんな生なま易やさしいものではなかった。衝撃には続きがあったのだ――率直な表現で言い表すならば、正体のわからぬ生物が左眼窩の空洞に飛び込み、中で蠢うごめくような感触。

　ルークはおぞましさに総毛立ち、床の上でのた打ち回った。

「リ、」

　言いかけた言葉は遅れてやってきた激痛に押し潰される。眼窩内で蠢しゆん動どうするそいつは軟らかいようで硬くもあり、丸い球のようで四角張った箱のようでもあった。軟化と硬化、変形を繰り返し、その過程で眼がん窩か内の肉を刺し、抉えぐり、叩たたく。延々と急所を刺激され続ける痛みに気が触れそうになる。

　顔面の左側を占拠した異物感は並々ならぬ酩酊感ももたらした。自分の身体からだにかかるのも構わず吐と瀉しや物をぶちまけながら、ルークは思わずにはいられない。

　――“〝ちょっぴり痛い”〟どころじゃねえ！

　しかし無限に続くかと思われた苦痛はある頂点ピークを過ぎたところで見る見る引いていった。あれほど自己主張していた異物感も萎しぼむように消えていく。それらは自分たちの目的は果たしたと言わんばかりに急激に失うせたのだ。

　異変が過ぎてからも、ルークはぐったりと横たわったまま動けなかった。

「ルーク、しっかりしてください。寝てる場合じゃないですよ」

　呼び声に薄うつすらと瞼まぶたを開く。涙でにじんだ視界。それは徐々に焦点を結ぶ。目の前に、吐瀉物の海に力なく投げ出された手が見えた。ぴくりと指先が動いたのを見て、ああこれは自分の手だと把握する。

　――何が、どうなったんだ……？

　本当にわけがわからない。今のは一体――



　…………手が、見えた？



　ルークは跳ね起き、膝ひざ立だちになった。

　手を見る。見ることができる。手だけではない、腕も腹も脚も、吐瀉物にまみれた服や床も何もかもが見える。視覚として捉とらえることができる――視力が戻っている！

「リ、リサッ、これは――」

　顔を上げたルークはしかし、言葉を失った。

「見えるんですね？　よかった」

　久しぶりに見る顔。見慣れぬ短髪。そして空っぽの左眼窩から頬ほおを伝う、赤い血の跡。それはすでに凝固しており、表面にひびが入っていた。逆の右目からは透明の涙を流している。

　何とも形容しがたい顔をしたリサが、すぐ目の前に立っていた。

「かいつまんでお話しすると聖剣さんに協力していただきました。聖剣さんに私の左眼球を取り出してもらってですね、ルークの死言を使ってその左眼球を悪魔化させたんです。聖剣さんはその悪魔を『魔眼』と呼んでました」

　かいつまんだという、その内容には確認したいことが山ほどあったが。

　真っ先に気になったのはひとつ。

「どうしてお前が俺おれの死言を知っている？」

「それは内緒です」

　拍子抜けするほど簡単にかわし、リサは続けた。

「その『魔眼』には、ルークの左側の眼がん窩かに寄生してもらいました」

「寄生!?」

　慌あわてて左目の表面に触れると、それは何とも言えない弾力でこちらの指を跳ね返した。何かまったく別の生き物に触れたかのような感触。にもかかわらず先ほど侵入されたときのような異物感は全然なく、初めからそこにあったように定着している。

　リサに説明されるまではてっきり右目の視力が戻ったのかと思ったが、そうではないらしい。言われてみれば視界が以前と異なっているように感じた。前とは違う方角から物を見ているような心地。リサの言うことが本当ならば、自分は左眼窩に寄生した『魔眼』を介して視界を認識しているということになる。

　ルークは恐る恐る訊たずねた。

「その『魔眼』とやらは……どんな目なんだ」

「安心してください。擬態しているので見た目は普通の目と変わりませんよ」

「擬態……」

「贅ぜい沢たく言わないでくださいね、目が見えるだけで万々歳なんですから。あ、聖剣さんによるとその『魔眼』には他ほかにも能力が込められているらしいですよ。一体何なんでしょうね、楽しみですね。……どうしたんですか、ルーク」

　リサは首を傾かしげた。

「嬉うれしくないんですか？」

　無論、嬉しくないわけがない。

　もはや無駄な自問を繰り返す必要はなくなったのだ。ついさっきまで全身を支配していた無力感の一切が吹き飛んでいる。これで自分は今までのように鍛か冶じに打ち込むことができるし、剣を取って戦うことができるし、二度と見られないと覚悟を決めていたセシリーの顔をまた見ることができる。

　そう、何でもできるのだ。そのために顔の中で悪魔を一体飼うことになろうが、目が見えさえするのならば何ら問題はない。

　ルークは喜んで然しかるべきだった――が。

「それはこっちのセリフだ、リサ」

　しかし今は単純に喜ぶよりもやるべきことがあった。

「お前は嬉しくないのか？」

　リサは意表を突かれたようにびくりと肩を揺らす。

「何を、言うんですか。嬉しいに決まってるじゃないですか」

「そうは見えない」

「っだ、だったらその『魔眼』がおかしいんです！」

　その右目から大粒の涙をこぼし、叫んだ。

「せっかく私が痛い思いをして目をお返ししたんですから、しっかりしてください！　これからルークは絶対絶対ッ、聖剣を完成させなくちゃいけないんですから！」

「俺おれが、か」

「ええ、そうです！　他ほかに誰だれがいるんですか!?」

「お前だろ」

「私!?　私はダメです！　私はだって、だって、だって――」

　だって、とリサは血と涙と鼻水でぐちゃぐちゃの顔で笑った。

　自尊心をずたずたに傷つけて、苦笑いを浮かべる。

「――――逃げちゃいましたから」

　リサがルークの下もとに弟子入りしてから、もうすぐ四年になる。

　最初は何もできなかった。だから彼女は努力した。鍛か冶じ道具の扱い方を学び、鍛冶の具体的な工程を覚え、来る日も来る日も向むこう鎚づちを振るう練習を行った。いつしかルークの鍛冶を手伝えるくらいの知識と技術を身につけ、相あい鎚づち役を務めるようになった。三年目となる去年、初めて刀工として刀を打った。ルークの目が見えなくなってからは、親方に代わって毎日のように刀を打った。

「せっかく託されたのに諦あきらめちゃったから――私はダメなんです」

　その彼女に一端の矜きよう持じがないと誰が言える？

　リサはもう立派なひとりの鍛冶師だ。腕は軍国の聖剣師たちにも引けを取らない。そのような彼女が、一度は託された『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』の役割をルークに返すということ――それは己の未熟を認め、役割を放棄するということに他ならない。

　そのことにプライドの傷つかない鍛冶師がいるわけがなかった。人一倍の努力を重ねてきたこの弟子ならばなおさらの話だ。伊だ達てに彼女の親方はやっていない。

「とにかく私じゃダメでしたから、ルークにはどうしても成し遂げてもらいたいんです」

「だからお前は馬ば鹿かなんだ」

　ひっく、とリサはしゃっくりする。

　彼女の右みぎ頬ほおを流れる涙を、ルークは指先で拭ぬぐってやった。

「あの大女の言葉を真に受け過ぎなんだ。考えてもみろ。あいつが褒めちぎった刀は俺がひとりで打った物か？」

「……いいえ」

「そうだ。お前と俺で打った。俺が刀工を務め、お前が相鎚を務めた刀だ」

　自分の呼吸に合わせられる弟子がいたから、あの刀を打つことができた。

　その意味がわからないとは決して言わせない。

「俺おれたちはふたり揃そろって初めて『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』だ。違うか？」

「……そう思って、いいんですか？」

「当たり前だ。胸を張れ」

　嗚お咽えつをこらえるように唇を引き結ぶリサに、ルークはふっと笑った。

「約束で思い出したぞ」

「え……」

「俺たちは“〝共に失い続ける”〟」

　リサの右目が見開く。

“〝共に失い続ける”〟ということは“〝共にあり続ける”〟ということ。

　かつて交わされた、ルークとリサの約束。

「偶然にせよ、お互い片目を失った状態なんだ。おあつらえむきじゃないか？」

　共に片目を失った、隻せき眼がんの師弟。

　隻眼など他人には不便に思われるかもしれないが、自分たちにはいっそちょうどいい。

　はい、とリサは頷うなずく。弱々しくだが、ようやく微笑ほほえんで。

「本当に……私たちにぴったりです」

　と、不意に力が抜けたみたいにその身体からだが傾く。

　ルークは反射的にそれを支え――そのまま彼女を腕の中に抱いた。

「無茶したな。本当に大丈夫なのか？」

「はい……一晩寝れば元気になります。聖剣さんの保証済みです」

「だったら、よかった。……ありがとう。本当にありがとう」

　ルークは声が震えるのを抑えられなかった。

「俺はお前がいてくれてよかった――」

「……違いますよ、ルーク。抱き締めるのは私じゃないです」

　リサはルークの胸を押おし退のけ、にへ、と頬ほおを緩める。

「セシリーさんに伝えたいことがあるんですよね？」

「……ああ」

「じゃあ、早く行ってあげてください。きっと待ってますよ」

　ああ、と立ち上がる。

　何にせよまずはリサの身柄を聖剣師たちに預けてからだろう。彼らは鍛か冶じ場のほうにいるはずだ。踵きびすを返して玄関のほうへ向かう――が、袖そでを引っ張られた。

　振り返るとリサが眉まゆ尻じりを下げてこちらを見上げていた。

「…………せめて服は着替えてから、行ってくださいね？」

　汚物まみれのこちらを指し、そう言った。



　　　６



　――あと少ししたら銘めい無なしの許を訪れよう、そして自分の選択を伝えよう。

　そう決めたはいいものの、なかなか踏ん切りがつかなかった。

　工房アトリエ『リーザ』を後にし、キャンベル家の私室に戻ったセシリーは、銘無しと対話していたときのように寝台の縁に腰かけてずっと考えていた。いや、それは“〝考える”〟というよりは“〝二の足を踏んでいた”〟と表するほうが正しかったかもしれない。

　とにかく――いつまでも腹を決められないでいた。

　ふと、部屋の外から話し声が聞こえた。フィオのよく通る声だけでなく、母親であるルーシーの珍しくはしゃいだような声までする。

　客か？　と思った直後、断りもなく部屋の扉が開き、誰だれかが入ってきた。

「……え」

　セシリーは目を瞬しばたたく。

　訪問者は他ほかの誰でもない、さっき会ったばかりのルークだった。入るなり彼は部屋の中をきょろきょろ見回し、そしてこちらの肩越しに何かを見つけて左目を細める。

　先ほどからずっと、寝台の上に横たえられていた刺突剣レイピア。

「アリアはそこか」

「え？　あ、うん。――え!?」

　セシリーは口から心臓が飛び出るかと思った。

「いや、あれ!?　目!?」

「お前も後で礼を言っておいてくれ。リサのおかげだ」

　言葉少なに説明し、彼は本題に入った。

「さっきは何もしてやれなくてすまなかった」

　喜ぶ間もなく詫わびられ、胸が軋きしむ。セシリーは慌あわてて腰を上げた。

「あ、あなたが謝る必要は！」

「だが、目が見えるようになった今なら言える。もうお前が悩む必要はない」

　肩に手を置かれ、優しい力で押し返された。セシリーは再び寝台の縁に腰を下ろす形になり、戸惑いながらルークを仰ぎ見る。

　久しく彼に見なかった、意志の通った目が自分を見下ろしていた。

「俺おれはこれから銘無しと玉たま鋼はがね、アリアを材料に聖剣を打つ」

　背中に悪寒が走り、セシリーは度を失う。

　でもッ、と言い返そうとしたところに被かぶせるように、ルークは続けた。

「そしてもう一振り、まったく別の聖剣を打つ」

　――え？

　セシリーは腰を浮かせた状態で動きを止めた。

「魔剣も隕いん鉄てつも使わずに、大陸最強の剣を打ってやる。そうすればアリアはお役御免だ。もちろんそれができるまではヴァルバニルの封印を維持してもらうことになるが、とにかくいつか必ずあいつが帰れるようにする。……そもそもッ、大体な！」

　ルークは突如いきり立って吐き捨てた。

「俺おれはずっと腹が立っていたんだ。今まで俺が聖剣に届かなかったのは材料が足りなかったからだと？　ふざけんな、そんな馬ば鹿かげた理由が認められるか！」

「あ、あの……ルーク？」

「俺は是が非でも自力で聖剣を超えてやる！」

　セシリーはようやく気付いた。彼は何もいきなり怒り出したわけではない。

　ここに来る前からすでに昂たかぶっていて、だから終始一方的なのだ。

「ルーク……」

「だが、俺の命は長くない」

　不意打ちのように言われ、セシリーはぎくりとする。

「あくまで目が見えるようになっただけで、削れた“〝魂”〟が戻ったわけじゃないからな。俺は今言ったことを果たせないで死ぬかもしれない。だからそのときは――託す」

「託す……？」

「俺たちの子に」

　――ああ、あなたはいつだってそうなんだ。

「俺が駄目なら俺たちの子が、俺たちの子が駄目ならそいつの子が剣を打つ。魔剣や隕鉄に頼らずともヴァルバニルを封印し続けることのできる剣を、俺たちの血を継ぐ誰だれかが鍛錬するんだ。それを果たすことが――『アリアを救う』ことが、たった今からエインズワース家の継いでいく新たな使命だ。俺が勝手に決めた。悪いな」

　ルークはにやりと笑い、そしてセシリーの手を取る。

　そのまま引っ張り上げるように、半ば強引に身体からだを抱き寄せた。

「だからセシリー、お前が苦しむ必要はない。全部任せろ」

　きつく強く、自分を抱き締めてくる。

　――私が道に迷ったとき、あなたはいつもそうやって答えをくれるんだ。

　セシリーはルークの胸に顔を押しつけ、蚊の鳴くような、か細い声で囁ささやいた。

「……私はあなたに助けられてばかりだ」

「肝に銘じろ。お前が他ほかの人間に虚勢を張るのは一向に構わないが」

　耳許で発せられる声は、いやが上にもこちらの体温を熱くさせる。

　たぶん現金に過ぎる発想だろうけど――

「お前は俺にだけ甘えろ」

　自分は生涯、この男を愛するに違いない。





　――――すべてはつながっている。

　翌日、ルークはリサ、聖剣、銘めい無なしの三者を鍛か冶じ場に集めた。

「リサ、身体からだのほうは本当に大丈夫なんだな？」

「バッチリです。まだ片目の視界に慣れていないので、距離感がちょっと不安ですが」

　リサは左目の上を包帯で覆おおっていた。

　そのうち彼女には義眼を作ってやるつもりだが、当面はこのままだろう。

「二、三日もあれば慣れる。俺おれはそうだった」

　了解です、とリサは頷うなずく。

　ルークはそして、彼女がその腕に大事に抱えている剣に目を移す。えんじ色の鞘さやに収められた刺突剣レイピア――魔剣『アリア』。セシリーから預かった、彼女の戦友。

「作業の工程は今までとほとんど変わらない。違うのは材料――溶かした銘無しとアリアを剣の部材に用いるということ。刃は鉄かねには銘無しを、心しん鉄かねにはアリアを、棟むね鉄かねと皮かわ鉄かねには従来通り玉たま鋼はがねを使う。つまりアリアを“〝芯しん”〟とした『四し方ほう詰づめ』の構造を採用する」

　壁際に立っていた聖剣が口を挟んだ。

「聖剣の“〝芯”〟としては『隕いん鉄てつ』を含む銘無しのほうが適していると思うが」

「これが銘無しの希望だからな」

　肯定します、と銘無しが発言する。

「でなければ私は材料になることを拒否します」

「……まったく、強情な魔剣だ。嫌いではないが」

　ところで小僧、と聖剣はこちらを見やる。

「やはりお前の臭いは何とかならないのか。どうにも好かん」

「……この期ごに及んで言うことか？　どうせお前の鼻が腐ってるんだろう」

「否定します。あなたからは不快な体臭がします」

「えっ!?」

　思ってもみない相手から指摘され、ルークは不覚にも心が傷ついた。

　銘無しは淡々と告げる。

「聞くところによると以前、あなたは火山洞どう窟くつにて“〝ヴァルバニルの肉”〟を食したそうですね。体臭の原因はそれ――ヴァルバニルの気配が体内に残留してしまったことにあると思われます。“〝神への憎悪”〟を抱える私たちにとって、好ましいものではありません」

「なんだ、お前はあんなものを食べたのか？　とんだ変態だな」

「…………」

　当然、後悔はない。それを食べなかったら、ルークはきっとあの遭難で死んでいただろうし、生きて帰ってこれたからこそこうしてまた鍛か冶じに臨のぞめるのだ。後悔などしようはずがない――のだけど、どうしてふたりの言葉はこんなにも胸に突き刺さるのだろうか。

　――待て、ということは。

“〝ヴァルバニルの肉”〟を食したのは自分だけではない。ユーインもだ。

　もしもアリアが復元できたとして、ひょっとすると彼も自分のように“〝体臭”〟についてアリアからねちねち言われるのかもしれないのか。……とても同情する。するだけだが。

「もちろん我慢しますので、お気になさらず」

「仕方あるまい。我慢してやるから気にするな」

　思い切り出で端ばなを挫くじかれた気がするが、引っ張って得する話題でないことは確かだ。

　それよりも――今はとにかく気分がいい。

「リサ、火を熾おこしてくれ」

「ハイ！」

　リサは善は急げとばかりに炉のほうへ駆け寄る。

　その背中を見つめながら、ルークは思う。わずかに口の端を上げながら。

　――――すべてはつながっている。

　高揚感とともにそう確信する。

　これから自分とリサは聖剣を鍛錬する。波乱はない。新しい聖剣を完成させることはもはや決定事項も同然で、何な故ぜならすべての過去がここに活いかされるからだ。今まで培ってきた経験と技術が今から行う鍛冶に資するのは当然のこと、逆境さえもが翻って自分たちを高みへと押し上げるのだ。

　聴覚に頼る生活を強しいられたこと――それはルークの五感をより鋭敏にしてくれた。

　短期間ながら刀工役を務めたこと――その経験はリサの相あい鎚づちの精度を高めたに違いない。

　自分たちだけではない、セシリーだってそうだ。彼女はアリアとの離別を経へて、相棒の抜けた穴を埋めるためにさらなる修練を積み、以前とは比べものにならないほどに己を鍛え上げた。

　そして相次ぐ難事は独立交易都市の人々を逞たくましくさせた。

　父の教え、リーザの願い、そのふたりを亡くした喪失感とヴァルバニルへの復ふく讐しゆう心、リサと二人三脚で続けてきた鍛冶、セシリーとの出会いと誓い、軍国の聖剣師たちとの技術交換、人外兵器や悪魔との死闘、火山洞どう窟くつでの遭難、文字通り命を擲なげうってまで食い止めたヴァルバニルの復活――

　無駄だったことなどひとつとしてなく、全部が全部、奇跡のようにつながっている。

『お前たちはそれができるだけの備えが“〝今”〟できているのか？』

　――できている。何もかもが揃そろっている。

　そう、過去にあったすべての出来事がこれから鍛錬する剣に集約されるのだ。

　失敗する要素なんて何ど処こにある？

　今すぐにでも鎚つちに手を伸ばしたくなる気持ちをこらえ、ルークはリサが鍛か冶じの準備を終えるのを待つ。見ると彼女は炉の中に積み上げた炭と藁わらに火を点ともすところだった。火はたちまち藁に燃え広がる。

　その揺らめきを左目が捉とらえた瞬間――

「……ぅ、ぐっ!?」

　ルークは鈍い頭痛と立たち眩くらみに襲われた。

　咄とつ嗟さに左目を手で覆おおう。塞ふさがる視界。すると激痛は嘘うそのように退しりぞいた。

「え――ルークっ？　どうかしたんですか!?」

「言っただろう、悪魔の娘よ。相当の苦痛を伴う、と」

　聞こえたのは聖剣の声。

「『魔眼』は小僧の鍛冶作業を支援するため、お前の強い祈りによって生み出された悪魔だ。故ゆえにそいつは小僧が鍛錬を行う度に活性化し、真綿で首を締めるが如ごとく徐々に、小僧の“〝魂”〟を刈り取っていく。視界の隅々まで見通せる優れた視力と引き換えにしてな」

　そんなのッ、とリサの悲鳴が響く。

「私、聞いてません！」

「言わなかったからだ。知れば、お前は躊ちゆう躇ちよしていただろう」

「あ、当たり前じゃ――」

「俺おれは構わない！」

　ルークは左手を顔から退け、リサを振り返った。泣きそうな弟子の面。その背後には火を放つ炉がある。頭痛は再び自分を襲うが、今さっきのように取り乱したりはしない。

「大したことじゃない。準備を続けろ」

「でもッ」

「お前も言っていただろう？　贅ぜい沢たくは口にするなと」

　反論しようとするリサを手で制し、

「代償がこの程度なら安いものだ。おかげで俺は何でもできる」

　目が見えなかったときにできなかったことが、今、できる。

　それはルークにとって“〝何でもできる”〟ことと同義だった。

「違うか？」

　リサは右目を潤ませてこちらを見上げていたが――やがて涙を拭ぬぐう。

　もう一度顔を上げたとき、彼女は揺るぎない眼まな差ざしをしていた。

「違いません、ルークの言う通りです。私たちは何でもできる」

「いい答えだ」

　ただひとつ思うことは――またセシリーに秘密ができてしまったということ。己のこういうところは死んでも治らないだろう。ルークは内心で苦笑しつつ、一同の面を見回す。

　与太話は終わりだ。聖剣も銘めい無なしもリサも自分の言葉を待っている。

　では、と宣言した。

「鍛錬を開始する」



　　　７



　そして時は過ぎ――

　大陸は今後の歴史を決定付ける日を迎える。





　ここ数日の中では特に春めいた日だった。

“〝光の壁”〟によって作られた雲間はすでに塞ふさがっていたが、上空の灰がいつもより薄いのか日差しがよく射さし込み、ぽかぽかとした陽気に満ちていた。市内には和やかで穏やかな空気が漂い、何ど処こかで芽吹いた草花の匂においが薫かおってくる。

　独立交易都市の四番街の一画にある、小さな教会。

　祈き祷とう契約によって引き起こされる奇跡に対し、感謝の祈りを捧ささげるための信仰施設である。総じて『精霊信仰』と称される独立交易都市独自の信仰は、宗教色よりも風習の意味合いが強く、故ゆえにこの教会は祈祷以外にも子どもたちの教育の場や祝い事の会場として頻ひん繁ぱんに開放されていた。

　今日はここで、一組の結婚式が執り行われる。

　といっても盛大なものではない。現時点で教会の外に集まっているのは五人にも満たない少人数だったし、教会の前に並べられた卓には皆がそれぞれ持ち寄った料理が並んでいるだけで、結婚式の御ご馳ち走そうと言うにはいささか物足りないものだった。

　しかしそれも当然のことだろう。移住計画は着々と進み、今や最終の段階に入っている。自治機能はそのほとんどが停滞しており、互いに分け合うだけの食材を確保するのも結構な苦労なのだった。

　そう――

　先の噴火騒動から、半月ほどが経過していた。

　市内には今や人の気配というものが希薄である。数日後に最後の移住を控え、残った市民のほとんどが自宅で過ごしている。外出しようにも商店は何処も開いていないし、友人知人はすでに遠い軍国の地。人々が家にこもりがちになるのも無理からぬことだった。

　静かな街並み。そのせいか話し声はかなり響く。

「この馬車はどうしたの？」

　教会の前に集まったひとりが、そばに停とめられていた馬車を指差し、他ほかの者に訊たずねた。幌ほろなしで小型の、一頭立ての馬車。荷台には簡易的な座席があるだけで中は空っぽだ。

　別のひとりが嬉うれしそうに答える。

「この馬車はですね、私とヒルダからのプレゼントです」

「あらら。よく準備できたわね。大変だったでしょう？」

「はい、そりゃもう。都市にあった馬車の類たぐいはほとんど移住計画のほうに使われちゃってますから。貸してくれる相手を探すのにかなり苦労しました。別の準備もありましたし」

「別の準備？」

「ふふふ。それは後でのお楽しみですよー。ああ、早く始まらないかなー」

　集まった彼女たちは、主役の登場を今か今かと待まち侘わびている。

　このような物が手に入りにくいときに――最後の移住が行われるぎりぎりの時期に結婚の催しが開かれることになったのには、もちろん理由がある。料理や飾り付けなどよりも優先すべき、婚姻には絶対に欠かせない物の準備に時間を要したからだ。

　それは――

「できたぜっ」

　教会の正面の扉が勢いよく開き、まず出てきたのはエプロンドレスを着た使用人、フィオ・アトキンズだった。外で待っていた者たちは期待の眼まな差ざしでそちらに注目する。

　フィオは教会の中を振り返り、「ご主人様、どうぞ」と恭うやうやしく頭を垂れる。

　彼女に導かれて出てきた人物に、わっと歓声があがった。

「素敵よ、セシリー！」

　セシリーは「ど、どうも」と照れ笑いを浮かべる。

　純白の花嫁衣装である。

　衣装の端々に施された刺し繍しゆうは細部までとても丁寧に縫われ、派手さはないがシンプルな美しさがあった。ウエストを締める大きな帯リボンは全体の調和を整える役目を担う。コサージュの付いた薄絹のベールを頭に被かぶり、両腕には丈の長さが二の腕まである薄手のグローブ。スカートを膨らませて形を固定するためのパニエはなく、裾すその長さは少し引きずるくらい。どちらかといえばボリュームが控え目の、軽装のドレスだ。

　温かな陽光を受けて白く輝く衣装に、燃えるような赤の髪と瞳ひとみがよく映えていた。その赤と白をさらに際立たせるよう肌には薄い化粧が、唇には紅が塗られている。

　セシリーは頬ほおを上気させながら、ほうっとため息をついた。

「なんだか夢を見ているようだ……」

「うへへ。いやー、あたいは本当にいい仕事をした」

　自分の肩を揉もみながら、フィオは嬉しそうに笑った。

　その目の下には濃い隈くまがある。彼女はセシリーとルークの婚約が市内中に知れ渡った日から今日に至るまで、寝る間を惜しみ、一針一針大事にこの花嫁衣装を縫ってくれたのだ。花嫁衣装を作るなど初めての経験だったから、フィオはルーシーの意見を参考にしたり仕立て屋のところに通い詰めてアドバイスをもらったりしていたらしい。

『皆が祝ってくれるのは嬉うれしいが、今はやるべきことを脇わき目めも振らずにやるべきだ。呑のん気きに祝い事をしている場合ではない』

　婚約者のルークにもそんなふうに言い、セシリーはずっと祝いの類たぐいを断り続けていた。

　そんな自分が今こうして式に出ているのは、ルーシーや同僚の説得もあったが何よりフィオの努力する姿を見ていたからだった。日に日にやつれていく様子を目まの当あたりにしていたら断るに忍びなくなり、つい先日とうとう折れたのだった。

　いざ当日を迎えて――

　教会の中で初めて見せられた花嫁衣装は本当に素晴らしい出来栄えで。

　セシリーは一目で気に入ってしまった。

　衣装を着て皆に披露した今もずっと胸の高鳴りが止まらない。その興奮が顔に出てしまっているのだろう、フィオは終始にやついた顔でこちらを見ていた。

「満更でもないだろう？　だから言ったじゃん、式はやるべきだって」

「……うん。悔しいけど認めるしかない」

　最近まで式は不要だと意固地になっていた自分が、なんだか愚かしく思えるくらいだ。

　間に合ってよかったよ、とフィオは感慨深げに息をつく。

「これでアトキンズ家の使命をひとつ果たせた」

　――フィオもそうなんだな。

　セシリーがキャンベル家の使命を引き継いでいるように。

　ルークがエインズワース家の技術を継承しているように。

　誰だれもが何かを背負って生きている。

「ま、そうでなくても自慢の妹分の晴れ姿なんだ。張り切るに決まってるさ」

「……ありがとう、フィオ。あなたこそ私の自慢の姉だよ」

「おうよ！」

　セシリーは力強く親指を立てる彼女に微笑ほほえみ、そして、教会の前に集まっていた人々の顔を順番に見渡した。

　母親のルーシー・キャンベルは自分がこの姿を見せた瞬間に号泣してしまっていた。後輩のヘイゼル・キンバリーも感極まったようにうるうると瞳ひとみを潤ませている。その隣のヒルダ・キャヴェンディッシュはどうやらこちらに見み惚とれてくれていたようで、目が合うと頬ほおを染めて視線を逸そらした。

　同僚のパティ・ボルドウィンはニコニコと笑いながら教えてくれた。

「しばらくしたら騎士団のみんなも来ると思うわ」

「私たちからはプレゼントを用意しました！　後で受け取ってください！」

　ヒルダの腕を引っ張りながら言うヘイゼル。ヒルダはやれやれといった様子。

　ありがとう、楽しみにしてる、とセシリーは頷うなずいたが。

　――やっぱり来ていないか。

　フィオもそれに気付いたらしく、皆に訊たずねた。

「あれ？　ルークとリサはまだ来てないのか？」

「あー…………そうみたいだな」

　ヒルダが言いにくそうに答えた。

「ええ？　マジかよ。ルークの分の正装もちゃんと用意してやってんのに」

　眉み間けんに皺しわを寄せるフィオに、仕方ないさ、とセシリーは苦笑する。

「彼らは大事な仕事をしているんだ」

　ルークは視力を取り戻したその翌日から早速、リサとともに鍛か冶じ場にこもり始めていた。

　鍛錬とは炉に点ともされた火の温度、熱せられた鉄の色などの変化によって剣の状態を把握するため、基本的に薄うす暗くら闇やみの中で行われる。だから閉め切った空間に不用意に光を入れられぬよう、ルークたちはセシリーはおろか誰だれの訪問も受け付けず、寝泊りもそのまま鍛冶場で行っているらしかった。

　彼らの鍛冶場を自由に行き来しているのは助言役の聖剣くらいだろう。セシリーが少し前に様子を見に行ったとき――やはりルークたちには会えなかった――、母おも屋やにいた聖剣師たちが「仕事がなくなってしまったよ」と肩をすくめていた。

　フィオが荒っぽく頭を掻かいた。

「主役が揃そろってなきゃ意味がねえし。今日のことは前々からリサに伝えていたし、三日くらい前に確認しに行ったときはルークも必ず来るって言ってたのになぁ」

　え、とセシリーは驚いた。

「ルークに会ったのか？」

「え？　あ、うん。ちょうど区切りがついてたときらしくて。まだ他ほかにもいろいろ作業が残ってるっぽかったけど」

　それを聞いてセシリーは少し安心した。順調かどうかはわからないまでも鍛冶が進んでいることは確かなようだ。進しん捗ちよくの状況がわからないままだったから心配していたのだ。

「……私、呼びに行ってきましょうか？」

　ヘイゼルが提案してくれたが、セシリーは首を横に振る。

「遅れているということはやはり鍛冶のほうに集中しているんだと思う。それを邪魔したくはないし……それに私はこの衣装を着ているところをみんなに見てもらえただけでも十分に満足だよ」

　でも、とヘイゼルは何ど処こか納得のいかない様子で口を尖とがらせる。

　セシリーはこっそり小声で付け足した。

「まあ……個人的にはもう一日早かったりすれば嬉うれしかったんだけど」

「あぁ？　まだ言ってんのかよ、セシリー」

　どうやら聞き逃してはもらえなかったらしい。フィオが呆あきれ果てたような面をする。

　号泣していたはずのルーシーも、さすがに感動が失うせたように眉まゆをひそめた。

「もうっ。どうしてあなたはいつもそうなのですか！」

「し、しかし母上。今日は独立交易都市や軍国にとって大事な日で」

「今日はあなたの大事な日です。本当に困った娘だわ……」

　セシリーらしいがな、とヒルダが笑う。

「元々市長や団長もオマエの出席には反対していたんだ。すっぱり諦あきらめろ」

「うう……」

　セシリーはうめきながら、未練がましくとある方角を振り返る。

　その視線の遥はるか先、独立交易都市の外で――

　大陸史最後になるかもしれない二国一都市会議が開かれようとしていた。





　独立交易都市にほど近く、そして帝国の領地を手前に置いた平野。

　晴れ渡る空の下、四方を幔まん幕まくによって囲まれた野営地がそこに築かれていた。

　野営地の四隅には軍国と帝政列集国の旗が立ち、その周辺一帯には軍国の兵士や独立交易都市の自衛騎士団の団員、帝政列集国戦士団の戦士などが互いに互いを監視し合いながら、それぞれの位置で陣を構えている。

　そして野営地の中央に並べられた卓と椅い子すには、各首脳陣が揃そろい踏みしていた。

　独立交易都市からは市長のヒューゴー・ハウスマン、三番街自衛騎士団団長のハンニバル・クエイサーとその副団長を務めるレジナルド・ドラモンド。

　軍国からは『総席』にして『少女王』の愛称で知られるゼノビア・Ｑ・ランチェスター、軍師のアーヴィー・アーヴィング。彼らの背後には軍国と独立交易都市の橋渡し役を務めているドリスと、彼女の補佐としてユーイン・ベンジャミンが控えている。

　帝政列集国からは戦士団団長のシーグフリード、騎士団総団長のオーガスタス・アーサー、旧群集列国代表のランスロット・ダグラス。シーグフリードのそばには彼の右腕である女戦士、フランシスカが立っている。

　今後、このようなそうそうたる人物たちが一堂に会することは二度とないかもしれない。

　何せ彼らは、これから行う戦争について会談するからだ。

「前回の会議ぶりだなぁ、クエイサーよ」

　黒の鎧よろいで身を固めた、散切り頭の屈強な男、オーガスタスが嫌味たらしく口にする。

　前回の二国一都市会議は独立交易都市市内で行われた。そして帝政列集国の放った人外兵器と有象無象の悪魔たちにより都市は襲撃を受け、危き殆たいに瀕ひんしたのだった。此こ度たびの会議がこのような場所で行われているのもそれがあった故ゆえである。

　オーガスタスとハンニバルは古い時代からの仇きゆう敵てき同士であり、襲撃事件の際にも直接剣を交え合った間柄である。オーガスタスは挑発の意味を込めてそのことを示し唆さしたのだが。

　話を振られたハンニバルはしかし、力なくため息を返した。

「何な故ぜこの日に決めた……？」

「……は？」

「確かに会議の開催を持ちかけたのはこちらだ。そちらに日を指定する権利があるのは認めよう。……だがどうして今日なのだ？　何故よりにもよってワシの部下の晴れ舞台の日なのだ？　おのれ、おのれッ！」

　地団駄を踏む偉丈夫を、横の席のヒューゴーが「まあまあ」と慰める。

「気持ちはわかりますが落ち着いてください。終わったら真まっ直すぐ祝いに行きましょう」

「わかってるッ。クソ、今日のワシは機嫌が悪いぞ！」

「…………何なんだ」

　オーガスタスはわけがわからないといった様子で隣のランスロットに目配せする。老人の彼はただ肩をすくめるだけだった。関かかわり合いになりたくないのだろう。

　と――

「この御時勢にもかかわらず、まさか平和ボケでもしたのか？」

　倦けん怠たい感かんを剥むき出だしにした声。人々は揃そろってそちらを見やる。

　銀髪に長身痩そう躯くの、闇やみから剥はぎ取ったような黒衣をまとう男――シーグフリードが面白くもなさそうに指先で卓を小突いていた。

「それとも絶望のあまり頭がイカレたか？」

「いいやシーグフリード殿。吾われらは希望に満ちているのさ」

　鷹おう揚ようと返したのはゼノビアである。

　かわいらしいドレスを着て、その頭に小さな冠を載せた少女。彼女はシーグフリードの凶器のような視線を受けてもいささかも怯ひるむことなく、真っ向から発言してみせた。

「むしろそちらの心配をしておるよ。国を傾けるようなことを仕出かして大丈夫かと」

「へえ。この場で貴様らの首を落として都市に届けてやることもできるんだがな」

「大きく出ましたね、シーグフリード。はい」

　軍国の軍師にして少女王の片腕、アーヴィーが割り込んだ。

　その杓しやく子し定じよう規ぎな性格を反映するように几き帳ちよう面めんに切り揃えられた頭髪に、銀縁の眼鏡。細面の彼は冷ややかな声で言う。

「逆の場合もあり得るのではないですかね？　はい」

　瞬またたく間に――会談の席は一触即発の雰囲気に包まれた。

　それこそこの場で今すぐ剣が交えられてもおかしくはない、険悪な空気。

　そのとき、ひとりの人物が野営の幕をめくって中に入ってきた。後頭部で髪を団子状にくくり、小さな眼鏡の奥にきつめの眼まな差ざしを秘めた女。

　彼女は不穏な空気に顔をしかめつつ、会談の席に加わる。

「穏便に願いますよ、皆さん」

　大陸法委員会の査察官、ジャスティーナ・オルブライトである。

　彼女に目をくれる者は少ない。国家間の協調を目的とした大陸法はすでに形けい骸がい化かし、その委員会も今や名ばかりの組織だ。その代表として派遣された彼女を敬う人間などいるはずがなく、彼女はだからただの議事進行役でしかない。

　ジャスティーナは居心地が悪そうに嘆たん息そくし、それでも己の役割を果たすため、述べた。

「それではただ今より二国一都市会議を始めます」





　お、と最初に気付いたのはヒルダだった。

「よかったな、セシリー。もうひとりの主役がお出ましだぞ」

　セシリーは弾はじかれたように彼女の視線の先を追う。

　通りの向こうから、ふたつの影がよたよたと歩いてくるところだった。

「おっせーぞ！」

　フィオが怒鳴るが、その面はほっとしたように破顔していた。

　顔の左側に包帯を巻いたリサが、ごめんなさいッ、と頭を下げる。

「ぎりぎりまで作業をしていて、他ほかにも出かける準備をしていたらこんな時間に……ほら、ルークも！」

「あー、すまなかった」

　ルークが首の後ろを掻かきながら言葉少なに詫わびた。

　ふたりともひどく疲れているらしく、歩く足が危なげによろついている。皆のところまで着くと、リサはその背中に負っていた背はい嚢のうを足許に下ろして大きく息をついた。背嚢からは何やら袋に入った棒のようなものが突き出ていた。

　真まっ直すぐ自分のほうにやって来たルークに、セシリーは訊たずねる。

「鍛か冶じのほうは大丈夫なのか？」

「ああ。遅れて悪かった」

「……聖剣殿は？」

「母おも屋やで寝てるよ。あいつもほとんどつきっきりで俺おれたちの鍛冶を見ていてくれてたからな。目が覚めて気が向いたらこっちにもやって来るんじゃないか」

「そ、そうか」

　セシリーはなんだか緊張していた。だって久しぶりに会えたのだし、こちらは花嫁衣装だし、これから自分たちは結婚式を挙げるのだし――とにかく自分でも戸惑うくらい無性に「彼のことが好きだ」という気持ちが溢あふれて止まらない。

　ひとり勝手にどきどきしていると、ルークが言った。

「早速だがセシリー、手を出してくれ」

「へ？」

　首を傾かしげるが、請われるまま利き手の右を差し出す。

　違う逆だ、と言われて意味を察した。頬ほおを赤らめつつ改めて左手を差し出す。

　ルークはこちらの手袋を外し、その薬指に小さな指輪をはめてくれた。鈍い輝きを放つ、銀のそれ。慣れないアクセサリーの感触にセシリーは否いや応おうなく胸が高鳴った。

「アリアの破片を加工して作った指輪だ」

　はっと顔を上げたこちらに、ルークは頷うなずきを返す。

「アリアの……」

　もう一度指輪に目をやるが――言葉にならない。ただ、涙が湧わいた。

　ルークは何も言わずその手でこちらの涙を拭ぬぐってくれる。



    

  
    
      



    

  
    
      「……ていうか、おい、ルーク」

　思わずといったようにフィオがくちばしを挟んだ。

「なんか色々と段取りをすっ飛ばしてないか？」

「正直今にも倒れそうなくらい疲れてるんだ。意識のあるうちに渡しておきたかった」

　身も蓋ふたもない理由にちょっぴり涙も引っ込む。

　――でも、本当に嬉うれしい。

　これ以上の結婚指輪はない。自分はなんて幸せなのだろう。

　幸せついでに訊たずねてみた。己の花嫁衣装を強調するように、心持ち胸を張りながら。

「あ、あの……感想を聞かせてもらってもいいかな」

「ん？　ああ、決まってるだろ。大陸一だ」

「たいりくいち!?」

　手放しの褒め言葉に卒倒しそうになった――が。

「向かうところ敵なしの、現時点で俺おれの最高傑作だ」

「……うん？」

　続く評価に違和感を覚えた。

　ル、ルークっ、と慌あわてたようにリサが補足する。

「セシリーさんはドレス姿のことを言ってるんですよ！」

「……あ、そうか。すまんセシリー、“〝大陸一”〟はそっちのことじゃない」

　石のように硬直するこちらに背を向け、ルークはリサのほうを振り返った。

「リサ、あれを」

「ハ、ハイ、ただ今――じゃなくて！　セ、セシリーさん？　大丈夫ですよ、セシリーさんのドレス姿は間違いなく大陸一ですよ！　もうっ、ルークのバカ！　マヌケ！」

　リサはセシリーにフォローを入れたりルークを罵ののしったりしながら、背はい嚢のうから飛び出していた棒状の物を引き抜いた。細長い布袋から中身を取り出し、ルークに手渡す。

　先の発言などなかったような面で、彼はまたこちらに向き直った。

「ずいぶん待たせてしまったな。約束のだ」

「……約束の？」

　セシリーはむくれつつもおうむ返しに呟つぶやいて――直後に目を見開いた。

「まさか」

「ああ、完成したぞ」

　差し出されたのは、一振りの剣。

　それは真まっ直すぐに伸びる直線型の鞘さやに収められていた。鞘さや尻じりには何かの意匠が彫られた金具。そして柄には植物の蔦つたのように曲がりくねった金属の帯が絡みついている。

「ここ数日はずっと研ぎの作業をしていて、ついさっきそれが終わったんだ。あと聖剣師の中に腕のいい鞘さや師がいてな、鞘はそいつに造ってもらった。今日に間に合わせるために寝ずにやってくれたよ」

　記憶の形とは異なるが、それは確かにスウェプトヒルトの柄。

　つまり――

「お前の相棒だ」

　受け取る手が震える。取り落としてしまわないよう、セシリーは剣を胸に抱いた。

　全身は歓喜に満ちていた。引きつる喉のどからなんとか声を発する。

「ルーク、あなたは本当に――」

「……お前は大陸で一番になんかならなくていい」

　え、と顔を上げる。

　ルークは柔らかく微笑ほほえみながら、

「俺おれの中ではいつまでも一番だ。……綺き麗れいだ、セシリー」

　――死ぬ。

　幸福が過ぎて死ぬ。

「じゃあ早速そいつの姿を拝ん――」

　セシリーは片手でルークの首の後ろをがっしりと掴つかみ、まだ何か喋しやべっているその唇を塞ふさいだ。己の唇で。接触の瞬間に互いの歯がぶつかったが些末なこと。なんだか自分が夢想していたよりもずいぶん色気がないような気がしたが、でもだって止まらなかったのだ。

　一瞬遅れ、女性陣から黄色い悲鳴が起こる。

　唇を離すと、ルークのそれはこちらの紅で真まっ赤かに染まっていた。

「こんな形でしか感謝を示せなくて申し訳ない！　ありがとうルーク！」

「……あ、ああ……」

　彼は生気でも奪われたみたいにふらふらとよろめいている。

　セシリーは渡された剣の柄に触れた。瞬間、体温がさらに跳ね上がる。

　――そうだ、これなんだ！

　掌てのひらにぴったりと吸いつくような感触。腕を引くと自然と剣は鞘から抜けた。

「――――ッ！」

　閃せん光こうが一同の目を焼く。産声のような光は教会の周辺一帯を駆け抜け、文字通り瞬く間のうちに消えた。

　セシリーはゆっくりと瞼まぶたを開き、淡い輝きを残す剣を見る。

「これは……」

　飛び出した刃やいばは、レイピアのそれよりも厚みと幅のある刀身。ぱっと見は片刃の直刀なのだが、よくよく観察すると切っ先の辺り――物打ちの部分が両もろ刃はになっている。

「鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀だ。聖剣の奴やつの助言でな、ちょいと形をいじってみた。その刃やいばは“〝突く”〟だけでなく“〝斬きる”〟こともできる」

　ルークは説明もそこそこに、さあ、と促す。

「人間の姿は俺おれたちもまだ見ていない。お前が最初に見るべきだと思ったからな」

　セシリーは頷うなずき、剣を虚こ空くうに掲げた。

　おいで、と戦友を呼ぶ。
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“〝また光が奔はしった”〟――

　一同は反射的にそう思ったが、正確には違った。

　それは光ではなく、白と銀と緑の三色に輝く可視の風。目に見える風は刹せつ那なの時間、皆の視界を奪う。古いほうの『聖剣』の変化が他ほかの魔剣とは違って瞬間的なものだったように、この剣もまた、変化に要した時間はひどく短かった。

　気が付くと剣はセシリーの手から跡形もなく消えていて――

　そして目の前に忽こつ然ぜんと、ひとりの女が出現していた。

「……ここは？」

　固かた唾ずを呑のむ人間たちを見回し、彼女は首を傾かしげる。

　忌き憚たんなき感想を言えば――このとき一同は失望した。

　色素の薄い茶の長髪。拘束具のようなコルセットで腰を細く締めつけ、その上からふわりと軽やかなドレスを着ている。背はすらりと高く、眼まな差ざしは人間のものとは決定的に違う、神秘的な光沢を帯びていた。

　面影はあるように思う。しかし容姿は記憶のアリアよりも大人びていた。感情の色が薄いというか、少しぼんやりとした雰囲気にはアリアのそれではなく銘めい無なしの片へん鱗りんを残しており、今しがた一言発した声も聞きなれない響きだった。

　銘無しが危き惧ぐしていた通り、彼女はアリアではない。別のものだ。

　一同はそう覚さとり、失望した――ただひとりを除いて。

　誰だれもが声を失って立ち尽くす中、セシリーだけが迷わず彼女の前に立つ。

「気分はどうだ？」

「……あなたは？」

「私はセシリー・キャンベル。騎士だ。君は君のことがわかるか？」

「……肯定する」

「教えてくれ」

「聖剣。かの獣を大地に封じるために造られた凶器」

「なるほど。残念だが不正解だ」

「……何だと？」

　口調。表情。眉まゆを上げる仕種。どれもこれもアリアがしていたものとは違う。

　――でも面影はあるんだ。

　今のセシリーにはその事実だけで十分だった。

　眉まゆ尻じりを上げていた彼女は、ふと戸惑ったようにそれを下げる。

「……何な故ぜ、泣く」

「嬉うれしいからさ」

　とにもかくにもこうして再び会い、言葉を交わせたことが嬉しい。

　セシリーは乱暴に涙を拭ぬぐい、口角を上げる。にやりと笑うように。

「君は自分が何者なのか知りたくはないか？」

「すでに知っている。私は聖剣だ」

「ああ。しかし凶器ではない」

「否定する。凶器だ」

「それは違うということを、私が証明するよ。長い時間をかけて、君が納得するまで」

　沈黙する彼女に、右手を差し伸べる。

「君を皆に紹介したい。私について来てくれないか」

　彼女はこちらの手を見つめ、しばらく動かなかった。

　セシリーは待つ。いつまでも待てる。

「…………」

　彼女は――手を取ってくれた。

　セシリーはぎゅっと握り返す。二度と離さないと伝えるように。

「では行こう、――アリア」

「アリア？」

「君の名前さ。それとも別に銘があるのか？」

「……何とも言えない。あるはずなのだが、思い出せない」

「じゃあ当面はアリアと呼ばせてくれ。君が思い出すまで」

　そしてセシリーはそれを顧みた。

　教会の前に停とめられていた馬車。実は最初に見たときから目をつけていたのだ。

「この馬車、借りるぞ」

「え――あっ。そ、それは私とヒルダからのプレゼントで……」

　はっとしたヘイゼルがあたふたと言う。馬車がプレゼント？　不思議に思ったが、自分への贈り物ならば拝借しても構わないだろう。

「ありがとうヘイゼル！　ヒルダ！」

「あ、いや、そうじゃなくて――」

　セシリーは彼女を馬車の席に座らせ、自分はドレスの裾すそをまくり上げて御者台に着く。

　パティが慌あわてたように駆け寄ってきた。

「ちょ、ちょっとッ、結婚式は!?」

「すぐ戻る！」

　手綱を取り、止める声も聞かず馬車を走らせた。





　見る見るうちに遠ざかっていく馬車を、残された者たちは呆ぼう然ぜんと見送る。

　やれやれと息をついたのはルークだ。

「これでようやく本調子になったな、俺おれの嫁さんは」

　その表情は何ど処こか嬉うれしげだった。





　馬車は街中を疾走する。

　驚いたことに、移住計画のために人気が減っているはずの街並みにたくさんの市民が立っていた――まるで市内に残っている人々がすべて集まったみたいに。彼らはこちらに道を譲るように大通りの両りよう脇わきに並び、すれ違い様に祝福の声を送ってくれる。

「セシリーさん、結婚おめでとう！」「騎士団の嬢ちゃんから聞いたぞ！　やったな！」

「末永くお幸せに！」「街のことは頼んだぞ！」

　――ヘイゼルの言っていた“〝プレゼント”〟とはこのことか。

　自分に内緒で式のことを市民に触れ回っていたのだろう。

　粋いきな計らいだ。ヘイゼルとヒルダには後でまた礼を言わねばならない。

「ありがとう！　都市のことは任せてくれ！」

　セシリーは人々に大きく手を振る。その背後から、風に消え入りそうな声がした。

「この人間たちは皆、あなたを知っているのか」

　ああ、と振り返らずに頷うなずく。

「君のことも知っているぞ」

「……私は知らない」

「それも銘のように思い出せないだけさ。魔剣だった頃ころの君はとても慕われていた」

「魔剣だった頃の、私……？」

「そうだ――」

　もはや我慢できず、セシリーは心の赴くままに叫んだ。

「君は私の友人だった！」

　世界中に届けるように、全力で。



    

  









    
      「相棒だった！」

　そして馬車がちょうど長い直線に入ったところで振り返る。

「唯一無二の戦友だった――」

　友人であり相棒であり戦友であった彼女を、真まっ直すぐに捉とらえる。

「君がそのすべてを忘れているというのなら、もう一度始めよう」

　加速度的に行き過ぎる景色の中――ふたりは見つめ合った。

　彼女はとても静せい謐ひつな目をしながら、やがて口を開く。確かめるように。

「私は……“〝アリア”〟？」

「ああ！」

「そして、凶器」

「違う！」

「凶器でなければ何だと言う」

「“〝守る剣”〟だ！」

「守る？」

「そう、君は誰だれかを守る剣なんだ。凶器と呼ぶには程遠い」

「……あなたは私に何を求めている？」

「私とともに“〝すべてを救う”〟ことを」

「……私は聖剣だ。戦うためとあらばいくらでも応じよう」

　機械的な答えに、セシリーは目を伏せた。

　自分たちはこれから彼女に過酷な運命を強しいてしまう。ルークは彼女に代わる新たな聖剣を鍛錬すると言ってくれたけれど、どちらにせよまた彼女と別れる未来は避けられない。

　――それでも何度だって望まずにはいられないんだ。

「じゃあ、言うよ」

　閃せん光こうのように蘇よみがえる記憶を、セシリーはなぞる。

『君は私の――』



「君は私の戦友になれ」



「仰せのままに。剣の輝きに誓って約束しよう」

　彼女は胸に手を当てて応じ、そして初めて微笑を浮かべた。

「剣に、二言はない」

　アリアのように。



    

  
    
      
epilogue





　二国一都市会議は、早々のうちにこじれていた。

「吾われら軍国と独立交易都市は正式にそちらの宣戦布告を受けよう」

　ただし、とゼノビアが続ける。

「戦いの勝敗がどちらに転ぶにせよ、戦時中、戦後にかかわらず武器を持たない者への略奪や暴力はなしだ。それを事前に約束してほしい」

「お前は寝ぼけているのか？」

　オーガスタスが吐き捨てた。

「戦争だぞ。すべては勝つか負けるか。敗者の処遇など事前に決めるものではない」

「かといって徒いたずらに疲弊するだけの戦いなど無意味だろう。そなたらの国は過去の大戦を繰り返すおつもりか？　声明文の“〝ヴァルバニルの再封印”〟という大義は何ど処こへ行った」

「無論、それが最終目的だ。しかし敵対する相手がいれば戦いも自ずと肥大する」

「敵対したのはそちらが先だろう」

「どの口が。軍国と都市がこそこそと技術交換なんぞを始めたから我々は――」

　主に言い合うのはゼノビアとオーガスタス。ふたりはジャスティーナや自陣の仲間が諌いさめるのも聞かず、延々と議論を戦わせた。

　それこそ意味を成さないやり取りがしばらく続いたとき――

「……お前たちはどうやら勘違いしているようだな」

　シーグフリードが割り込んだ。

　ゼノビアは険しい眼まな差ざしでそちらを見やる。

「勘違いだと？」

「そうだ。どうして俺おれたちがわざわざ会議に応じてやったと思っているんだ？　確認しに来たのさ――お前たちに降伏の意志がないか、な。いわば再検討の猶ゆう予よを与えてやっている。全面的に降伏すると言うのなら今のうちだぞ」

「……話を聞いていなかったのか？　吾は言ったはずだ。宣戦布告を受けると」

「ならば話は終わりだ。次は戦場で会おう」

　一片の名残惜しさも示さず、シーグフリードは席を立った。

「あなたの目的は何なのですか？」

　黒衣の男は、つと、独立交易都市の市長に視線を向ける。

　ヒューゴーは何ど処こか彼との間合いを窺うかがいながら、慎重に口にした。

「これまでの言動から考えても、あなたはどうも利権のために動いているようには見えない。声明文にあったハウスマンの姓が気になって調べてみましたが、シーグフリード、あなたはひょっとして初代の――」

「この世には俺おれの気に食わないものが多い」

　シーグフリードはヒューゴーの言葉を遮り、陰気な声で続ける。

「だから壊す。それだけだが」

「それは一体どういう……」

「もうやめにせんか？　ヒューゴー・ハウスマンよ」

　くあ、と欠伸あくびをしたランスロットが間に入った。

「実に退屈で無む為いな会議じゃ。シーグフリードの言う通り、そちらに降伏の意志がないのならば話し合うことなどないだろう？　他ほかに話すことがあるとすれば……少女王よ、お前さんはさっき“〝ヴァルバニルの再封印”〟の大義がどうたらと話していたな」

　ゼノビアは目を細める。

「それがどうした」

「それがどうした？　ずいぶんな言い方じゃな。ならばはっきりと言ってやろう――大義がないのはそちらのほうだ。何な故ぜならお前さんたちは未いまだに聖剣を完成させていない」

「…………」

「故ゆえにこそワシらは剣を取った。役立たずの誰だれかさんに代わってヴァルバニルを再封印するためにな。もちろん聖剣を用いずとも、それを封じるための手段は得ておる」

「ダグラス!?」

「よいではないか、アーサー。具体的な内容を明かしはせん」

　ひっひ、と忍び笑いを漏らし、慌あわてるオーガスタスを制する。

　ランスロットは独立交易都市と軍国の面子メンツを見回し、嫌味たらしく手を振った。

「さあ、もういいだろう。会議は仕舞いじゃ。はっ、悔しかったら聖剣の一本や二本、ワシらに見せてみろ」



　――――一台の馬車が突っ込んできたのはそのときだった。



　国旗と幕をなぎ倒して突入してきたそれは土煙を舞い上げ、歴々が囲う卓の前で急停車した。誰も彼もがぽかんと凍りつく中、馬車の荷台に立ったのはふたつの影。

　シーグフリードもさすがに驚きを隠せなかったらしい。毒気を抜かれたような声で言う。

「……これはまた愉快な格好をしているな」

「美しいだろう？」

　荷台に立った闖ちん入にゆう者しやのひとり、花嫁姿のセシリーは不敵に笑い、左手を高々と掲げた。

　その薬指に光るのは銀の輪。

「アリア。頼む」

　合図に応じ、何ど処こからか詠唱が起こる。

「眠りを解け。真実を貫け。風を貴女に。――――神を殺せ」

　刹せつ那な、セシリーの背面から一条の旋風が昇った。

　輝く風は天高くまで上がり、そして落下を始める。矢のような速度で落ち、馬車のすぐそばの地面に直下して轟音をあげた。

　流星のように降り、そこに突き刺さったのは――線のような剣。

　鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀である。

「……銘めい無なしを使ったか」

　誰だれよりも早く、すべてを察したらしいシーグフリードは忌いま々いましげに呟つぶやいた。

「ああ。彼女をすぐにでも取り戻さなかった愚を伝えに来たのさ」

　荷台から飛び降りたセシリーはその剣の柄を握り、引き抜く。

　そして――



『いつか必ず、私がルークの刀でヴァルバニルを討つ――――そう決めたッ!!』



「刮かつ目もくしろ」

　かつてのように各国の重鎮たちに剣の切っ先を突きつけ、

「これぞ聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス、ルーク・エインズワースとリサが鍛錬せし、我が戦友」

　セシリー・キャンベルは高らかに宣言する。





「――――聖剣『アリア』だ」





　かくて、宣戦布告は成された。



    

  
    
      
あとがき





　こんにちは、三み浦うらです。

　本書は『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス #12.Sacred Sword』ということで、とうとうこのサブタイトルを使うときが来たシリーズ第12巻です。セイクリッド・ソード、つまりそう“〝聖剣”〟なのです。なんだか最終巻みたいな表紙とサブタイトルですが、まだ完結ではありません。

　今巻のエピローグにある、セシリーの最後のセリフに、このシリーズを通して自分がずっと描きたかったものが集約されているように思います。

　楽しんでもらえたら嬉うれしいです。



　表紙は前回の公開羞しゆう恥ちプロポーズの流れを受け、花嫁衣装でございます。実は前に書いていた『上等。』シリーズでもウエディングドレスの表紙がありまして、自分はもしかしてシリーズごとにヒロインたちに花嫁衣装を着せなければいけない呪のろいにでもかけられているんだろうかと思ったり思わなかったり。……セシリーってヒロインだっけ？



　今回は特に、いつも以上に屡る那なさんのイラストから刺激を受けました。ラフをいただく度に興奮したり涙ぐんだりを繰り返して、やっぱり屡那さんあっての『聖剣の刀鍛冶』なんだと心の底から実感しました。

　担当さんには何度も尻しりを叩たたいていただきました（慣用句です）。相変わらず原稿がぎりぎりでご迷惑をおかけしてしまいましたが、自分がいつも限界まで戦えるのは担当さんのおかげです。

　また、今巻の執筆のために四週間ほど東京にこもったとき、長なが野の聖まさ樹き先生にとてもお世話になりました。その節は本当にありがとうございます。今度美お味いしい物を食べに行きましょうね。



　読者の皆さん、たくさんの関係者の方々、友人、家族――いろいろな人が支え続けてくれたおかげで、自分はここまでたどり着くことができました。本当の本当にありがとう。たぶん『聖剣の刀鍛冶』はあと二、三冊くらいで完結します。……あくまでたぶん！

　どうか最後までお付き合いいただけたら嬉しいです。

　それではまた、機会に恵まれたら会ってください。



平成二十四年二月　三浦勇いさ雄お
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　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年２月生まれ、弘前大学人文学部人間文化課程卒業生。現在は地元・北海道札幌市に在住。

　　第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の審査員特別賞を受賞。

　　著作に『聖剣の刀鍛冶』シリーズ、『上等。』シリーズ（全８巻、ＭＦ文庫Ｊ）がある。



　　今回は東京のウィークリーマンションを借りて、そこにひたすらこもったり喫茶店にパソコンを持ち込んだりしながら執筆活動しました。上の画像はそのマンションの部屋。苦行のような四週間だった…。
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　イラスト

　屡那（るな）

　　１９８４年２月生まれ。

　　『ジェーンブライド上等。』を彷彿とさせる今回ですが、

　　勿論意識せざるえず、表紙を２枚描いて絞り込むこととなりました。

　　成長してると良いな。
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